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　地質調査総合センターは，1882 年にその前身である地質調査所が創設されて以来，国土の地球科学的実態を解明す

るため調査研究を行い，その成果の一部として様々な縮尺の地質図を作成・出版してきた．その中でも 5万分の 1地質

図幅は，自らの地質調査に基づく最も詳細な地質図であり，基本的な地質情報が網羅されている．

　本地域は，奥秩父地方の深い山間部に位置する，古くから秩父と甲府を結ぶ交通・物流の要所であり，江戸時代には

秩父往還道の関所（栃本関所）が設けられた．また，江戸時代から近年まで，秩父トーナル岩の貫入による接触交代作

用鉱床（秩父鉱山）の開発も行われた．そして，昭和 36 年の二瀬ダム建設完成及び昭和 50 年の広瀬ダム建設完成によ
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　三峰地域の地質図幅の作成は，各著者がそれぞれ行ってきた先行研究を基に，主に平成 15 ～ 18 年度に行った野外調
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行った．

　現地調査に当たって，水資源開発公団（現：独立行政法人水資源機構）には，建設中であった滝沢ダム周辺の調査の
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ントの松井和典氏には、白泰断層周辺のボーリングコア資料について情報をいただいた．新第三紀深成岩類の化学組成
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淳一氏には，富山大学理学部在学中に新第三紀深成岩類の地質図及び分析データの提供を受けた．大滝村役場（現：秩

父市大滝総合支所）には，調査に関して便宜を計っていただいた．以上の関係機関の方々に深く感謝いたします．なお，
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　三峰地域は，世界測地系で北緯35 5゚0´11˝5-36 0゚0´11˝

4，東経138 4゚4´48˝7-138 5゚9´48˝6（日本測地系で，北緯

35 5゚0´-36 0゚0´，東経138 4゚5´-139 0゚0´）の範囲にある．

行政区分では，埼玉県秩父市・秩父郡小
お

鹿
が

野
の

町，東京都

西多摩郡奥多摩町，山梨県山梨市・甲州市・北都留郡丹

波山村を含む範囲である．なお大部分の範囲は，秩父多

摩甲斐国立公園内にある．また三峰地域を含む埼玉県最

西部（荒川上流域とその支流一体）は奥秩父と，また東

京都最北西部（多摩川上流とその支流一体）は奥多摩と

呼ばれる．

　本地域は，関東山地中央部の奥秩父山地（埼玉県地質

図編纂委員会，1999）に位置し，山地地形を特徴とする

（第1.1図）．標高2,317.7m の破
はっ

風
ぷ

山
さん

を最高峰とし，雁
かり

坂
さか

嶺
みね

（2,289.2m）・水晶山（2,158m）・古
こ

礼
れい

山
さん

（2,112.1m）・

唐松尾山（2,109.2m）・東
ひがし

仙
せん

波
ば

（2,003.1m）・白石山

（2,036.0m）・竜
りゅう

喰
ばみ

山
やま

（2,011.8m）・大
おお

洞
ぼら

山
やま

（2,069.1m）・

雲
くも

取
とり

山
やま

（2,017.1m）と標高2,000m 以上の山地が連ねる．

この他にも，笠取山・大
おお

常
つね

木
ぎ

山
やま

・三ッ山・小雲取山・白

岩山・長沢山・水
あら

松
らぎ

山
やま

・天
てん

祖
そ

山
さん

・霧藻ヶ峰・白
はく

泰
たい

山
さん

とい

った標高1,500m を超える山地が認められる．これらは

奥秩父山地の主山稜をなす．奥秩父山地は，西隣の金峰

山地域の金
きん

峰
ぷ

山
さん

（2,595.0m）・甲
こ

武
ぶ

信
し

ヶ
が

岳
たけ

（2,475m）な

第 1章　地　　形

（原　英俊）

　　第 1. 1 図　三峰地域の地形概略図

　　国土地理院発行の数値地図50m メッシュ（標高）と，カシミール3D（http://kashmir3d.com/）を用いて作成した．
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どから連続しており，東に向かい徐々に標高を下げる特

徴を示す．また稜線高度の低下は関東山地東部まで続き，

かつ定高性を持つ．この特徴は，稜線が準平原の名残と

も考えられるが，詳細は不明である（貝塚ほか，2000）．

また清水（1983，1992）によれば，高度2,000m 以上の

主稜付近に岩塊斜面からなる緩斜面が認められ，これは

分布高度・形態・構成層から周氷河地形の名残（化石周

氷河斜面）としてみなされた．しかしこれら岩塊斜面は，

風化・浸食に伴って形成された可能性もあり，本報告で

は既存報告を述べるに留めた．

　奥秩父山地を分水嶺とし，埼玉県側の各河川は荒川に，

東京都と山梨県丹波山村側の各河川は多摩川に合流し東

京湾へと流れ込む．丹波山村を除く山梨県側の各河川は

笛
ふえ

吹
ふき

川
がわ

，更に富士川に合流し駿河湾へと流れ込む．また

奥秩父山地の長野県側の各河川は，千曲川の最上流部に

あたり，日本海へと流れ込む．奥秩父山地は，関東地方

と中部地方における多様な河川経路を生み出す分水嶺を

なす．

　地形と地質の関係については，秩父帯及び四万十帯付

加コンプレックス，甲府花崗閃緑岩体，新第三系秩父盆

地層群の分布域において，地形的特徴が大きく区別され

る．秩父帯ないし四万十帯付加コンプレックスが分布す

る地域は，急峻な山地地形を示すとともに，深く V 字

谷が刻まれる（第1.2図）．しかし白石山（和名倉山）

付近だけは，山頂付近は起伏の小さいなだらかな地形を

示す．多摩川上流の奥多摩地域においては，秩父帯及び

四万十帯付加コンプレックスの地層及びスラストの走向

に調和するように，北西-南東方向の稜線や谷が発達す

ることが知られている（酒井，1987；貝塚ほか，2000）．

しかし本地域においては，その傾向は顕著に認められな

い．これは本地域の南半部（白泰断層以南）の秩父帯及

び四万十帯付加コンプレックスは緑色片岩相の変成作用

を受け，劈開も強く発達することから，地層及びスラス

トの走向による地質構造が地形に現れにくくなっている

ためと考えられる．本地域の南西部の破風山や笠取山-

唐松尾山周辺では，後期中新世に貫入した甲府花崗閃緑

岩体が分布する．甲府花崗閃緑岩体は一部でマサ化して

おり，これら山地の稜線周辺付近から南西の広瀬湖に向

かっては，標高が1,000m を超えながらも，全体として

起伏の小さいなだらかな地形を示す．秩父盆地層群は南

北15km 東西15km の四角形をなして分布し，本地域北

東隅にはその南西部が位置している．秩父盆地層群分布

域は，本地域の中では非常に緩やかな地形をなす．なお

白泰断層は，尾根の鞍部や河川の方向を規制している．

　本地域北東部の荒川流域には中位（中期更新世末ある

いは後期更新世の前半），低位（後期更新世の後半），最

低位（完新世前半）の河成段丘面が，また南西部の甲府

花崗閃緑岩体分布地域に低位と最低位河成段丘面が認

められる．また中期更新世以降のテフラ（降下火山灰層

及び軽石層）が広範囲に分布し，段丘堆積物，崩積堆積

物，地すべり地塊のほか，山頂部の平坦面-緩斜面，山

麓緩斜面などの上位を覆っている．なお本地域は山間部

に位置するため，各地で地すべり地形が認められる．特

に四万十帯付加コンプレックス大滝層群の分布域である

中津川流域や二瀬ダム周辺及び入川流域では，地すべり

地形が顕著に発達する．これは大滝層群に強い片状構造

雲取山白岩山三峯神社

秩父湖

大
洞
川

秩父湖

大
洞
川

E W

　　　　　　　 第 1. 2 図　山地地形と V 字谷

　　　　　　　  雲取山・白岩山と大洞川が作り出す山地地形と V 字谷．雲取山は，東京都の最高峰であり，

東京都・埼玉県・山梨県の3都県の県境をなす．
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が発達すること，アンチフォーム・シンフォームの発達

により地層面・片理面の傾斜が緩くなる部分があること

による．地すべりに対しては，秩父湖や奥秩父もみじ湖

周辺では，その対策工事が施工されている（黒田ほか，

2006；赤峰，2008）．また谷底平野及び現河床堆積物は，

完新世（特に後半）に形成された山間の谷沿いに分布す

る河川堆積物で，本地域北東部の荒川や小森川沿いに小

規模に分布する．
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2. 1　概　要

　関東山地は，北から三波川変成岩類，秩父帯のジュラ

系付加コンプレックス及び下部白亜系海成-汽水成堆積

物（山中白亜系），四万十帯の白亜系付加コンプレック

スが帯状配列する（第2.1図）．これらに対し，秩父盆

地層群や五日市町層群の中部中新統が不整合で覆う．ま

た中期-後期中新世においては，甲府花崗閃緑岩体など

の深成岩類が迸入した．関東山地中央部に位置する三峰

地域には，主に秩父帯付加コンプレックス（中津川層群・

浦山層群），山中白亜系，四万十帯付加コンプレックス（大

滝層群・小河内層群），中部中新統秩父盆地層群，後期

中新世の甲府花崗閃緑岩体・秩父トーナル岩，上部中新

統王冠層が分布する（第2.2図）．この他に第四系として，

荒川流域・広瀬湖や広川流域などに河成段丘堆積物が，

またテフラ層（ローム層），谷底平野及び現河床堆積物，

及び地すべり堆積物が分布する．本地域の荒川流域に分

布する秩父帯・四万十帯付加コンプレックスは，緑色片

岩相の変成作用を受けているため化石の産出に乏しく，

また両付加コンプレックスの境界についてもこれまで異

なる見解が出されていた（藤本ほか，1950；石井・高橋，

1989；埼玉県地質図編纂委員会，1998，1999）．本報告

では，両付加コンプレックスの境界領域において，大
おお

洞
ぼら

川
がわ

—大
おお

除
よけ

沢
さわ

断層を認め，更に変成作用と断層活動の時期

を考慮することで，未解決問題に対し総合的な地史の理

解に努めた．なお本地域は険しい山岳地域のため，調査

第 2章　地　質　概　説

（原　英俊・清水正明・竹内圭史・尾崎正紀）

第2. 1図　関東山地の地体構造区分図
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ルートが限られる．そのため，藤本ほか（1950），渡部

ほか（1958），藤本・鈴木（1969），小池ほか（1980）な

どの先行研究を基に，小河内層群の石灰岩・チャート岩

体及び深成岩類の衛星岩体を地質図上に追記した．

　地質調査総合センター（旧地質調査所）発行の5万

分の1地質図幅として本地域周辺では，北隣「万場」

（大久保・堀口，1969）・北東隣「寄居」（牧本・竹内，

1992）・南東隣「五日市」（酒井，1987）・南西隣「御岳

昇仙峡」（三村ほか，1984）がある．また20万分の1地

質図幅として本地域を含む「甲府」（尾崎ほか，2002）

のほか，「長野」（中野ほか，1998）・「東京」（坂本ほか，

1987）及び「宇都宮」（須藤ほか，1991）が既刊である．

　その他の機関発行の地質図類として，20万分の1埼

玉県地質図（埼玉県，1954），広域調査報告秩父地域

（通産省資源エネルギー庁，1975），埼玉県地質図（堀

口，1980），5万分の1埼玉県秩父・入間・比企地方地質

図（埼玉県農林部林務課，1968），埼玉県史（埼玉県，

1986），5万分の1埼玉県地質図（埼玉県地質図編纂委員

会，1998，1999），5万分の1東京都奥多摩地域地質図（久

田ほか，2003a,b），15万分の1山梨県地質図（山梨県，

1962），10万分の1山梨県地質図（山梨県地質図編纂委

員会，1970），20万分の1山梨県防災地質図（西宮・木下，

1991）がある．また土地分類基本調査として，5万分の

1「三峰・金峰山」（埼玉県，1978），「丹波・三峰」（山

梨県，1991）及び「秩父・五日市・三峰・丹波」（東京

都，1994）がある．地方地質誌として日本の地質「関東

地方」編集委員会（1986）及び日本地質学会（2008）が，

一般向けの地域地質の案内書として堀口（1975，1987，

2000），新井（1977），埼玉県立自然史博物館（2004），

秩父市・秩父商工会議所（2009）などがある．

2. 2　 付加コンプレックスにおけるユニット区分

の概念

　三峰地域には，秩父帯・四万十帯付加コンプレックス

が広く分布する．本報告で記載する付加コンプレックス

秩父湖
二瀬ダム

滝沢ダム
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大
  血
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大
洞
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久
渡
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滝
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枝
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古礼沢

荒
沢
谷

椹
谷

広川

白石山
（和名倉山）

雲取山

大洞山
（飛龍山）

竜喰山

破風山
雁坂嶺

古礼山

唐松尾山

白岩山

霧藻ヶ峰

熊倉山

天祖山

水松山

秩父湖
二瀬ダム

広瀬ダム

滝沢ダム

小森川

中津川

荒川

大
  血
     川

大
洞
川

和名倉沢

大
除
沢

市ノ沢

惣小屋谷

井戸沢

久
渡
沢

入川

滝
川

股の沢

豆焼沢

槙の沢

枝
沢

曲沢

金山沢

古礼沢

荒
沢
谷

椹
谷

広川

大
山
沢

大
若
沢

赤沢谷

白石山
（和名倉山）

雲取山

大洞山
（飛龍山）

竜喰山

破風山
雁坂嶺

古礼山

白泰山

唐松尾山

白岩山

霧藻ヶ峰

御岳山

熊倉山

天祖山

水松山

真の沢真の沢 金
山
沢

金
山
沢

日原川日原川

大雲取谷 長
沢
谷

大雲取谷 長
沢
谷

東
谷

西
谷

東
谷

西
谷

ブ
ド
ウ
沢

ブ
ド
ウ
沢

水晶谷水晶谷

大滑沢

矢
竹
沢

矢
竹
沢

八百谷八百谷

広瀬湖広瀬湖

大滝層群

小河内層群

浦山層群

中津川層群

大滝層群

小河内層群

浦山層群

中津川層群

王冠層

秩父盆地
層群

秩父トーナル岩

甲府花崗閃緑岩体

王冠層

秩父盆地
層群

秩父トーナル岩

甲府花崗閃緑岩体

白泰断層

三国山スラスト

仏像線

大洞川ー大除沢断層

白泰断層

三国山スラスト

仏像線

大洞川ー大除沢断層

2 km2 km

下部白亜系
海成～汽水成堆積物
（山中白亜系）

下部白亜系
海成～汽水成堆積物
（山中白亜系）

諏訪山断層諏訪山断層

白川断層白川断層

大平断層大平断層

小
仏
層
群

第2. 2図　三峰地域の地質概略図
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のユニット区分の概念について以下に記述する．一般に

付加コンプレックスでは，覆瓦構造を構成する逆断層に

よって挟まれ，類似する岩相を保持する一つのまとまり

から，構造層序単元（tectono-stratigraphic unit）が認定

される．また構造層序単元の境界は明瞭なスラストによ

って境され，地質時代の違いも認められる．本報告にお

いても，岩相組合せの差異から構造層序単元を認定し，

認定された構造層序単元にはユニットの名称を与えた．

これは関東山地秩父帯・四万十帯付加コンプレックスに

おける従来の研究の地層区分にほぼ相当することから，

「層」を「ユニット」に置き換えることで研究結果との

対比が可能である．なお酒井（2007）では，関東山地東

部の青梅地域にて，ユニットをまとめる高次の単元に対

し「コンプレックス」の名称を与えた．このコンプレッ

クスは，従来の研究の「層群」に相当する．関東山地の

秩父帯・四万十帯付加コンプレックスの研究史におい

て，地域間による地層名の違いや変更はたびたび行われ

てきているが，層群名に関しては提唱から現在まで名称

が維持されている．本地域では，秩父帯付加コンプレッ

クスの中津川層群（藤本ほか，1950）・浦山層群（久田，

1984），四万十帯付加コンプレックスの大滝層群（藤本

ほか，1950）・小河内層群（藤本，1949）である．また

コンプレックスよる高次のまとまりとして，堆積岩コン

プレックスや付加コンプレックスなどコンプレックスを

併用することもあり，層群の代わりにコンプレックスを

使用することは用語の混乱を招きかねない．そこで本報

告では，ユニットより高次の単元に対し「コンプレック

ス」等の置き換えは行わずそのまま「層群」を用いる．

　ユニット内部の構造に関して，岩相境界の多くもまた

スラストで境され，スラスト及び褶曲の発達により地層

の繰り返しが頻繁に起きている．また本地域の主要な岩

相は砕屑岩であり，それらは岩相変化が著しく，走向方

向への連続性も悪い場合が多く，地質図上で単一の岩相

のみで示すことが難しい．この様な岩相に対し，地層の

破断や混在化の程度を基準にし，砂岩頁岩破断相と混在

岩相を認めた．破断相は，地層が様々な程度に破断さ

れ，地層としての連続性が途切れている状態を指し，ブ

ーディンや膨縮構造などの変形構造によって特徴づけら

れる．混在岩相は，地層としての連続性が完全に欠如し，

様々な大きさの岩体・岩塊と，それらを取り巻く泥質岩

からなる．岩体・岩塊の構成岩類は，主に砂岩・凝灰質

頁岩・チャート・石灰岩・玄武岩類であり，ユニット毎

にその集合要素は異なる．また岩体と岩塊については，

地質図に表現できる規模では岩体を，露頭で識別できる

規模では岩塊を，それ以下の規模に関しては岩片を用い

た．そして岩塊ないし岩片と泥質岩からなる混在岩相に

ついては，混在岩として示した．

2. 3　秩父帯ジュラ系付加コンプレックス

　東西走向を持つ高角な白泰断層（秩父地質研究グルー

プ，1966）を境にして，その南北で秩父帯付加コンプレ

ックスは，その岩相及び地質構造，更に変成作用の強さ

が異なる（石井・高橋，1989）．本報告では秩父帯付加

コンプレックスを，白泰断層より北側は中津川層群（藤

本ほか，1950），南側は浦山層群（久田，1984）に区分

した．

　中津川層群は，Ueno and Hisada（2006）に従い両
りょう

神
かみ

ユ

ニットと大ガマタユニットに区分した．両ユニットとも，

混在岩と砂岩からなり，チャート・石灰岩・玄武岩類を

含む．一般に両神ユニットは，主に砂岩と混在岩からな

るサブユニットの繰り返しが顕著で，大ガマタユニット

は砂岩優勢でチャートを伴う特徴を持つ．地質年代は，

両神ユニットは前期-中期ジュラ紀，大ガマタユニット

は中期ジュラ紀とされる．なお両ユニットは三国山スラ

ストによって境される．

　浦山層群は，川
かわ

乗
のり

ユニット・海
うな

沢
ざわ

ユニット・御前山ユ

ニットに区分した．川乗ユニットは混在岩を主体とする．

海沢ユニットは，チャート-砕屑岩シーケンスを特徴と

し，本地域では主に砕屑岩が分布する．御前山ユニット

は，混在岩を主体とし，石灰岩岩体を多く含む．地質年

代は，川乗ユニットと海沢ユニットが中期-後期ジュラ

紀，御前山ユニットは最後期ジュラ紀-前期白亜紀を示

す．また荒川流域に分布する浦山層群は，緑色片岩相相

当の広域変成作用を受けている．

2. 4　下部白亜系海成-汽水成堆積物（山中白亜系）

　三峰地域北東部の小森川流域の押
おとも

留や四
あ

阿
ずま

屋
や

山
さん

周辺

に，下部白亜系海成-汽水成堆積物がわずかに分布する．

この下部白亜系は，山
さんちゅう

中地溝帯の白亜系や山中白亜系

と呼ばれる．本地域には，海成の石
いし

堂
どう

層と，汽水成の瀬
せ

林
ばやし

層の下部が分布する（坂本ほか，2002）．石堂層は，

礫岩及び砂岩からなり，オーテリビアン期後期-バレミ

アン期前期とされる．瀬林層は，砂岩及び泥岩からなり，

バレミアン期後期-アルビアン期前期とされる．本地域

では，石堂層と瀬林層は断層で接する．

2. 5　四万十帯白亜系付加コンプレックス

　奥秩父地方に分布する四万十帯付加コンプレックス

は，藤本ほか（1950）によって大滝層群と命名された．

Hara and Hisada（1998）は，奥多摩地方からの地層の連

続性を加味し大滝層群の見直しを行い，従来定義されて

いた大滝層群の大部分を小
お

河
ご

内
うち

層群に対比した．本報告

では Hara and Hisada（1998）に従い，大滝層群を荒川流

域に限られて分布し，強い片状構造を持つ地質体として
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扱う．なお大滝層群と小河内層群は大
おお

洞
ぼら

川
がわ

-大
おお

除
よけ

沢
さわ

断層

（新称）で接する．

　大滝層群は，川又ユニットと二瀬ユニットからなる．

川又ユニットは，主にシルト質な千枚岩及び片状砂岩

よりなる．二瀬ユニットは，混在岩・千枚岩・片状砂

岩・淡緑色珪質頁岩・凝灰質千枚岩・玄武岩類からな

り，チャート・石灰岩を伴う．両ユニットとも，緑色片

岩相の広域変成作用を受けており，化石の産出はなく堆

積年代は不明である．大滝層群は，270～300℃及び140

～190MPa の温度圧力条件で付加し，300℃及び270MPa
を超える変成作用を約65～75Ma に受けた．その後，約

54～59Ma に260±50℃を，約15Ma に110℃を通過する

様に冷却したと考えられている（原・久田，2005；原ほ

か，2007；Hara and Hisada，2007）．

　小河内層群は，和
わ

名
な

倉
くら

沢
さわ

ユニット・市ノ沢ユニット・

雲取山ユニット・八
はっ

百
ぴゃく

谷
だに

ユニット・古礼山ユニットか

らなる．和名倉沢ユニットは，砂岩・頁岩からなる．市

ノ沢ユニットは，砂岩・頁岩からなり，淡緑色珪質頁岩

及び凝灰質頁岩を伴う．雲取山ユニットは，混在岩を主

体とし，チャートと玄武岩類を伴う．八百谷ユニットは，

混在岩を主体とし，チャート・石灰岩・玄武岩類を伴う．

またサンゴ・層孔虫などの化石を多数含む鳥ノ巣石灰岩

が多産する．古礼山ユニットは，砂岩・頁岩からなる．

本地域の小河内層群も，緑色片岩相相当の広域変成作用

を受けているため，化石の産出は乏しい．奥多摩地域と

の比較によれば地質年代は，和名倉沢ユニットと市ノ沢

ユニットはアルビアン期後期-セノマニアン期，雲取山

ユニットと八百谷ユニットはチューロニアン期-カンパ

ニアン期，古礼山ユニットはカンパニアン期である．

　また広瀬ダム周辺には，後期中新世の甲府花崗閃緑岩

体中に，泥質及び砂質ホルンフェルス -ミグマタイトが

露出する．接触変成作用のため，詳細は不明であるが，

小仏層群小菅ユニット（小菅層：山梨県地質図編纂委員

会，1970）に対比される．小菅ユニットの地質時代は，

チューロニアン期中期-カンパニアン期とされる（Yagi，
2000）．

2. 6　中部中新統秩父盆地層群

　秩父盆地には中部中新統秩父盆地層群が分布する．秩

父盆地層群は南北15km 東西15km の四角形をなして分

布し，三峰地域北東隅にその南西部が位置している．秩

父盆地層群は下位より白
しら

沙
す

層・富田層・子
ね

ノ
の

神
かみ

層・小
お

鹿
が

野
の

町
まち

層・秩父町層に区分される（牧本・竹内，1992）．

これらのうち白沙層・富田層・子ノ神層は層厚が薄く，

小鹿野町層・秩父町層が大部分を占める．秩父盆地層群

は盆地北縁・西縁で秩父帯付加コンプレックスと山中白

亜系を不整合に覆い，東縁・南縁は三波川変成岩類・秩

父帯付加コンプレックスと断層で境される．秩父盆地層

群は最大積算層厚5,500m に達し，基底部を除きすべて

海成層である．富田層・子ノ神層・秩父町層からはパレ

オパラドキシアなどの脊椎動物化石や貝化石が多産す

る．

　本地域には秩父盆地層群のうち下半部の白沙層・富田

層・小鹿野町層が分布する．白沙層は礫岩及び砂岩，富

田層は泥岩及び珪長質凝灰岩，小鹿野町層はタービダイ

トの泥岩砂岩互層・礫岩・砂岩泥岩互層からなる．秩父

盆地層群は，中期中新世初頭（17Ma 頃）に始まった汎

世界的な海水準の上昇により堆積した地層である．関東

山地周辺の同時代の富岡層群・松山層群・五日市層群と

は一連の堆積盆地をなしていた可能性が高い．現在見ら

れる関東山地内部での秩父盆地層群の孤立した分布は，

関東山地が中新世以降に断層運動による地塊化を伴って

差別的に隆起したことにより生じたものである．この断

層運動は秩父盆地層群の堆積中に既に開始していたと考

えられている．

2. 7　新第三紀深成岩類

　三峰地域には，甲府花崗閃緑岩体の北東部及び秩父ト

ーナル岩の南部が分布する．甲府花崗閃緑岩体は本地域

南西部に，秩父トーナル岩は甲府花崗閃緑岩体の北方約

20km に分布する．両岩体の周辺には，小規模な衛星岩

体が分布する．なお，深成岩類による接触変成作用につ

いて，本報告では第8章新第三紀深成岩類及び岩脈の中

で記述する．

　甲府花崗閃緑岩体は，大部分が中粒から粗粒（粒径は

漸移的に変化し，一部に粗粒部が存在），角閃石黒雲母

花崗閃緑岩から黒雲母角閃石トーナル岩からなり，岩体

中央部に磁鉄鉱系花崗岩類が，岩体周縁部にチタン鉄鉱

系花崗岩類が分布する．また，2箇所に角閃石斑れい岩

及び角閃石閃緑岩からなる比較的規模の大きな苦鉄質部

が存在し，小規模な暗色包有物も含め，苦鉄質部は粗粒

花崗閃緑岩中に分布する傾向がある．本地域に分布する

甲府花崗閃緑岩体の年代測定値の結果は約9.7～8.9Ma
である．甲府花崗閃緑岩体では，一般に，岩体周縁部に

チタン鉄鉱系花崗岩類が分布するが，笠取山と唐松尾山

の中間付近に位置する黒
くろえんじゅ

槐山付近においては，この周縁

部に分布するチタン鉄鉱系花崗岩類が認められず，磁鉄

鉱系花崗岩類と磁鉄鉱を含み高い帯磁率を持つホルンフ

ェルスやミグマタイトが直接接する．

　秩父トーナル岩は，細粒の黒雲母角閃石トーナル岩及

び角閃石黒雲母トーナル岩からなる．秩父トーナル岩で

も，岩体中央部に磁鉄鉱系花崗岩類が，岩体周縁部にチ

タン鉄鉱系花崗岩類が分布する傾向が認められる．しか

し，甲府花崗閃緑岩体とは異なり，チタン鉄鉱系花崗岩

類の方がむしろ分化が進んでいない傾向がある．本地域

に分布する秩父トーナル岩（中津峡の衛星岩体も含める）
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の年代測定値の結果は約6.5～5.3Ma である．

2. 8　上部中新統王
おお

冠
かぶり

層

　三峰地域北西部，中津川流域の王冠には，約500m 四

方の狭い範囲に，上部中新統の王冠層が分布する．王冠

層は，主に安山岩質な凝灰質礫岩・溶結凝灰岩・礫岩か

らなる．石井・荒木（1989）では，溶結凝灰岩とこれを

貫く石英安山岩中のジルコンから6.2Ma と6.8Ma のフ

ィッション・トラック年代を求め，後期中新世を王冠層

の堆積年代を後期中新世とした．足立ほか（1999）によ

れば，王冠層は火山性陥没盆地を埋める火砕岩の堆積物

であると解釈され．そして同様の堆積物の特徴を持つ甲

府盆地北方の三富層（足立ほか，1989）や，小楢山火山

岩（三村ほか，1984）に対比された（足立，1991；足立

ほか，1999；尾崎ほか，2002）．

2. 9　第 四 系

　三峰地域の第四系は，河成段丘堆積物，テフラ層（ロ

ーム層），谷底平野及び現河床堆積物，及び地すべり堆

積物からなる．

　河成段丘堆積物は，本地域北東部の秩父盆地西端には

比較的広く分布するが，他地域は山間のため分布は限ら

れる．下位より，中位段丘堆積物（中期更新世末あるい

は後期更新世の前半），低位段丘堆積物（後期更新世の

後半），最低位段丘堆積物（完新世）に区分され，低位

段丘堆積物が最もよく発達する．これら段丘堆積物は，

岩塊を含む巨礫から大礫主体の礫層からなる．

　テフラ層は，更新統や山頂・山腹の緩斜面を広範囲に

覆って分布し，東隣秩父盆地では下位より狭山ローム層，

羊山ローム層，新期ローム層，大里ローム層に区分され

ている（埼玉県地質図編纂委員会，1999）．ローム層の

厚さは多くの場合4～6m 程度であるが，秩父湖北の山

頂部では厚さ12m に達する（埼玉県地質図編纂委員会，

1999）．本地域の最も重要な鍵層は約10万年頃に噴出し

たと推定されている御
おん

岳
たけ

第一テフラ（On-Pm1）（町田・

新井，2003）で，羊山ローム層中に広範囲に挟まれている．

　谷底平野及び現河床堆積物は，主に巨礫-大礫層から

なり，本地域北東部の荒川，小森川などの河川沿いに小

規模に分布する．

　地すべりは，急峻な谷沿いの山腹に多く発生しており，

滑落崖を伴う地すべり地塊と崩積堆積物からなる．地す

べり堆積物は，主に後期更新世以降に形成されたもので，

比較的浸食に弱い地質体の分布域が差別的に浸食され形

成された削剥量の大きい河川沿いに多く分布する．特に

片理の発達した四万十帯付加コンプレックス大滝層群の

分布域は，地すべり地形がよく発達し，テフラ層起源の

地すべりも加わり，厚い崩積堆積物に覆われた地域とな

っている．

2． 10　地史の概略

　三峰地域の地質総括図を第2.3図に示す．ジュラ紀-

白亜紀にかけては，東アジア大陸縁のプレート収束域

にあって，海洋プレートの沈み込みによって，秩父帯・

四万十帯付加コンプレックスが次々に形成された地域

である．ジュラ紀には，イザナギプレートの沈み込みに

より，秩父帯付加コンプレックスが形成された．なお中

津川層群の混在岩及びスラストに発達するスリップセン

スの解析から，付加コンプレックス形成当時のイザナギ

プレートの沈み込み方向は，N70 W゚ と求められている

（Ueno and Hisada，2006）．その後，イザナギプレートの

移動方向が変化し，大陸縁に対し斜めに沈み込みを開始

した（Engebretson et al., 1985；Maruyama，1997）．この

斜め沈み込み期は，付加コンプレックスの形成が休止す

る時期にほぼ一致する．またこの間，山中白亜系を含

む前弧海盆堆積物が発達する（Ito and Matsukawa，1997

など）．また合わせて，左横ずれ断層による白亜系の再

配置も発生したとされる（田代，1994，2000など）．後

期白亜紀には，沈み込む海洋プレートが，イザナギプ

レートから太平洋プレートに変化した．これに先立ち，

四万十帯白亜系付加コンプレックスの形成も始まった．

またこの海洋プレートの変遷の際には，海嶺の沈み込

みを伴ったことが知られている（君波・宮下，1992；

Kiminami et al., 1994；Maruyama，1997）．白亜紀最末期

（76～65Ma）には，四万十帯大滝層群と小河内層群及び

秩父帯浦山層群の一部が緑色片岩相に達する変成作用を

受けた（原ほか，1998；原・久田，2005）．この変成作

用は，四万十帯付加コンプレックスの付加直後に起こっ

ており，三波川変成岩の上昇をもたらした海嶺沈み込み

（Miyashita and Itaya，2002；Maruyama，1997）との関連

性が指摘された（Hara and Kurihara, in press）．なお秩父

帯と四万十帯付加コンプレックスが同じ変成作用を受け

ていることから，仏像線を介した秩父帯付加コンプレッ

クスの四万十帯付加コンプレックスへの衝上は，変成作

用以前のイベントである（Hara and Hisada，2007）．こ

の変成作用後，大滝層群は約59～54Ma に260±50℃を，

約15Ma に110℃を通過する様に冷却したと考えられて

いる（原ほか，2007）．

　中期始新世-漸新世には，四万十帯古第三系付加コン

プレックスの相模湖層群（酒井，1987）が発達する（本

地域には分布しない）．その後，中期中新世初頭（17Ma
頃）に始まった汎世界的な海水準の上昇により秩父盆地

層群が堆積した．現在見られる関東山地内部での秩父盆

地層群の孤立した分布は，関東山地が中新世以降に断層

運動による地塊化を伴って差別的に隆起したことにより

生じたものである．この断層運動は秩父盆地層群の堆積
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中に既に開始し，ハーフグラーベンを形成していたと考

えられている（高橋，1992；高橋ほか，2006）．また秩

父盆地層群の堆積直後の15Ma 以降に，日本海の拡大に

よって，秩父盆地層群とその基盤である秩父帯・四万十

帯付加コンプレックスは，47 時゚計回りに回転した（兵頭，

1986；Hyodo and Niitsuma，1986）．その後，後期中新世

の9.7～8.9Ma に甲府花崗閃緑岩体が四万十帯付加コン

プレックスに，6.5～5.3Ma に秩父トーナル岩が秩父帯

付加コンプレックスに貫入した．また後期中新世には，

火山性陥没盆地を埋める火砕岩の堆積物からなる王冠層

が堆積した．その後関東地域周辺では，12Ma 頃から伊

豆弧の衝突が始まり，約5Ma には丹沢地塊が衝突した．

その結果，関東山地は更に45 時゚計回りに回転し，関東

対曲構造が形成された（Hyodo and Niitsuma，1986）．な
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　　第 2. 3 図　三峰地域の地質総括図

　　 地質時代の年代値は，Gradstein et al.(2004) に従った．
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お秩父トーナル岩における古地磁気の検討から，秩父ト

ーナル岩は貫入以降回転運動を行っていないため，こ

の屈曲構造形成後に貫入したとされた（Takahashi and 
Nomura，1989）．Takahashi and Saito（1997）では，周辺

地質体の古地磁気をまとめ，関東山地は12～6Ma に約

30 ，゚5Ma 以降に約10 時゚計回りに回転したとした．第四

紀に入り，本地域東北部及び南西部にて，中位・低位・

最低位段丘面がわずかに発達した．また山間部に，テフ

ラ層や地すべり堆積物が形成された．
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3. 1　概要及び研究史

　三峰地域を含む奥秩父地方の秩父帯付加コンプレック

スは，藤本ほか（1950）によって中津川層群と命名され

た．しかし東西走向を持つ高角な白
はく

泰
たい

断層（秩父地質研

究グループ，1966）を境にして，その南北で岩相及び地

質構造，更に変成度が異なる（石井・高橋，1989）．そ

こで本報告では，中津川層群を白泰断層より北側の秩父

帯付加コンプレックスに限定して使用する．白泰断層の

南側には，東隣の秩父地域及び南東隣の五日市地域を含

む奥多摩地方から連続する浦山層群（久田，1984）が分

布する．

　中津川層群は，藤本ほか（1950）によって中津川流域

にて，上部と下部に二分された．その後，藤本ほか（1957）

により，石
いし

舟
ふね

層・両
りょう

神
かみ

層・大ガマタ層に3区分された．

石井（1962）は，岩相層序及び石灰岩中の化石から再検

討し，中津川層群を上部石炭系-ペルム系とした．また

石舟層と両神層は整合関係で，両神層と大ガマタ層は断

層関係で接するとした．これらの各地層は，大久保・堀

口（1969）による北隣の万場地域や，通産省資源エネル

ギー庁（1975）による広域調査によって記載・報告され

ている．また Koike et al. （1971）は両神層のチャートか

ら三畳紀コノドント化石を，石井・松川（1980）は大ガ

マタ層のチャートから三畳紀コノドント化石を報告し

た．更に Sato et al.（1981）及び Sashida et al.（1982）は，

中津川層群から初めて放散虫化石を報告し，大ガマタ層

からは三畳紀のチャートとジュラ紀の頁岩を認めた．ま

た Sashida （1983，1991）は，三畳紀放散虫化石を新種

記載した．Ueno et al. （1990）及び Hisada et al. （1992）は，

広域的な放散虫化石の検討及び付加体地質の観点から層

序区分を見直し，中津川層群を4つのユニット（野栗沢

ユニット・両神ユニット・大ガマタユニット・両神山チ

ャートユニット）に再区分した．更に頁岩から産出する

放散虫化石により各ユニットの地質年代は，野栗沢ユニ

ットが前期-中期ジュラ紀，両神ユニット及び大ガマタ

ユニットが中期ジュラ紀とした．なお両神山チャートユ

第 3章　秩父帯ジュラ系付加コンプレックス

（上野　光・久田健一郎・原　英俊）
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第3. 1図　中津川層群の地体構造区分図
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ニットは，吉田・松岡（2003）により中期ジュラ紀とさ

れた．そして野栗沢ユニット・両神ユニット・大ガマタ

ユニットは覆瓦構造と構造的下位へ向かい地質年代が若

くなる極性を示し，両神山チャートユニットは野栗沢ユ

ニットと両神ユニットの上位に低角で衝上する（Hisada 
et al., 1992）．
　また中津川層群は，関東山地西部の浜平層群に対比

さ れ る（Hisada et al., 1992；Ueno and Hisada，2006）．

Ueno and Hisada （2006）は，中津川層群を浜平層群に含

め，乙
おっ

父
ち

沢
ざわ

層・野栗沢層・両神層・大ガマタ層・川上層・

両神山チャート層に区分した．そして混在岩に認められ

る非対称変形構造を基に，過去のプレート沈み込み方向

を明らかにした．本報告では，Ueno and Hisada （2006）

に基づき，本地域に分布する中津川層群を両神ユニット

と大ガマタユニットに区分する（第3.1図）．両ユニッ

トは，三国山スラスト（Ueno and Hisada，2006）によっ

て境される．なお両神ユニットと大ガマタユニットの境

界は，三国山スラストの認定により，Hisada et al. （1992）

が示した断層境界とは異なりより南に位置する．

　白泰断層の南側には，藤本ほか（1950）の中津川層群

の三峰層・大
おお

血
ち

川
がわ

層・強
こわ

石
いし

層が分布する．石井・高橋（1989）

は，三峰層と大血川層を見直し，三峰層に大血川層が低

角に累重するとした．そしてこれらの地層は白泰断層よ

り北には分布しないことを指摘した．また数地点から，

ジュラ紀放散虫化石を報告した．一方，東隣の秩父地域

及び南東隣の五日市地域では，岩相と微化石年代による

地質体区分の検討が進み，覆瓦構造と構造的下位に向か

い年代が若くなる極性が見られる（久田，1984；酒井，

1987など）．そして秩父帯付加コンプレックスを構成す

る地質体は，本地域へ良く連続する．白泰断層南側の秩

父帯付加コンプレックスは，分布の連続性から，中津川

層群に対比するより，秩父地域や五日市地域の浦山層群

（久田，1984）に対比するのが妥当である（第3.2図）．

なお久田ほか（2003a, b）は東京都奥多摩地域の地質図

の中で，これまで研究者や地域によって異なる名称で呼

ばれていた地層名を整理し統一した．本報告では，久田

（1984），酒井（1987）及び久田ほか（2003a, b）に基づき，

浦山層群を川
かわ

乗
のり

ユニット・海
うな

沢
ざわ

ユニット・御前山ユニッ

トに区分した．なお荒川沿いに露出する浦山層群は，緑

色片岩相に相当する変成作用を受けていることが指摘さ

れており（藤本ほか，1950），その変成年代はイライト

の K-Ar 年代から約76～65Ma と見積もられている（原・

久田，2005）．またイライト結晶度による古地温構造解

析では，浦山層群内で北東へ向かい変成温度が連続的に

上昇する傾向を示す（原ほか，1998）．

　松岡ほか（1998）によって，秩父帯は北部秩父帯・黒

瀬川帯・南部秩父帯に区分され，四国と関東山地を例に

広域対比が行われた．中津川層群と浦山層群は，とも

に南部秩父帯に属する．南部秩父帯は，大平山ユニッ

ト・斗
と

賀
が

野
の

ユニット・三宝山ユニットに区分される（松

岡ほか，1998）．中津川層群の両神ユニット・大ガマタ

ユニットは，大平山ユニットに対比される．ただし関東

山地西部の大ガマタユニットの一部とされる久田・岸田

（1986）のⅣ帯は，斗賀野ユニットに対比される可能性

がある．浦山層群の川乗ユニットは大平山ユニット，海

沢ユニットは斗賀野ユニット，御前山ユニットは三宝山

ユニットにそれぞれ対比される．周辺地域の地質体との

対比表を第3.1表に示す．中津川層群及び浦山層群が分

布する荒川流域でのルートマップを第3.3図に示す．

3. 2　中津川層群

3. 2. 1　両
りょう

神
かみ

ユニット（Rys, Ryc, Ryl, Ryb, Rym）

命名　藤本ほか（1957）によって両神層と命名され，石

井（1962）によって再定義された．Ueno et al. （1990）

及び Hisada et al. （1992）によって，石井（1962）の両神

層と石舟層を合わせて，両神ユニットと再定義された．

本報告では，両神ユニットの一部を大ガマタユニットへ

帰属させ，更に再定義する．

分布　本地域北部の小森川流域，御
おん

岳
たけ

山
さん

周辺及び荒川流

域の猪
いの

鼻
はな

-強
こわ

石
いし

にかけて分布する（第3.3図）．北隣の万

場地域の薄
すすき

川
がわ

流域や，北西隣の十
じゅっ

国
こく

峠
とうげ

地域の神
かん

流
な

川
がわ

上

流域にも広く分布する．御巣鷹山スラストを介して野栗

沢ユニットの下位に，三国山スラストを介し大ガマタユ

ニットの上位に位置する（Ueno and Hisada，2006）．ま

た万場地域では，両神ユニットの上位に両神山チャート

ユニットが衝上する．本ユニットは，本地域の北東部に

て，下部白亜系海成-汽水成堆積物（山中白亜系）と断

層で接する．また東部では，中部中新統秩父盆地層群と

不整合ないし断層関係にある．中津川流域では秩父トー

ナル岩の衛星岩体が本ユニットに貫入するとともに，上

部中新統の王
おお

冠
かぶり

層が不整合で覆う．

　吉田・松岡（2003）によれば，本地域の小森川北方の

標高約1,000m 以上の尾根沿いには両神山チャートユニ

ットが分布する．しかし小森川北方の中津川層群は，砂

岩やチャートの岩体を含む混在岩が主体であり，両神山

チャートユニットを特徴づける厚いチャートは分布しな

い．これは Hisada et al. （1992）と吉田・松岡（2003）に

おいて，両神山チャートユニットの定義が異なり，吉田・

松岡（2003）では混在岩を両神山チャートユニットに含

めているのに対し，Hisada et al. （1992）では含めていな

いことによる．本報告では Hisada et al. （1992）に従い，

小森川北方の尾根沿いの混在岩は両神ユニットに帰属さ

せる．

岩相　主に混在岩と砂岩からなり，これらを主体とする

サブユニットが繰り返し分布する．またチャート・石灰

岩・玄武岩類の岩体を含む．

　混在岩（Rym）は，岩塊と泥質基質からなる．岩塊は，
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砂岩・石灰岩・チャート・玄武岩類からなる．泥質基質は，

黒色-灰色の頁岩からなり，しばしば極細粒の砂岩・淡

緑色珪質頁岩・凝灰質頁岩を挟む．一般に混在岩は，強

く剪断変形を受けており，岩塊はレンズ状に変形し，泥

質基質には鱗片状劈開が発達する（第3.4図 a, b）．小

森川流域や荒川流域の猪鼻や強石付近，また中津川流域

の中
なか

双
そう

里
り

付近に分布する．

　砂岩（Rys）は，一般に細粒-中粒砕屑粒子からなる塊

状砂岩ないし成層砂岩である．まれに平行葉理やグルー

ブキャストが見られる．しばしば頁岩を伴い砂岩頁岩互

御前山ユニット

小沢層

御前山層

氷川層

高水山層

深沢層

橋立層群

三峰地域

御前山ユニット

小沢層

御前山層

三ツ沢層三ツ沢層
海沢層海沢層

氷川層

高水山層

浦山層
（主に下部）
浦山層

（主に下部）
浦山層

（主に上部）
浦山層

（主に上部）

深沢層

橋立層群

三峰地域

秩父湖

奥多摩湖

荒川

名栗湖

多摩川

御岳山

名栗湖

多摩川

御岳山

武甲山

仏
　　像
　　　　線

仏
　　像
　　　　線

浦山断層

日野断層

白泰断層

 名
　　栗
　　　断
　　　　層

日野断層

白泰断層

 名
　　栗
　　　断
　　　　層

五日市-川上線

5 km

川井層

川乗層

川井層

川乗層

海沢
ユニット

川乗
ユニット

海沢
ユニット

川乗
ユニット

中津川層群

大滝層群

小河内層群

中新統
秩父盆地層群

大洞川ー
大除沢断層
大洞川ー
大除沢断層

　　　　　第 3. 2 図　浦山層群の地体構造区分図

　　　　　 久田（1984），酒井（1987），久田ほか（2003a,b）などによる．海沢ユニットより構造的上位の地質

体については，研究者により区分・地層名が異なるため，細分を行わない．

第3. 1表　秩父帯付加コンプレックスのユニット対比
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800 m

600 m

800m

600m

800 m

600 m

700m

600m

900m

500m

700 m

600 m

900 m
700m

500m

700 m

500 m

500 m

500 m500 m

地層の走向傾斜

正常層の走向傾斜

劈開面の走向傾斜60

60

60

砂岩ないし片状砂岩

砂岩頁岩互層及びその破断相

頁岩ないし千枚岩

玄武岩類

チャート

石灰岩

混在岩（主に玄武岩・チャートを含む）

淡緑色珪質千枚岩・凝灰質千枚岩・千枚岩
及びそれらの互層と破断相

断層の走向傾斜60

イライト結晶度の値0.25

断層

ユニット境界

岩相境界

凡例

3.19b 露頭位置（数字は図の番号）

Gzl

Gzl
Gzl

Gzb

Gzb

Gzs

Gzl

Knb

Rys
Ryl

Ryb

Ryb
Ryc

Ryb

Ryc

Ryc

Ryc

Ryb

30

80

30

80

70

30

30

35

30

70

30

70

30

30

10

20

30

30

4040

10

65
50

8080

75

70

8080

40

60

8080

55

50

85

7878

75

82

0.54

0.68

0.24
0.32

0.48

0.25

0.26

0.45

17

58

中新統
秩父盆地層群
中新統

秩父盆地層群

中津川層群　両神ユニット中津川層群　両神ユニット
御岳山

落合

神岡

大輪大輪

荒

　　　川

荒

　　　川

　　大
　血
川

強石

猪鼻

大滝層群　
二瀬ユニット 浦山層群

川乗ユニット

御前山ユニット

川乗ユニット

御前山ユニット

白泰断層

大洞川 -
大除沢断層

白泰断層

大洞川 -
大除沢断層

R140R140

3.7b

3.8a

3.8b

3.5b

3.14b

3.16b

3.14a
3.16a

3.15

3.19b

3.19a

3.19c,d

3.19e

3.21a,b

3.20a

3.20b

3.19f

5.5d

6.2b

6.2a

第 3. 3 図　荒川流域の秩父帯付加コンプレックスのルートマップ

 Gzb，Gzl などの記号は，地質図の凡例記号に従った．イライト結晶度の値については，原ほか（1998）を参照．
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a b

第 3. 4 図　両神ユニットの混在岩

 a：砂岩・凝灰岩のレンズ化した岩塊を含む混在岩．北隣の万場地域内の藤
ふじ

指
さす

．

b：砂岩・石英脈がレンズ化した混在岩．鳶岩の東方の小森川河床．写真の底辺は約30cm．

a b

1 mm1 mm 1 mm1 mm

c d

　　第 3. 5 図　両神ユニットの砂岩・頁岩

　　 a：砂岩優勢な砂岩泥岩互層．鳶岩の東方の小森川河床．

　　b：破断した砂岩頁岩互層．猪鼻周辺の荒川河床．

　　c：砂岩の薄片写真．オープンニコル．鳶岩の東方の小森川河床．

　　d：頁岩の薄片写真．オープンニコル．北隣の万場地域内の浦島．
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層となる（第3.5図 a）．また砂岩頁岩互層はしばしば破

断相を示す（第3.5図 b）．砂岩には，礫岩が挟在する

こともある．礫岩は，径20cm 以下の円-亜円礫からなり，

礫種は石灰岩が多く，チャート・砂岩も認められる．石

灰岩礫からはフズリナ化石を産することもある（Hisada 
et al., 1992）．鏡下では，砂岩は岩片を多く含み石質であ

り，石英・斜長石及び不透明鉱物や雲母片も含むことが

観察される（第3.5図 c）．頁岩は，定向配列をなす粘

土鉱物と，シルト大の石英・長石・不透明鉱物からなる（第

3.5図 d）．また鱗片状劈開を形成する不連続な黒色不透

明な筋が見られる．小森川中流域から御岳山付近に，見

かけの層厚が最大1,000m に達する砂岩が分布する．ま

た両神山から御岳山の尾根沿いには石灰岩岩体を伴う砂

岩が，中津川林道-大山沢-入
にっ

波
ぱ

沢
ざわ

ではチャート岩体を伴

う砂岩が発達する．

　チャート（Ryc）は，黒色-暗灰色ないし赤色で，塊

状ないし層状チャートとして産する（第3.6図 a）．一

般にチャート単層の層厚は1～10cm，チャートに挟ま

る粘土岩の層厚は5mm 以下である．鏡下では，隠微晶

質-微晶質石英と若干の粘土鉱物からなり，シルト大の

砕屑粒子は含まれないことが観察される（第3.6図 b）．
一般にチャートは，厚さ50～100m の岩体として見られ，

中津峡や大山沢下流にかけては，厚さ1,000m に達する

チャート岩体が分布する．ペルム紀・三畳紀・前期-中

期ジュラ紀の放散虫化石を産する（Hisada et al., 1992な
ど）．

　石灰岩（Ryl）は，一般に白色-灰色なミクライト質石

灰岩で，一部黒色を呈する．玄武岩類の岩体に付随ある

いは混在岩中に岩塊として露出する（第3.7図 a）．し

ばしばフズリナなどの化石を産する（第3.7図 b）．小

森川上流域周辺や御岳山の南西麓，中津川と神流川出合

い付近にて，厚さ50～100m の岩体として分布する．

a b

1 mm1 mm

　　第 3. 6 図　両神ユニットのチャート

　　 a：層状チャート．大若沢中流の河床．

　　b： チャートの薄片写真．シルト大の白く丸い粒子は放散虫化石．オープンニコル．中津峡の道路沿い．

a b

1 mm1 mm

　　第 3. 7 図　両神ユニットの石灰岩

　　 a：破断し混在岩化した玄武岩類に付随する石灰岩岩塊．白色部が石灰岩．小森川上流の河床．

　　b：石灰岩の薄片写真．生物片（白い三角矢印）を伴うミクライト質石灰岩．オープンニコル．御岳山南麓．
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　玄武岩類（Ryb）は，塊状溶岩からなり，まれに枕状

溶岩を伴う（第3.8図 a）．しばしば玄武岩火山砕屑岩

と緑色頁岩や玄武岩凝灰岩を伴う．火山角礫岩（第3.8

図 b）やハイアロクラスタイトも認められる．厚さ50～

100m の岩体として，小森川上流域や御岳山周辺に分布

する．玄武岩類の岩体には，チャートや石灰岩が付随す

ることが多い．

地質構造　一般に走向は N40～60 W゚ で，北に50～80゜

傾斜する．中津川流域で走向は，N50～80 W゚ となる．

御岳山周辺で傾斜は南傾斜を示すことがあるが，基本的

には北に急傾斜する同斜構造からなる．

対比　藤本ほか（1957）及び石井（1962）の両神層・

石舟層に対比される．Ueno et al.（1990）及び Hisada et 
al.（1992）の両神ユニットの一部，更に久田・岸田（1986）

のⅡ帯の一部とⅢ帯に対比される（Ueno and Hisada，
2006）．

地質年代　頁岩から産する放散虫化石により前期-中期

ジュラ紀とする．本ユニットに対比される関東山地西部

の御
お

座
ぐら

山
やま

層からは，前期-中期ジュラ紀及び前期白亜紀

（オーテリビアン期-バレミアン期）の放散虫化石の報告

（岩崎ほか，1984，1989）があり，本ユニットの地質年

代も前期白亜紀を含む可能性がある．

3. 2. 2　 大ガマタユニット（Ogs, Ocg, Ogc, Ogl, Ogb, 
Ogm）

命名　藤本ほか（1957）によって大ガマタ層と命名され，

石井（1962）によって再定義された．Ueno et al. （1990）

及び Hisada et al. （1992）によって，大ガマタユニットと

改名された．今回，両神層の一部を含め大ガマタユニッ

トを再定義する．

分布　本地域北西部の中津川とその支流流域にかけて分

布する．中津川・大山沢周辺のルートマップを第3.9図

に示す．三国山スラストを介し両神ユニットの下位に位

置する．白泰断層によって，四万十帯付加コンプレック

スの大滝層群と接する．

岩相　主に砂岩及び砂岩頁岩互層と混在岩からなり，チ

ャート・石灰岩・玄武岩類を伴う．砂岩優勢で，チャー

ト岩体を伴う特徴を持つ．

　混在岩（Ogm）は，岩塊と泥質基質からなる．岩塊は，

砂岩・石灰岩・チャート・玄武岩類からなる．泥質基質は，

黒色-灰色の頁岩からなり，しばしば極細粒の砂岩・淡

緑色珪質頁岩・凝灰質頁岩を挟む．一般に混在岩は，強

く剪断変形を受けており，岩塊はレンズ状に変形し，泥

質基質には燐片状劈開が発達する．塩沢や大
おお

滑
なめ

沢
ざわ

にチャ

ートを伴い分布する．

　砂岩（Ogs）は，一般に細粒-中粒砕屑粒子，まれに

粗粒粒子からなる塊状砂岩ないし成層砂岩である．しば

しば頁岩を伴い砂岩頁岩互層となる（第3.10図 a, b）．
また礫岩を伴うこともある．成層砂岩の底面にはグルー

ブキャストが発達することがある．本ユニットを構成す

る主要な岩相であり，厚さ約50～100m，まれに約200m
のチャート・石灰岩・玄武岩の岩体を伴う．

　礫岩（Ocg）は，直径15cm 以下の円-亜円礫を主体と

し，礫種として石灰岩・チャート・砂岩を多く含む（第

3.10図 c, d）．大山沢の礫岩は，角礫-亜角礫の石灰岩

のみからなることがある．石井・松川（1980）では，大

ガマタユニット中の礫岩を三国峠礫岩部層と定義した．

なお石灰岩礫からは，後期石炭紀-後期ペルム紀のフズ

リナ化石が産出する．

　チャート（Ogc）は，層状で，灰色-黒色ないし赤色

を呈する．厚さ約50～100m，まれに約200m の岩体と

して分布する（第3.11図）．白泰山や白泰沢周辺にて，

比較的まとまった分布をなす．

　石灰岩（Ogl）は，ミクライト質石灰岩で，白色-灰色

a b

　　第 3. 8 図　両神ユニットの玄武岩類

　　 a：玄武岩溶岩．猪鼻周辺の荒川河床．

　　b：玄武岩火山角礫岩．猪鼻周辺の荒川河床．
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a b

1 mm1 mm

c d

Ls

chch

　　　　　第 3. 10 図　大ガマタユニットの砂岩・礫岩．
　　　　　　　 a：砂岩頁岩互層．大若沢の河床．
　　　　　　　b：砂岩頁岩互層．大ガマタ林道沿い（西隣金

きん

峰
ぷ

山
さん

地域）．
　　　　　　　c：石灰岩・チャートを含む礫岩．大山沢中流域の支流の河床．
　　　　　　　d： 礫岩の薄片写真．石灰岩礫にはフズリナ化石（白い三角矢印），チャート礫には放散虫化石が

認められる．オープンニコル．大山沢流域の林道沿い．
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3.13a 露頭位置（数字は図の番号）
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三国山スラスト三国山スラスト

大
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沢

大
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沢

　　中

　津

川

3.13a,b

3.10d

3.10c

3.12a,b

「三峰」「金峰山」「三峰」「金峰山」
　　第 3. 9 図　大ガマタユニットのルートマップ

　　 中津川と大山沢沿い．東隣の金峰山地域を含む．
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を呈する（第3.12図 a）．結晶質化し，粗粒な方解石を

生じる（第3.12図 b）．石灰岩礫岩は約50m の岩体とし

て．白泰山西方の尾根や大山沢に限られて分布する．

　玄武岩類（Ogb）は，塊状溶岩と玄武岩火山砕屑岩か

らなる．大山沢及び白泰沢上流や白泰山西方の尾根に，

約50m の岩体としてわずかに分布する．大山沢の塊状

溶岩は，主に輝石と斜長石からなるインターグラニュラ

ー組織を示す（第3.13図 a, b）．また斜長石が非常に乏

しく，斑晶鉱物をほとんど含まない．

地質構造　走向はN50～70 W゚で，北に60～70 傾゚斜する．

両神ユニットとは，地層の走向が10～20 斜゚交する．基

本的には北へ急傾斜した同斜構造を持つが，大山沢上流

部では南北ないし北北西-南南東の軸跡を示すアンチフ

ォーム・シンフォームが発達する．

対比　藤本ほか（1957）及び石井（1962）の両神層の一

部と大ガマタユニットに対比される．Ueno et al. （1990）

及び Hisada et al. （1992）の大ガマタユニットと両神ユニ

1 m1 m

第 3. 11 図　大ガマタユニットのチャート

a b

1 mm1 mm

　　第 3. 12 図　大ガマタユニットの石灰岩
　　 a：やや再結晶化したミクライト質石灰岩．大山沢流域の林道沿い．
　　b：石灰岩の薄片写真．オープンニコル．大山沢流域の林道沿い．

a b

1 mm1 mm

　　第 3. 13 図　大ガマタユニットの玄武岩類
　　 a：レンズ化した玄武岩溶岩と基質をなす玄武岩火山砕屑岩．大山沢流域の林道沿い．
　　b：玄武岩溶岩の薄片写真．インターグラニュラー組織がみられる．オープンニコル．大山沢流域の林道沿い．
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ットの一部，更に久田・岸田（1986）のⅣ帯は，本ユニ

ットに含まれる（Ueno and Hisada，2006）．

地質年代　Hisada et al. （1992）により中期ジュラ紀とさ

れた．本ユニットに対比される関東山地西部の浜平層群

Ⅳ帯からは，中期-後期ジュラ紀の放散虫化石の報告（久

田・岸田，1986）があり，本ユニットの地質年代も後期

ジュラ紀まで含む可能性がある．

3. 3　浦 山 層 群

3. 3. 1　川
かわ

乗
のり

ユニット（Knc, Knb, Knm）

命名　高岡（1953）の川乗層を，久田（1984）が再定義

した．本報告では，川乗ユニットと改名して用いる．

分布　南東隣の五日市地域内，川乗谷流域が模式地とさ

れる（久田，1984）．本地域では，熊倉山周辺，谷津川上流，

荒川流域の巣
す

場
ば

周辺に分布する（第3.3図）．北縁は白

泰断層によって，中津川層群と中部中新統秩父盆地層群

と接する．また南西縁はスラストにより，海沢ユニット

及び御前山ユニットに接する．

岩相　混在岩を主体とし，砂岩や玄武岩類及びチャート

の岩体を伴う．まれに石灰岩の岩塊を伴う．

　混在岩（Knm）は，泥質基質中に，玄武岩類・砂岩を

岩体として含み（第3.14図 a, b），まれに石灰岩の岩塊

も含む．しばしば赤色ないし緑色頁岩を伴う．また混在

岩には，砂岩頁岩互層やその破断相など，混在化による

変形が進んでいない部分も認められる．一般に，片理が

発達する．

　チャート（Knc）は，層状チャートであるが，再結晶

化が進み，層理面はやや不鮮明になる（第3.15図）．一

般に灰色-暗灰色，まれに淡緑色ないし赤色を呈する．

厚さ約50～100m の岩体として荒川流域や熊倉山，谷津

川上流に分布する．

　石灰岩は，本地域では，混在岩中の岩塊として認めら

れるだけである．東隣の秩父地域や南東隣の五日市地域

では，ミクライト質石灰岩とともに鳥ノ巣石灰岩も認め

られる（久田，1984）．また鍾乳洞や滝を形成するような，

厚さ約100m の岩体も分布する．

　玄武岩類（Knb）は，玄武岩溶岩及び玄武岩火山砕屑

第 3. 15 図　川乗ユニットのチャート

　　 巣場周辺の荒川河床．

玄武岩類混在岩

a b

第 3. 14 図　川乗ユニットの混在岩

 a：玄武岩類の岩体と混在岩．巣場周辺の荒川河床．写真の底辺は約6m．

b：砂岩の岩塊を含む混在岩．巣場周辺の荒川河床．
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岩からなり，緑色ないし赤褐色-赤色を呈する．しばし

ば赤色ないし緑色頁岩や凝灰岩を伴う．玄武岩溶岩は発

泡構造や枕状構造を残していることもある（第3.16図

a）．玄武岩火山砕屑岩は，玄武岩起源の砕屑粒子からな

り，微晶質から隠微晶質なガラス質部を伴う（第3.16

図 b）．一般に，剪断変形を受けていることが多い．荒

川流域の巣場周辺に，厚さ50～100m の岩体として分布

する．

地質構造　走向は N40～50 W゚ でほぼ一定であるが，傾

斜は北傾斜と南傾斜が認められ，ともに約70 と゚比較的

高角である．翼間隔の閉じた軸面の立った褶曲が考えら

れるが，その詳細は不明である．

対比　藤本ほか（1950）の強石層の一部，石井・高橋（1989）

の大血川層の一部に相当する．また久田ほか（2003a, b）
によって，奥多摩地方の川乗層は深沢層（高島・小池，

1984）に対比された．久田ほか（2003b）によれば，深

沢層は川井層（酒井，1987）の一部や高水山層群（小澤・

小林，1985）の一部に対比される．

地質年代　本ユニットに対比される深沢層の頁岩から，

中期-後期ジュラ紀の放散虫化石が産する（高島・小池，

1984）．本報告では，川乗ユニットの年代を中期-後期ジ

ュラ紀とする．

3. 3. 2　海
うな

沢
ざわ

ユニット（Uns, Unt, Unc, Unb）
命名　藤本（1939）により海沢層と命名され，高島・小

池（1984）及び酒井（1987）によって再定義された．海

沢層は，チャートと砕屑岩がスラストによって繰り返す

「チャート-砕屑岩シーケンス」を特徴とする．本報告で

は，海沢ユニットに改名して用いる．

分布　大血川支流の東谷や鉄砲沢に分布する．東谷や鉄

砲沢周辺のルートマップを第3.17図に示す．スラスト

によって御前山ユニットに衝上するとともに，東-西系

の断層によって川乗ユニットと御前山ユニットに接す

る．

岩相　本地域では，海沢ユニットを特徴づけるチャート

-砕屑岩シーケンスは発達せず，主に砂岩・砂岩頁岩互

層（Uns）からなり，わずかに灰色-淡緑色凝灰岩頁岩

互層（Unt）・チャート（Unc）・玄武岩類（Unb）の岩体

を伴う．

　砂岩は，一般に淘汰が悪く，中粒-極粗粒砂岩である（第

3.18図 a, b）．また砂岩組成は，長石質アレナイトを示

す（酒井，1987）．チャートは，灰色-暗灰色ないし赤色

を呈する．玄武岩類は，玄武岩溶岩及び玄武岩火山砕屑

岩からなり，玄武岩凝灰岩を伴う．

地質構造　走向は N40～60 W゚，北ないし南に40～60 で゚

傾斜する．分布範囲が狭くその詳細は不明である．

対比　久田（1984）は，砕屑岩を主体とする倉沢層した．

本報告では，わずかながらチャート・緑色岩が分布する

ことから海沢層に対比する．石井・高橋（1989）の大血

川層の一部に相当する．

地質年代　中期-後期ジュラ紀とする．奥多摩地方では，

チャートの上位の珪質頁岩から得られた放散虫化石に

よって，中期ジュラ紀-後期ジュラ紀の前半を示す（高

島・小池，1984；Furukubo et al., 1985）．なおチャート

は，前期三畳紀-中期ジュラ紀の前半を示す（高島・小池，

1984）．

3. 3. 3　御前山ユニット（Gzs, Gzc, Gzl, Gzb, Gzm）

命名　藤本（1939）によって御前山層と命名され，酒井

（1987）によって再定義された．本報告では御前山ユニ

ットと改名して用いる．

分布　荒川流域の大
おお

達
だ

原
はら

-大輪（第3.3図），大血川流域，

妙法ヶ岳，霧藻ヶ峰，白岩山，水
あら

松
らぎ

山
やま

，天祖山周辺に分

布する．浦山層群の最下位に位置し，海沢ユニットと川

a b

1 mm1 mm

　　　　　第 3. 16 図　川乗ユニットの玄武岩類

　　　　　　　 a： 発泡構造を残す枕状溶岩．巣場周辺の荒川河床．

　　　　　　　 b： 玄武岩火山砕屑岩の薄片写真．白い部分は，玄武岩起源の斜長石や玄武岩粒子からなり，黒い

部分はガラス質部からなる．オープンニコル．巣場周辺の荒川河床．
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乗ユニットが衝上する．白泰断層によって，中津川層

群と接する．また仏像線と大
おお

洞
ぼら

川
がわ

-大
おお

除
よけ

沢
さわ

断層によって

四万十帯付加コンプレックスと接する．

岩相　混在岩・砂岩頁岩互層の破断相からなり，巨大な

石灰岩岩体を含むことを特徴とし，砂岩・チャート・玄

武岩類の岩体を伴う．

　混在岩（Gzm）は，泥質基質中に，砂岩・淡緑色珪質

頁岩・チャート・石灰岩を岩塊として含む．しばしば砂

岩頁岩互層を伴う．

　砂岩（Gzs）は，一般に片理の発達した，細粒-粗粒

の塊状ないし成層した砂岩である（第3.19図 a）．砂岩

は，長石質アレナイトで，岩片として火山岩片を多く

含む（酒井，1987）．しばしば頁岩と互層する．頁岩は，

荒川流域では片理面の発達により，千枚岩として分布す

る（第3.19図 b）．鏡下において，砂岩は主に石英・長石・

岩片からなり，基質には粘土鉱物の定向配列が認められ
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　　第 3. 17 図　海沢ユニットのルートマップ

　　 東谷と鉄砲沢沿い．Unt,Unc,Gzc の記号は，地質図の凡例記号に従った．

a b

1 mm1 mm

　　第 3. 18 図　海沢ユニットの砂岩

　　 a：塊状砂岩．右上から中央下にかけ石英脈が貫入する．西谷河床．写真の底辺は約80cm．

　　b：砂岩の薄片写真．オープンニコル．大血川と西谷出合い付近の林道．
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る（第3.19図 c, d）．片理は黒色不透明な筋からなる圧

力溶解劈開として認められ，一般に，この片理の発達に

よって，岩片と基質部の境界は不明瞭である．千枚岩は，

定向配列をなす粘土鉱物（主にイライト・緑泥石）と黒

色不透明なシームからなる圧力溶解劈開が認められる

（第3.19図 e）．シルトサイズ（径50μm 以下）の石英と

長石粒子がわずかに含まれ，これらは片理面に沿って引

き延ばされている．頁岩は，淡緑色珪質頁岩ないし凝灰

質頁岩と互層することがある．淡緑色珪質頁岩は，大部

分は隠微晶質-微晶質な再結晶した石英からなり，粘土

a b

1 mm1 mm

c d

1 mm1 mm 1 mm1 mm

1 mm1 mm

fe

 第 3. 19 図　御前山ユニットの砂岩・千枚岩

  a：成層した片状砂岩．千枚岩を挟む．大輪東方の荒川河床．写真の底辺は約1m．

 b：千枚岩．荒川と大血川出合い付近の河床．

 c：片状砂岩の薄片写真．クロスニコル．大輪東方の荒川河床．

 d：片状砂岩の薄片写真．オープンニコル．

 e：千枚岩の薄片写真．オープンニコル．荒川と大血川出合い付近の河床．

 f：淡緑色珪質頁岩の薄片写真．オープンニコル．大輪西方の荒川河床．
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鉱物の定向配列や圧力溶解劈開も認められる（第3.19

図 f）．一部では淡緑色な凝灰質頁岩となる．なお本ユ

ニットの淡緑色珪質頁岩ないし凝灰質頁岩は，砂岩・頁

岩・玄武岩類に付随し認められ，地質図に表現できる大

きな岩体として産出しない．千枚岩や淡緑色珪質頁岩な

いし凝灰岩には，層理面や片理面に斜交するスレート劈

開やちりめんじわ劈開，キンクバンドが発達する．なお

砂岩頁岩互層は，しばしば破断相を呈する．なお砂岩頁

岩互層の破断相は，地質図上では混在岩と一括して表現

した．

　チャート（Gzc）は，灰色-暗灰色を呈し，層状ない

し塊状のチャートである．大血川流域の大日向，西谷，

霧藻ヶ峰などで，厚さ約50m の岩体として露出する．

　石灰岩（Gzl）は，灰色-暗灰色のミクライト質石灰岩

である．変成作用を受けているため，片理の発達した結

晶質石灰岩となっている（第3.20図 a）．鏡下において

も，片理が発達し，方解石の結晶成長が進み，初生的な

構造を保持していない（第3.20図 b）．奥多摩地方では，

石灰岩は，主として灰色-暗灰色のミクライト質石灰岩

であり，一部にバイオスパライトやドロマイト質石灰岩

がみられる（酒井，1987；久田ほか，2003b）．荒川流

域の大達原・大輪周辺，妙法ヶ岳，霧藻ヶ峰，白岩山，

天祖山付近に，約50～200m の厚さで岩体として分布し，

しばしば急崖や絶壁をなす．

　玄武岩類（Gzb）は，主に玄武岩火山砕屑岩からなる．

一般に緑色で，まれに赤褐色-赤色を呈し，片理面が発

達する（第3.21図 a）．玄武岩火山砕屑岩は，玄武岩起

源の砕屑粒子からなり，微晶質から隠微晶質なガラス質

a b

1 mm1 mm

　　第 3. 20 図　御前山ユニットの石灰岩

　　 a：片理面の発達した石灰岩．大輪西方の荒川河床．

　　b：石灰岩の薄片写真．オープンニコル．大輪西方の荒川河床．

a b

1 mm1 mm

　　　　　第 3. 21 図　御前山ユニットの玄武岩類

　　　　　 a：細粒な玄武岩起源粒子からなる玄武岩火山砕屑岩．片理面が発達する．大輪西方の荒川河床．

　　　　　b： 玄武岩火山砕屑岩の薄片写真．玄武岩起源の斜長石や岩片を含む．黒い部分は微晶質から隠微

晶質なガラス質部からなる．大輪西方の荒川河床．
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部を伴う（第3.21図 b）．しばしば赤色ないし緑色頁岩

を伴う．赤色・緑色頁岩は，玄武岩火山砕屑岩及びチャ

ートや石灰岩近傍にまとまって分布する．

地質構造　走向は N40～60 W゚，北ないし南に40～60 傾゚

斜する．荒川流域や大血川流域では，南傾斜が多くなる．

砂岩中に認められる級化構造から，翼間隔の閉じた褶曲

ないし等斜褶曲が認められる．大血川中流域では，南に

緩く傾斜して分布し，地形に沿って石灰岩が露出する．

また大輪付近でも，緩い傾斜を持って石灰岩が分布する．

これら以外では，石灰岩は高角に北傾斜で分布する．

対比　酒井（1987）の御前山層に対比される．久田（1984）

の日原層に相当する．藤本ほか（1950）の三峯層と大血

川層，石井・高橋（1989）の三峰層と大血川層の一部に

相当する．

地質年代　Takahashi（2000）に従い最後期ジュラ紀-

前期白亜紀とする．奥多摩地方の頁岩及び珪質頁岩か

ら，中期ジュラ紀後半-後期ジュラ紀の放散虫化石と，

前期白亜紀の放散虫化石が得られている（高島・小池，

1984；猪郷ほか，1984）．そして酒井（1987）は本ユニ

ットの地質年代を中期ジュラ紀後半から前期白亜紀（ベ

リアシアン期-バランギニアン期）とした．Takahashi 
and Ishii（1995）及び Takahashi（2000）もまた最後期ジ

ュラ紀-前期白亜紀の放散虫化石（チトニアン期-バラン

ギニアン期）を報告した．石田（2004）は，前期白亜

紀のオーテリビアン期-バレミアン期の放散虫化石を秋

川流域で報告した．そのため本ユニットの地質年代はバ

レミアン期まで伸びる可能性がある．また石灰岩からは

ペルム紀のフズリナ化石及び後期三畳紀のコノドント化

石が，チャートからは三畳紀のコノドント化石が報告さ

れている（高岡，1954，1959；猪郷，1972；小池ほか，

1980；久田，1984；高島・小池，1984；酒井，1987）．

3. 4　秩父帯付加コンプレックスからの産出化石

　中津川層群から化石産出地点を第3.22図に，浦山層

群からの化石産出地点を第3.23図に示す．また両層群

の各ユニットにおける海洋プレート層序及び地質年代に

ついて，第3.24図に示す．なお本地域の浦山層群は広

域変成作用を受けているため，一般に化石の産出に乏し

く保存状態も悪い．

3. 4. 1　両神ユニット

　石灰岩より，フズリナ・サンゴ・ウミユリ・コケム

シ・石灰藻などの化石を多数産する（石井，1962）．ペ

ルム紀フズリナ化石の産出リストを第3.2表に示す．藤

本ほか（1950）は，2地点から，ペルム紀フズリナ化石

を報告した．石井（1962）により，フズリナ化石の検討

が詳しくなされ，Fusulinella-Fusulina 帯，Triticites 帯，

Pseudoschwagerina 帯，Neoschwagerina 帯の化石を識別

し，その時代は後期石炭紀-中期ペルム紀ないし後期ペ

ルム紀の初めとされた．また小森川支流の石灰岩の転石

より，Chusenella sp., Verbeekina sp. などの中期ペルム紀

を示すフズリナ化石が産出する（Hisada et al., 1992）．
　チャートから，ペルム紀・三畳紀・最前期ジュラ紀の

放散虫化石やコノドント化石が産出する（Hisada et al., 
1992）．石井・松川（1980）及び Sashida（1991）が，大

ガマタ層から報告した三畳紀のコノドント化石及び放

散虫化石は，本報告では両神ユニットに属する．チャ

ートからのペルム紀放散虫化石リストを第3.3表に，三

畳紀放散虫化石産出リストを第3.4表に，ジュラ紀放
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第 3. 22 図　秩父帯付加コンプレックス（中津川層群）の化石産出地点
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散虫化石産出リストを第3.5表に示す．中津川流域の

3地 点 か ら，Pseudoalbaillella globosa 帯，Follicucullus 
monacanthus 帯，Follicucullus scholasticus 帯に属する放

散虫化石の産出報告があり，これらは中期ペルム紀から

後期ペルム紀の前半を示す（Hisada et al., 1992）．中津

峡では，Neospathodus cf. kockeli などの前期三畳紀のコ

ノドント化石も産出する（Hisada et al., 1992）．Sashida
（1991）では，大山沢のチャートから産出する前期三

畳紀の放散虫化石を報告するとともに，5新種を記載

した．また同一試料から，Neospathodus cf. homeri,，
Xaniognathus sp., Ellisonia sp. のコノドント化石を報告

した．Hisada et al. （1992）によれば，中津峡の6地点か

ら Triassocampe nova 帯，Canoptum triassicum 帯に属す

る後期三畳紀の放散虫化石が産出する．中津川上流に

て，後期三畳紀を示す Epigondolella abneptis のコノド

ント化石が産出する（石井・松川，1980）．また中津川

流域の中双里付近の1地点から，最前期ジュラ紀を示す 

Parahsuum simplum 帯の放散虫化石の産出報告がある．

　頁岩から，前期-中期ジュラ紀を示す放散虫化石が産

出する．頁岩からのジュラ紀放散虫化石産出リストを第

3.6表に示す．Hisada et al. （1992）は，中津峡周辺の3

地点で放散虫化石を報告した．また Hisada et al. （1992）

によれば，本ユニットからは Hsuum minoratum 帯と

Tricolocapsa plicarum 帯の放散虫化石が産出する．この

ほか，御岳山の西方から，中期ジュラ紀を示唆する放

散虫化石の報告がある（石井・高橋，1989）．また荒川

と中津川流域で，前期-中期ジュラ紀の放散虫化石の報

告がある（Takahashi and Ishii，1995；Takahashi，2000）．

また蛹沢の珪質頁岩から，前期ジュラ紀の放散虫化石の

報告がある（堀口・松岡，1994）．

　以上のことから両神ユニットは，後期石炭紀-後期ペ

ルムの石灰岩，中期ペルム紀-最前期ジュラ紀のチャー

ト，前期-中期ジュラ紀の頁岩からなる海洋プレート層

序が復元できる（第3.24図）
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第 3. 23 図　 秩父帯付加コンプレックス（浦山層群）の

化石産出地点

第 3. 2 表　 秩父帯付加コンプレックスの石灰岩から産出するペ

ルム紀フズリナ化石

Og：大ガマタユニット．Kw：川乗ユニット．文献
*1：Hisada et al. (1992)，*2：石井・松川（1980），
*3：藤本ほか（1950）．産出地点は，第 3.22 図及び

第 3.23 図に示す．

第 3. 3 表　 中津川層群のチャートから産出するペルム紀放散虫

化石

産出地点は，第 3.22 図に示す．
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3. 4. 2　大ガマタユニット

　石灰岩及び石灰岩礫岩よりフズリナ化石が報告され

ている（石井，1962；石井・松川，1980）．ペルム紀フ

ズリナ化石の産出リストを第3.2表に示す．石井・松川

（1980）によれば，フズリナ化石は Fusulinella-Fusulina
帯，Pseudoschwagerina 帯，Neoschwagerina 帯，Yabeina 帯，

Codonofusiella-Reichelina 帯に属し，後期石炭紀-後期ペ

ルム紀を示す．本地域では，大山沢中流の石灰岩から，

Codonofusiella sp., Dunbarula sp., Lepidolina shiraiwensis，
Neoschwagerina sp., Paradoxiella japonica, Schubertella sp., 
Schwagerina otakiensis, Schwagerina sp., Yabeina igoi が産

出する．

　チャートからは，3地点からジュラ紀放散虫化石の報

告がある（Hisada et al., 1992）．産出する放散虫化石は，

Hsuum minoratum 帯，Tricolocapsa plicarum 帯に属し，前

期-中期ジュラ紀を示す（第3.5表）．なお大山沢にて従

来の大ガマタ層から三畳紀コノドント化石と放散虫化石

の報告（石井・松川，1980；Sashida，1991）があるが，

本報告ではこれらの産出地点は両神ユニットの分布域で

ある．

　頁岩からは，8地点からジュラ紀放散虫化石の報告

がある（Hisada et al., 1992；Takahashi and Ishii，1995）．

産 出 す る 放 散 虫 化 石 は，Tricolocapsa plicarum 帯，

Tricolocapsa conexa 帯に属し，中期ジュラ紀を示す（第

3.6表）．

　以上のことから大ガマタユニットは，後期石炭紀-後

期ペルム紀の石灰岩，前期-中期ジュラ紀のチャート，

中期ジュラ紀の頁岩からなる海洋プレート層序が復元で

きる（第3.24図）．

3. 4. 3　川乗ユニット

　藤本ほか（1950）は，谷津川流域の石灰岩から 
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第 3. 4 表　 中津川層群のチャートから産出する三畳紀放散虫化

石

文献 *4：Sashida(1991)．産出地点は，第 3.22 図に

示す．

第 3. 5 表　 中津川層群のチャートから産出するジュラ紀放散虫

化石

Ry：両神ユニット．EJ：前期ジュラ紀．MJ：中期

ジュラ紀．産出地点は，第 3.22 図に示す．

第 3. 24 図　 秩父帯付加コンプレックスの海洋プレート層序

本地域及び周辺地域の資料をまとめた．
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Parafusulina japonica などのペルム紀フズリナ化石を報

告した（第3.2表）．久田（1984）によれば，谷津川流

域のチャートから Neogondolella sp. のコノドント化石が

産する．

　本ユニットからの産出化石は乏しく，現在までのとこ

ろ詳細な海洋プレート層序は復元できてない．奥多摩地

域では，本ユニットに対比される深沢層の頁岩は，中期

-後期ジュラ紀とされた（高島・小池，1984）．

3. 4. 4　海沢ユニット

　石井・高橋（1989）が，東谷に分布する大血川層から

報告した放散虫化石は，本ユニットに属する．その放散

虫化石群集は，詳しい種名の同定まで至っていないが，

中期-後期ジュラ紀の範囲を示すとした（第3.7表）．

　本ユニットからの産出化石は乏しく，現在までのとこ

ろ詳細な海洋プレート層序は復元できてない．奥多摩地

域では，チャートは前期三畳紀-中期ジュラ紀の前半（高

島・小池，1984），珪質頁岩は中期ジュラ紀-後期ジュ

ラ紀の前半を示す（高島・小池，1984；Furukubo et al., 
1985）．

第 3. 6 表　 中津川層群の頁岩から産出するジュラ紀放散虫化石

EJ：前期ジュラ紀．MJ：中期ジュラ紀．文献 *5：石井・高橋（1989），*6：Takahashi 
and Ishii（1995），*7：堀口・松岡（1994）．産出地点は，第 3.22 図に示す．
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3. 4. 5　御前山ユニット

　石井・高橋（1989）が，白岩山に分布する三峰層から

報告した放散虫化石を産する頁岩は，本ユニットに属

する．その放散虫化石群集は，最後期ジュラ紀を示す

とされた．また同じく白岩山付近より，最後期ジュラ

紀-前期白亜紀（チトニアン期-バランギニアン期）の

放散虫化石の報告がある（Takahashi and Ishii，1995；

Takahashi，2000）．また大血川上流域の西谷付近から，

中期ジュラ紀の放散虫化石の報告がある（埼玉県地質図

編纂委員会，1999）．頁岩から産するジュラ紀放散虫化

石リストを第3.7表に示す．

　本ユニットからの産出化石は乏しく，現在までのとこ

ろ詳細な海洋プレート層序は復元できてない．奥多摩地

域では，石灰岩はペルム紀と後期三畳紀（高岡，1954；

久田，1984；猪郷，1972），チャートは三畳紀（小池ほ

か，1980；高島・小池，1984），頁岩・珪質頁岩は中期

ジュラ紀後半-後期ジュラ紀及び前期白亜紀（高島・小池，

1984）を示す．本報告では，Takahashi（2000）に従い，

本ユニットの地質年代を最後期ジュラ紀-前期白亜紀（チ

トニアン期-バランギニアン期）とした．

第 3. 7 表　 浦山層群の頁岩から産出するジュラ紀放散虫化石

Un：海沢ユニット．EJ：前期ジュラ紀．MJ：中期

ジュラ紀．LJ：後期ジュラ紀．EC：前期白亜紀．

文献 *5：石井・高橋（1989），*6：Takahashi and Ishii
（1995），*8：埼玉県地質図編集委員会（1999）．産

出地点は，第 3.23 図に示す．
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4. 1　概要及び研究史

　関東山地には，秩父帯ジュラ系付加コンプレックスと

断層で境された下部白亜系の浅海成-汽水成堆積物が分

布する．この下部白亜系は，埼玉県秩父郡小鹿野町から

長野県佐久郡佐久町まで，約2～4km の幅を持ち，西北

西-東南東方向へ約40km にわたり帯状に分布する．こ

の地帯は山
さん

中
ちゅう

地溝帯と呼ばれ，アンモナイトなどの軟

体動物化石を多産することから，古くから日本の代表的

な下部白亜系の一つとして研究され，特に1880年代以

降多くの層序学的・古生物学的研究が行われた（Yabe et 

al., 1926など）．この山中地溝帯に分布する下部白亜系

を総称し，山中白亜系や山中層群と呼ばれることもあ

る（松川・恒岡，1993；尾崎ほか，2002など）．ただし

山中層群は，後述するテチス北方型動物群を産する地質

体のみに限定した使用もある（Ichise, 2008）．なお山中

の名は，江戸時代に神
かん

流
な

川
がわ

上流域（群馬県多野郡旧上野

村・中里村・万場村）に設けられた山中領や，この地方

の「山
さん

中
ちゅう

谷
やつ

」という呼称に由来する（万場町誌編さん

委員会，1994；榊原，1997）．

　この下部白亜系は，下位から白井層・石
いし

堂
どう

層・瀬
せ

林
ばやし

層・

三
さん

山
やま

層に大きく区分される（武井，1963；松川，1979）．

第 4章　下部白亜系海成-汽水成堆積物（山中白亜系）

（原　英俊）
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b
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瀬林層

石堂層

4.2c 4.2d

4.2b

第4. 1図　 下部白亜系海成-汽水成堆積物（山中白亜系）のルートマップ

a：ルートマップ．押留付近の小森川沿い．

b：断層露頭．
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そしてこれらは，岩相やテチス北方型動物群の二枚貝

化石産出により四国の物部川層群に対比された（松川，

1980；田代，1990，1994など）．一方，一瀬ほか（2002）

及び Ichise（2008）では，新にテチス型動物群に属する

アルビアン期の二枚貝化石を報告し，先外
そと

和
い

泉
ずみ

層群に対

比される地質体の存在を示唆した．更に寺部・松岡（2009）

では，テチス型動物群を瀬林層から報告し，テチス型動

物群を含む地層の年代は少なくともバレミアン期まで古

くなることを指摘した．また山中白亜系におけるテチ

ス型動物群とテチス北方型動物群の産出要因について，

黒瀬川構造帯と中央構造線の横ずれ運動（田代，1994，

2000）だけでなく，海水温変化の可能性について示唆し

た．本地域を含む下部白亜系分布域の東部では，Yabe et 
al.（1926），岩井（1947），新井・長沼（1975）などの研

究に始まり，武井（1964），松川（1977），坂・小泉（1977），

小泉（1991），川村・指田（2004）によって詳細な堆積

学的・層序学的・古生物学的検討が，また Tanaka and 

Saka（1993）によって堆積盆のブロック化現象の検討が

行われた．

　本地域では，小森川流域の押
お

留
とも

や四
あ

阿
ずま

屋
や

山
さん

周辺に，下

部白亜系の最南東端部分がわずかに分布する．本地域に

分布する下部白亜系は，武井（1963）によれば石堂層と

瀬林層に区分され，Matsukawa（1983）や川村・指田（2004）

では石堂層として扱われた．小泉（1991）では，石堂層

もしくは白井層に対比される可能性が示唆されたが，地

層対比が必ずしも明瞭でないとした．近年，坂本ほか

（2002）は，本地域の小森川流域の押留にて，海生二枚

貝化石と汽水生二枚貝化石を報告した．これによって小

森川流域には，海成の石堂層と，汽水成の瀬林層の下部

が分布するとした．本報告でも，坂本ほか（2002）に従い，

本地域に分布する下部白亜系を石堂層と瀬林層に区分す

る．また小森川流域のルートマップを第4.1図 a に示す．

a b

c d

第4. 2図　 下部白亜系海成-汽水成堆積物（山中白亜系）の露頭

a：石堂層の礫岩．四阿屋山西方の尾根．

b：石堂層の厚層理砂岩．押留周辺の小森川河床．

c：瀬林層の砂岩．押留周辺の小森川河床．

d：瀬林層の級化構造の発達する砂岩．押留周辺の小森川河床．
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4. 2　石堂層（Iss, Isc）

命名　石堂層は，Yabe et al. （1926）によって定義され，

武井（1963）によって本地域にも分布することが示され

た．

分布　本地域での石堂層は，小森川下流の押留及び四阿

屋山周辺に分布する．断層によって秩父帯付加コンプレ

ックスの両神層に接する．石堂層の上位は，一般に整合

で瀬林層が覆う（武井，1963など）．しかし本地域では，

両層は断層関係で接する．断層は，幅約1m の破砕帯を

持つ（第4.1図 b）．
岩相　礫岩及び砂岩からなる．見かけの層厚は200～

250m である．礫岩は，四阿屋山東麓に分布する．礫岩

は，径数 cm～10cm の亜円-円礫からなり礫支持である

（第4.2図 a）．礫種は，灰色ないし緑色を呈するチャー

トが非常に多く，砂岩・頁岩・石灰岩を伴う．なお小森

川流域では，この礫岩は認められず，砂岩が主体となる．

砂岩は，厚層理な中粒砂岩で，しばしば泥岩を挟み（第

4.2図 b），砂岩泥岩互層となる．秩父帯付加コンプレッ

クスとは，諏訪山断層で接している（第3.1図）．

地質年代　石堂層は，産出するアンモナイト化石などか

らオーテリビアン期後期-バレミアン期前期とされる（松

本ほか，1982；Obata et al., 1976）．なお川村・指田（2004）

では石堂層の上部より，バレミアン最末期-アプチアン

期中期の放散虫化石を報告しているため，石堂層の地質

年代はアプチアン期を含む可能性がある．

産 出 化 石　 坂 本 ほ か（2002） に よ り，Pterotrigonia 
(Pterptrigonia) sp., Neithea sp. の二枚貝化石産出の報告が

ある．

4. 3　瀬林層（Se）

命名　瀬林層は，武井（1963）によって命名された．

分布　本地域での瀬林層は，小森川下流の押留及び四阿

屋山東方に分布する．断層関係で，下位の石堂層と接す

る．

岩相　砂岩及び泥岩からなる．砂岩は，中粒-粗粒で，

数10cm の厚さで成層する（第4.2図 c）．しばしばシル

ト質泥岩を挟み，砂岩泥岩互層となる．また礫質砂岩も

認められる．砂岩や礫質砂岩には，級化構造が良く発達

する（第4.2図 d）．なお瀬林層は上部と下部に分けられ，

本地域には下部層が分布する．

地質年代　瀬林層はバレミアン期後期-アプチアン期と

された（Matsukawa，1983）．川村・指田（2004）は，

アプチアン期後期の有孔虫化石を報告し，瀬林層の地質

年代をアプチアン期後期～アルビアン期前期とした．ま

た寺部・松岡（2009）は，バレミアン期のアンモナイト

化石を報告している．本報告では，瀬林層の地質年代を

バレミアン期後期-アルビアン期前期とする．

産出化石　坂本ほか（2002）により，Hayamina aff. 
Matsukawai の二枚貝化石産出の報告がある．
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5. 1　概要及び研究史

　本地域を含めた奥秩父地方に分布する四万十帯付加コ

ンプレックスは，藤本ほか（1950）によって大滝層群と

命名された．藤本ほか（1950）は，大滝層群を栃本層・

川又層・豆
まめ

焼
やき

沢
ざわ

層・釣
つり

橋
ばし

小
ご

屋
や

層・古
こ

礼
れい

層に区分し，これ

らは基本的に北傾斜・北上位の同斜構造を形成するとし

た．そして二瀬ダム下流の玄武岩類より，緑色片岩相に

相当する変成鉱物組み合わせを報告した．その後，渡部

ほか（1958）によって，荒川・入川・滝川流域周辺に

て，大滝層群は4つの地層（二瀬層・川又層・八
はっ

百
ぴゃく

谷
だに

層・古礼山層）に区分された．また層理面と片理面の斜

交性から川又地域を中心とした複背斜構造の存在が示さ

れた．更に八百谷層の鳥ノ巣石灰岩からサンゴや巻貝の

化石の産出が報告された．藤本・鈴木（1969）は，大洞

川上流域の数地点の鳥ノ巣石灰岩から，サンゴや層孔虫

などの化石を報告し，更に南～南東方の奥多摩地域から

の地層が同地域にも連続することを示唆した．この他，

Ogawa et al. （1988）は，大滝層群で認められる変形構造

が延性変形領域であること，また変成鉱物としてマグネ

シオリーベック閃石が産出することを指摘し，大滝層群

は付加プリズムの深部に底づけされた地質体であるとし

た．Fabbri et al. （1990）は，剪断変形の解析により，変

成した大滝層群は付加プリズム中に発達したバックスラ

ストによって上昇したモデルを示した．これらの研究に

より大滝層群は，緑色片岩相相当の変成作用を受けた

四万十帯付加コンプレックスとして特異性が指摘されて

いた．しかし，急峻な山岳地域に分布すること，変成作

用を受け化石の産出が乏しいことから，これ以上の詳細

な検討は行われないままでいた．また奥多摩地方の藤本

（1949）によって命名された小
お

河
ご

内
うち

層群との関係も不明で

あったため，大滝層群は小河内層群と一括して扱われる

こともあった（Ogawa et al., 1988；尾崎ほか，2002など）．

　その後，高橋・石井（1992）によって，これまでの見

解と大きく異なる大滝層群の地質図及び地質構造が示さ

れた．高橋・石井（1992）によれば，大滝層群は4つの

ユニット（川又ユニット・二瀬ユニット・古礼山ユニット・

和
わ

名
な

倉
くら

山
やま

ユニット）に区分され，低角な断層を介して各

ユニットが累重するとされた．そして奥多摩地方に分布

する小河内層群とは，その付加された深度が異なると考

えられた（Takahashi and Ishii，1995；Takahashi，1999，

2000）．しかし大滝層群と小河内層群との境界などにつ

いては言及しておらず，両層群の層序関係は不明のまま

扱われていた．

　その一方，奥多摩地方の小河内層群は，放散虫化石に

よる地質年代の決定が進み，覆瓦構造や構造的下位に向

かい若くなる極性が認められた（久田，1984；伊与田ほ

か，1984；Sashida et al., 1984；Iyota et al., 1994；酒井，

1987）．小河内層群の北西延長は，本地域内の雲取山周

辺まで分布することが知られている（久田，1984；酒井，

1987）．渡部ほか（1958）は鳥ノ巣石灰岩を含む八百谷

層が，小河内層群の鳥ノ巣石灰岩を含む地層と対比され

ることを示唆し，藤本・鈴木（1969）は奥多摩地方と本

地域の地層の連続性を示した．Hara and Hisada（1998）は，

これらの研究を加味した上で大滝層群の見直しを行い，

従来定義されていた大滝層群の大部分が，基本的には北

上位の地層から構成される覆瓦構造を示していることを

見い出した．更に覆瓦構造を構成する地質体は，小河内

層群の各地質体と岩相対比が可能であることを示した．

これによって，従来大滝層群とされた本地域の四万十帯

付加コンプレックスは，大滝層群と小河内層群からなる

とした（第5.1図）．そして大滝層群は，荒川流域に限

られて分布する地質体に限定し，大滝層群と小河内層群

は断層関係で接するとした．なお大滝層群の分布域は異

なるが，同様の構造が埼玉県地質図編纂委員会（1998）

においても示唆されている．

　Hara and Hisada（1998）によって新たに定義された大

滝層群において，イライト結晶度による古地温度構造

解析（原ほか，1998），イライトの K-Ar 年代及びジル

コンのフィッション・トラック年代による変成・冷却年

代の検討（原・久田，2005；原ほか，2007），構造性鉱

物脈の流体包有物解析（Hara and Hisada，2007）が行わ

れた．これらの研究によると大滝層群は，270～300℃

及び140～190MPa の温度圧力条件で付加し，300℃及び

270MPa を超える変成作用を約76～65Ma（後期白亜紀）

に受けた．その後，約59～54Ma（暁新世）に260±50

℃を，約15Ma（中期中新世）に110℃の領域を通過す

る冷却過程が考えられた．更にその冷却速度は，3.6℃

/Myr と見積もられた．

　なお Hara and Hisada （1998）は，大滝層群を川又ユニ

ットと二瀬ユニットに，小河内層群を和名倉沢ユニット・

市ノ沢ユニット・雲取山ユニットに区分した．本報告で

は，大滝層群については Hara and Hisada （1998）のユニ

ット区分を，小河内層群については渡部ほか（1958）と 

Hara and Hisada （1998）のユニット区分を用いる．従来

の研究と本報告の地質体対比について，第5.1表に示す．

第 5章　四万十帯白亜系付加コンプレックス

（原　英俊・上野　光・久田健一郎）
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5. 2　大 滝 層 群

5. 2. 1　川又ユニット（Kwp, Kwt, Kwc）
命名　藤本ほか（1950）によって川又層と命名され，渡

部ほか（1958）によって再定義された．高橋・石井（1992）

や Hara and Hisada（1998）は，川又ユニットに改称され

た．これらの研究において，本ユニットの分布は若干異

なっている．本報告では，Hara and Hisada（1998）の定

義に従う．

分布　滝川流域，入川流域，更に矢
や

竹
たけ

沢
ざわ

，赤沢谷下流，

股の沢に分布する．模式地である川又周辺のルートマッ

プを第5.2図に示す．本ユニットは，北側は白泰断層に

よって，秩父帯付加コンプレックスの中津川層群と接す

る．南側は大
おお

洞
ぼら

川
がわ

-大
おお

除
よけ

沢
さわ

断層によって，四万十帯付加
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第5. 1表　四万十帯付加コンプレックスのユニット対比

第5. 1図　四万十帯付加コンプレックスの地体構造区分
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コンプレックスの小河内層群と接する．また本ユニット

の構造的上位に大滝層群二瀬ユニットが断層を介して累

重する．

岩相　千枚岩ないし粘板岩と片状砂岩を主体とし，これ

らはしばしば千枚岩優勢で互層する（Kwp）．千枚岩優

勢な片状砂岩千枚岩互層は，本ユニットを構成する主要

な岩相である．千枚岩ないし粘板岩は一般にシルト質で

ある．片状砂岩千枚岩互層は，入川の上流部ではしばし

ば破断相を示し，まれに混在岩となる．また淡緑色珪

質千枚岩ないし淡緑色凝灰質千枚岩（Kwt）・チャート

（Kwc）・石灰岩を伴う．ちりめんじわ劈開やキンクバン

ドが発達する．石英脈が多く認められ，層理面ないし片

理面や劈開面と平行に，あるいはこれらの面構造に斜交

し迸入する．

地質構造　走向は N30～45 W゚，北に30～60 傾゚斜す

る．滝川上流では，北傾斜と南傾斜が認められ，波長約

500m 程度のアンチフォーム及びシンフォームが推定さ

れる．これは，渡部ほか（1958）が示した川又複背斜構

造に相当する．

対比　藤本ほか（1950）における入川及び滝川流域の川

又層，栃本層の一部，更に入川流域の豆焼沢層に相当す

る．渡部ほか（1958）の川又層の一部，高橋・石井（1992）

の川又ユニットの一部に対比される．

地質年代　本ユニットから産出化石の報告はなく，その

地質年代は不明である．

5. 2. 2　二瀬ユニット（Fts, Ftt, Ftc, Ftl, Ftb, Ftm）

命名　渡部ほか（1958）によって二瀬層と命名され，

Hara and Hisada （1998）によって，二瀬ユニットと改称

された．なお高橋・石井（1992）の二瀬ユニットとは，

その分布と地質構造が大きく異なる．本報告では，Hara 
and Hisada （1998）の定義に従う．

分布　荒川流域の二瀬-三
み

十
そ

場
ば

-神岡や秩父湖-栃本にか

けて，大除沢，中津川流域の宮平-小双里-浜平にかけて

分布する．模式地の二瀬周辺のルートマップを第5.3図

に示す．本ユニットは，北側は白泰断層によって，秩父

帯付加コンプレックスの中津川層群と接する．南側は大

洞川-大除沢断層によって，秩父帯付加コンプレックス

の浦山層群及び四万十帯付加コンプレックスの小河内層

群と接する．また本ユニットは，構造的下位の川又ユニ

ットに断層を介して累重する．

岩相　片状砂岩及び片状砂岩千枚岩互層とその破断相

（Fts），淡緑色珪質千枚岩ないし淡緑色凝灰質千枚岩及

び千枚岩淡緑色珪質千枚岩互層（Ftt）を主体とし，混
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第5. 2図　川又ユニットのルートマップ

　　　　　 川又及び栃本周辺．Ftb,Ftl の記号は，地質図の凡例記号に従った．
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在岩（Ftm）・玄武岩類（Ftb: 玄武岩溶岩・玄武岩火山

砕屑岩・玄武岩凝灰岩）を伴う．まれに石灰岩（Ftl）
及びチャート（Ftc）を伴う．秩父湖周辺では，千枚岩・

凝灰質千枚岩・淡緑色珪質千枚岩が卓越し，これらはし

ばしば厚さ数 cm 以下で細互層する．二瀬より下流の荒

川流域では，片状砂岩と千枚岩互層が主体となり，砂岩

優勢な片状砂岩千枚岩互層が卓越する．

地質構造　走向は N30 ～ 45 W゚ で，南に20～30 な゚いし

50～60 及゚び北に20～30 傾゚斜する．走向は概ね一定して

いるが，傾斜は角度・方向ともに一定しない．波長約

500m 程度のアンチフォーム及びシンフォームが推定さ

れるが，有効な鍵層がないためその詳細は不明である．

対比　藤本ほか（1950）による秩父湖周辺の栃本層，渡

部ほか（1958）による二瀬層と川又層の一部に相当する．

また高橋・石井（1992）の秩父湖周辺に分布する二瀬ユ

ニットに相当する．

地質年代　本ユニットから産出化石の報告はなく，その

地質年代は不明である．

5. 2. 3　大滝層群の岩相

　大滝層群を構成する主要な岩相は，片状砂岩・千枚岩・

淡緑色珪質千枚岩・混在岩で，玄武岩類・チャート・石

灰岩の岩体及び岩塊を伴う．

　片状砂岩は，片理の発達した細粒-中粒砂岩である．

主に石英・長石・岩片からなる．川又ユニットの片状砂

岩には，石英脈が，片理に斜交して発達することが多い

（第5.4図 a）．二瀬ユニットの片状砂岩は，成層砂岩（第

5.4図 b）が多く，千枚岩を挟む．砂岩・千枚岩互層は，

破断相を示すこともある（第5.4図 c）．鏡下では，基

質には粘土鉱物の定向配列が認められる．また片理が強

く発達する．片理は圧力溶解劈開として認められ，この

片理の発達によって，岩片と基質部の境界は不明瞭であ

る（第5.4図 d）．
　千枚岩は，黒色を呈し，層理面に平行ないし斜交する

片理面が発達する．川又ユニットの千枚岩は，シルト質

であることが多い（第5.5図 a, b）．二瀬ユニットの千

枚岩は，しばしばちりめんじわ劈開を伴い微褶曲する（第

5.5図 c）．鏡下では，定向配列をなす粘土鉱物（主にイ

ライト・緑泥石）と黒色不透明なシームからなる圧力溶

解劈開が認められる．シルトサイズ（径50μm 以下）の

石英と長石粒子がわずかに含まれ，これらは片理面に沿

って引き延ばされている（第5.5図 d）．粘土鉱物及び

圧力溶解劈開が約0.3mm 以下の幅で繰り返して平行配

列し，これらが千枚岩の片理を形成する．秩父湖周辺で

まとまった分布をなすほか，しばしば淡緑色珪質千枚岩

ないし凝灰質千枚岩や片状砂岩と互層する．

　淡緑色珪質千枚岩は，凝灰質で淡緑色を呈する珪質千

枚岩である．一般に片理面やこれに斜交するちりめん
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第5. 3図　二瀬ユニットのルートマップ

　　　　　 荒川と中津川沿い．Fts, Ftt, Ftm の記号は，地質図の凡例記号に従った．
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a b

c d

1 mm1 mm

第5. 4図　大滝層群の片状砂岩
　　　　　 a：石英脈の発達した片状砂岩（川又ユニット）．川又東方の荒川河床．
　　　　　b：成層した片状砂岩（二瀬ユニット）．双里東方の中津川河床．写真の底辺は約10m．
　　　　　c：破断した片状砂岩・千枚岩互層（二瀬ユニット）．双里周辺の中津川河床．写真の底辺は約2m．
　　　　　d：片状砂岩の顕微鏡写真（二瀬ユニット）．オープンニコル．神岡周辺の荒川河床．

1 mm1 mm

劈開劈開

a b

c

1 mm1 mm

d

第5. 5図　大滝層群の千枚岩
　　　　　a： シルト質千枚岩（川又ユニット）．白い部分は，層理面にほぼ平行に迸入する石英脈．滝川

中流域の河床．
　　　　　b：シルト質千枚岩の薄片写真（川又ユニット）．オープンニコル．入川下流域の林道沿い．
　　　　　c：千枚岩（二瀬ユニット）．栃本東方の荒川河床． 
　　　　　d：千枚岩の薄片写真（二瀬ユニット）．オープンニコル．神岡周辺の荒川河床．
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じわ劈開ないしスレート劈開が発達する（第5.6図 a）．
千枚岩と厚さ数 cm 以下で互層することが多い（第5.6

図 b）．まれに赤色ないし赤紫色な凝灰質千枚岩や，玄

武岩凝灰岩を伴う．鏡下では，大部分は隠微晶質-微晶

質な再結晶した石英と，粘土鉱物の定向配列もが観察さ

れる（第5.6図 c, d）．
　チャートは，緑色ないし赤色，灰色を呈する層状チャ

ート（第5.7図 a, b）であるが，変成作用によって層理

面は不明瞭なこともある．一部ではやや泥質ないし石

灰質なチャートが認められる（第5.7図 c）．鏡下では，

微晶質な石英と不透明鉱物が観察される．またまれに放

散虫化石と思われる円ないし楕円形の再結晶石英の集合

体も見られることもある（第5.7図 d）．厚さ20～50m 

程度の岩体として，川又ユニットでは久度の沢と滝川中

流に，二瀬ユニットでは中津川流域，二瀬，大洞川下流

に分布する．

　石灰岩は，白色-灰色ないし黒色を呈し，変成作用に

よって片理の発達した結晶質石灰岩となる（第5.8図 a）．
また千枚岩と互層をなすこともある（第5.8図 b）．鏡

下においても，方解石の再結晶化が進み，初生的な構造

を残していない（第5.8図 c）．泥質な石灰岩では，粘

土鉱物の定向配列や圧力溶解劈開が認められる（第5.8

図 d）．川又ユニットでは千枚岩中に厚さ約5m の岩塊

として，二瀬ユニットでは二瀬や大除沢周辺で，厚さ約

20m の岩体として玄武岩類に伴って分布する．

　玄武岩類は，玄武岩溶岩と玄武岩火山砕屑岩からなり

玄武岩凝灰岩を伴う．一般に緑色で，まれに赤褐色-赤

色を呈する．玄武岩溶岩は，塊状ないし枕状溶岩で，枕

状溶岩は一般に扁平化している（第5.9図 a, b）．玄武

岩火山砕屑岩は，玄武岩起源の砕屑粒子からなり，ハイ

アロクラスタイトを伴うこともある（第5.9図 c）．玄

武岩凝灰岩は，緑色ないし赤色を呈し，千枚岩質である

（第5.9図 d）．鏡下では，玄武岩溶岩は，一般に無斑晶

質で石基部分は主に斜長石と少量の単斜輝石が観察され

る（第5.9図 e）．また空隙を石英ないし方解石が充塡

した杏仁状組織が認められる（第5.9図 f）．柱状の自形

斜長石結晶の間を単斜輝石結晶が埋めるオフィティック

組織を示すドレライトも認められる（第5.9図 g）．玄

武岩凝灰岩は，微晶質から隠微晶質なガラス質部を伴

い，緑泥石・緑れん石が片理面を形成する（第5.9図 h）．
また細粒な玄武岩凝灰岩は一般に，剪断変形を受けてい

ることが多く，ちりめんじわ劈開やスレート劈開も発達

する（第5.9図 h）．二瀬や大除沢周辺にまとまって分

布する．

a b

d

1 mm1 mm

c

1 mm1 mm

劈開劈開劈開

第5. 6図　大滝層群の淡緑色珪質千枚岩・凝灰質千枚岩
　　　　　a： 淡緑色珪質千枚岩と黒色千枚岩の互層（二瀬ユニット）．スレート劈開が発達する．大洞川下

流域の河床．
　　　　　b：淡緑色珪質千枚岩と黒色千枚岩の互層（川又ユニット）．川又周辺の荒川河床．
　　　　　c：淡緑色珪質千枚岩の薄片写真（二瀬ユニット）．オープンニコル．大洞川下流域の河床．
　　　　　d：凝灰質千枚岩の薄片写真（二瀬ユニット）．オープンニコル．荒川と大除沢出合いの河床．
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a b

c d

1 mm1 mm

第5. 7図　大滝層群のチャート（二瀬ユニット）
　　　　　 a：赤色な層状チャート．滝沢ダム周辺の中津川河床．写真の底辺は約1m．
　　　　　b：淡緑色をなし褶曲した層状チャート．椚平周辺の中津川河床．
　　　　　c：石灰泥質なチャート．秩父湖湖畔．
　　　　　d：チャートの薄片写真．オープンニコル．秩父湖湖畔．

a b

c d

1 mm1 mm1 mm1 mm

第5. 8図　大滝層群の石灰岩（二瀬ユニット）
　　　　　 a：片理面の発達した石灰岩．大久保東方の荒川河床．
　　　　　b：石灰岩・千枚岩互層．大久保東方の荒川河床．
　　　　　c：石灰岩の薄片写真．オープンニコル．荒川と大除沢出合いの河床．
　　　　　d：泥質な石灰岩の薄片写真．オープンニコル．大久保東方の荒川河床．
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a b

c d

1 mm1 mm

fe

1 mm1 mm

1 mm1 mm

1 mm1 mm

hg

劈開劈開劈開

　　　第5. 9図　大滝層群の玄武岩類（二瀬ユニット）
　　　　　a ：玄武岩溶岩．発泡構造を残す．荒川と大除沢出合いの河床．
　　　　　b ：変形した枕状溶岩．二瀬周辺の荒川河床．
　　　　　c ：玄武岩火山砕屑岩．ハイアロクラスタイトを伴う．荒川と大除沢出合いの河床．
　　　　　d ：玄武岩凝灰岩．大久保東方の荒川河床．
　　　　　e ：玄武岩溶岩の薄片写真．インターグラニュラー組織を示す．オープンニコル．荒川と大除沢出合いの河床．
　　　　　f ：玄武岩溶岩の薄片写真．杏仁状組織を示す．オープンニコル．二瀬周辺の荒川河床．
　　　　　g ：ドレライトの薄片写真．オフィティック組織を示す．オープンニコル．秩父湖湖畔．
　　　　　h ：玄武岩凝灰岩の薄片写真．ちりめんじわ劈開が認められる．オープンニコル．二瀬周辺の荒川河床．
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　混在岩は，千枚岩基質中に，淡緑色珪質千枚岩・凝灰

質千枚岩ないし片状砂岩の岩塊を含む（第5.10図 a, b）．
千枚岩淡緑色珪質千枚岩互層が，混在岩となることが多

い（第5.10図 c）．しばしば剪断変形を受け，S-C ファ

ブリックなどの非対称構造が認められる（第5.10図 d）．

5. 3　小河内層群

　本地域南半部に分布する四万十帯付加コンプレック

スは，従来大滝層群に含められていた．しかし奥多摩

地方に分布する小河内層群と岩相対比が可能である（第

5.11図）．そこで本報告では，大洞川や滝川流域に分布

する四万十帯付加コンプレックスを小河内層群として記

載する．

5. 3. 1　和名倉沢ユニット（Wn）
命名　Hara and Hisada （1998）によって，和名倉沢及び

大洞川流域に分布する小河内層群に対して命名された．

分布　和名倉沢及び大洞川流域，奥多摩地方の長沢谷に

分布する．模式地である和名倉沢と大洞川の出合い付近

のルートマップを第5.12図に示す．本ユニットは，仏

像線によって秩父帯付加コンプレックスの浦山層群と，

大洞川-大除沢断層によって，大滝層群と接する．また

構造的下位の市ノ沢ユニットに断層を介して累重する．

岩相　主に砂岩及び頁岩からなり，これらはしばしば砂

岩優勢な砂岩頁岩互層となる．まれに砂岩頁岩互層の破

断相が認められる．

地質構造　走向は N50～70 W゚ で，傾斜は50～70 S゚ で

ある．薄層理砂岩ないし極細粒砂岩で観察される級化構

造は，概ね北上位を示す．また波長数10m の等斜褶曲

が発達する．

対比　久田（1984）の雲取山層の上部層，酒井（1987）

の中山層，Iyota et al. （1994）の中山層に対比される．ま

た藤本ほか（1950）の栃本層の一部，高橋・石井（1992）

の古礼山ユニットの一部に相当する．

地質年代　奥多摩地方において，Iyota et al.（1994）は

頁岩から放散虫化石を報告し，その年代はアルビアン

期後期-セノマニアン期前期である．Takahashi and Ishii
（1995）もアルビアン期後期-セノマニアン期の放散虫化

石を報告している．したがって，本ユニットの地質年代

は，アルビアン期後期-セノマニアン期である．

5. 3. 2　市ノ沢ユニット（Ics，Ict）
命名　Hara and Hisada（1998）によって，市ノ沢及び大

洞川流域に分布する小河内層群に対して命名された．

分布　市ノ沢及び大洞川流域，奥多摩地方の大雲取谷-

ba

c d

2 cm2 cm

第5. 10図　大滝層群の混在岩
　　　　　 a：レンズ化した砂岩と石英脈の岩片からなる混在岩（川又ユニット）．入川支流の金山沢河床．
　　　　　 b： レンズ化した砂岩からなる混在岩のスラブ（川又ユニット）．片理面に平行に石英脈が発

達し，石英脈は砂岩レンズも切る（矢印）．砂岩レンズの周囲には，プレッシャーシャド
ウも認められる．滝川下流の河床．

　　　　　 c：破断ないしレンズ化した淡緑色珪質頁岩（二瀬ユニット）．秩父湖湖畔．
　　　　　 d：レンズ化した砂岩からなる混在岩（二瀬ユニット）．秩父湖湖畔．
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第5. 11図　小河内層群の柱状図

　　　　　  三峰地域と奥多摩地域における小河内層群の比較．なお奥多摩地域の柱状図作成にあたり，久田（1984），

Iyota et al. (1994) を参照した．
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第5. 12図　和名倉沢ユニットのルートマップ
　　　　　  和名倉沢と大洞川沿い．
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日原川-唐松谷に分布する．模式地である市ノ沢周辺の

ルートマップを第5.13図に示す．本ユニットは，仏像

線によって秩父帯付加コンプレックスの浦山層群と，大

洞川-大除沢断層によって大滝層群と接する．構造的上

位には和名倉沢ユニットが衝上する．構造的下位におい

ては雲取山ユニットに累重する．

岩相　主に砂岩及び頁岩ないし，これらの破断相からな

る（Ics）．和名倉沢ユニットに比べ淡緑色珪質頁岩・凝

灰質頁岩（Ict）を伴うことで特徴づけられる．また小

雲取谷・唐松谷・市ノ沢では，厚さ数 m～10m の鳥ノ

巣石灰岩を伴うことがある．

地質構造　走向は N40～70 W゚ である．傾斜は，市ノ沢

及び大洞川流域で60～70 S゚ であるのに対し，大雲取谷

や唐松谷周辺では70～80 N゚ を示すことが多い．薄層理

砂岩ないし極細粒砂岩で観察される級化構造は，概ね北

上位を示し，逆転層も多く認められる．また波長数10m
の等斜褶曲が発達する．

対比　久田（1984）の雲取山層の中部層，酒井（1987）

の雲取山層の一部，Iyota et al.（1994）の中山層に対比

される．また藤本・鈴木（1969）の川又層の一部，高橋・

石井（1992）の古礼山ユニットの一部と二瀬ユニットの

一部に相当する．

地質年代　本ユニットから，地質年代決定に有効な化石

は産出しない．奥多摩地域で，Iyota et al.（1994）は本

ユニット相当層を中山層に含めた．本報告においても

Iyota et al.（1994）にしたがって，本ユニットの地質年

代をアルビアン期後期-セノマニアン期とする（第5.23

図）．

5. 3. 3　雲取山ユニット（Kmc, Kmb, Kmm）

命名　久田（1984）によって雲取山層と命名され，酒井

（1987）によって再定義された．Hara and Hisada（1998）

によって，雲取山層の分布範囲が惣
そう

小
ご

屋
や

谷
だに

まで確認され，

雲取山ユニットに改称された．

分布　雲取山，惣小屋谷，荒沢谷，滝川下流，曲
まがりさわ

沢に

分布する．滝川下流及び曲沢周辺のルートマップを第

5.14図に示す．本ユニットは，滝川にて大洞川-大除沢

断層によって大滝層群と接する．構造的上位には市ノ沢

ユニットが衝上する．構造的下位においては八百谷ユニ

ットに累重する．

岩相　砂岩ないし淡緑色珪質頁岩や凝灰質頁岩を伴う混

在岩（Knm）からなり，厚さ約50m 以下の玄武岩類（Knb）
及びチャート（Knc）の岩体を伴う．まれに石灰岩岩塊

も伴う．惣小屋谷ではドレライトも認められる．玄武岩

類及びチャートの岩体には，厚さ数 m～数10m の石灰

岩を伴うこともある．また奥多摩地方では，鳥ノ巣石灰

岩を伴うことがある（Iyota et al., 1994）．
地質構造　走向は N40～70 W゚ である．傾斜は，惣小屋

谷周辺では70～80 S゚ であるのに対し，雲取山周辺では 

70～80 N゚ である．薄層理砂岩ないし極細粒砂岩で観察

される級化構造は，概ね北上位を示す．チャートや玄武

岩類の岩体は，その地層の傾斜が高角であり，地形とは

関係なく側方への連続性が良い．

対比　久田（1984）の雲取山層の下部層，酒井（1987）

の雲取山層の一部，Iyota et al.（1994）の水
みず

根
ね

層に対比

される．また渡部ほか（1958）の川又層の一部，藤本・

鈴木（1969）の和奈倉山古生層と三峯古生層，高橋・石

井（1992）の和名倉山ユニットの一部，古礼山ユニット

の一部，二瀬ユニットの一部と川又ユニットの一部に相

当する．

地質年代　本ユニットに対比される水根層の頁岩から

は，チューロニアン期後期-カンパニアン期中期を示す

放散虫化石が Iyota et al.（1994）によって報告されている．

本ユニットの地質年代は，チューロニアン期-カンパニ

アン期である．

5. 3. 4　八
はっぴゃくだに

百谷ユニット（Hpc, Hpl, Hpb, Hpm）

命名　渡部ほか（1958）によって大滝層群として八百谷

層と命名された．本報告では八百谷ユニットと改称し，

小河内層群に帰属させる．

分布　八百谷-金山沢-豆焼沢-真
しん

の
の

沢
さわ

にかけて，また井

戸沢-狼平-青岩谷にかけて分布する．滝川中流及び金山

沢・槙の沢周辺のルートマップを第5.14図に示す．本

ユニットは，雁坂峰の北尾根や金山沢で，大洞川-大除

沢断層によって大滝層群と接する．構造的上位には雲取

山ユニットが衝上する．構造的下位においては古礼山ユ

ニットに累重する．

岩相　頁岩と，砂岩ないし淡緑色珪質頁岩・凝灰質頁岩

を伴う混在岩（Hpm）からなり，厚さ約50m 以下の石

灰岩（Hpl）・チャート（Hpc）・緑色岩類（Hpb）の岩体

を伴う．雲取山ユニットに比べて，鳥ノ巣石灰岩を岩体

として多く含むことで特徴づけられる．

　なおチャートはペルム紀-三畳紀や中期-後期ジュラ紀

の地質年代を示すこと（小池ほか，1980；高橋・石井，

1992），秩父帯付加コンプレックス起源の砂岩を岩塊と

して含むこと（酒井，1987）も特徴とする．久田（1984）

や Ogawa et al.（1988）は，本ユニットを秩父帯付加コ

ンプレックス起源の海底地すべり堆積物として解釈し

た．

地質構造　走向は N40～60 W゚ である．傾斜は，惣小屋

谷-滝川流域-豆焼沢では60～80 S゚ であるのに対し，青

岩谷周辺では50～70 N゚ である．薄層理砂岩ないし極細

粒砂岩で観察される級化構造は概ね北上位を示し，まれ

に南上位を示す．石灰岩・チャート・玄武岩類の岩体は，

その地層の傾斜が高角であり，地形とは関係なく側方へ

の連続性は良い．

対比　渡部ほか（1958）の八百谷層に対比される．藤本

ほか（1950）の釣橋小屋層の一部と豆焼沢層の一部，藤本・



─ 45 ─

1400m

1200m

1300m

1500m

1700m

1600m

1400 m

1200 m

1300m

1500m

1700m

1300m

1100m

1300 m

1100 m

1200m

1300m

1400m

1500m

1600m

1100m

1000m
1200 m

1300 m

1400 m

1500 m

1600 m

1100  m

1000 m

1600 m

80

20

45

58

40

6060
85

60

6565

80

85

805555

80

80

80

65

55

80
60

70
80

85 40

70

78

85

85

85

60

80 85

80

80

7070

70

84

60

48

62

75

65

60

80

50

500 m500 m

大滝層群

川又ユニット

雲取山ユニット

古礼山ユニット

大洞川 -
大除沢断層

大滝層群

川又ユニット

雲取山ユニット

八百谷ユニット八百谷ユニット

古礼山ユニット

R140R140

豆
焼
橋

雁坂トンネル
有料道路

←至 雁坂峠

豆
焼
橋

雁坂トンネル
有料道路

滝

川

曲　沢

金 山 沢

槙 の 沢

曲　沢

金 山 沢

槙 の 沢

八 百 谷八 百 谷
枝

沢

←至 雁坂峠

大洞川 -
大除沢断層

Kmc
Kmc

Kmb

Kmb

Kmb

Hac

Hal

Hpc

Hpl

Hpc

Hac

Hpc

Hpl

砂岩

砂岩頁岩互層及びその破断相

頁岩・千枚岩

玄武岩類・凝灰岩

チャート

石灰岩

混在岩（玄武岩・凝灰岩・砂岩を含む）

凡例

断層

ユニット境界

岩相境界

地層の走向傾斜

正常層の走向傾斜

直立層の走向傾斜

直立層の走向傾斜
（黒丸は地層の上位方向）

60

60

久度の沢久度の沢

5.15g 露頭位置（数字は図の番号）

5.15g

5.20d
6.2f

5.8b

5.21b

5.19c

5.19d5.19a

5.18d

5.17a

5.15c

5.20a

トーナル岩トーナル岩
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鈴木（1969）の井戸沢層・惣小屋層・小袖層・青岩古生

層に相当する．また．高橋・石井（1992）の和名倉山ユ

ニットの一部，古礼山ユニットの一部，二瀬ユニットの

一部に相当する．更に奥多摩地方の，久田（1984）及び

酒井（1987）による青岩谷層，Iyota et al.（1994）の小

袖層に対比される．

地質年代　高橋・石井（1992）によれば，頁岩から後期

白亜紀のコニアシアン期-サントニアン期の放散虫化石

の産出が報告されている．本ユニットに対比される奥多

摩地方の小袖層の頁岩からは，カンパニアン期を示す放

散虫化石が Iyota et al.（1994）によって報告されている．

本報告では，本ユニットの時代をコニアシアン期-カン

パニアン期とする．

5. 3. 5　古礼山ユニット（Kr）
命名　渡部ほか（1958）によって大滝層群の古礼山層と

命名された．本報告では古礼山ユニットと改称し，小河

内層群に帰属させる．なお高橋・石井（1992）の古礼山

ユニットとは，その分布と地質構造は大きく異なる．

分布　古礼山-雁坂峰にかけて，滝川上流域の枝沢-ぶど

う沢-古礼沢-水晶谷にかけて，大荒川沢，木賊沢，井戸

沢上流-椹
さわらだに

谷-大洞山にかけて分布する．枝沢周辺のルー

トマップを第5.14図に示す．本ユニットの構造的上位

には八百谷ユニットが衝上する．中新世に甲府花崗閃緑

岩体が迸入する．

岩相　砂岩及び頁岩からなる．これらは砂岩優勢な砂岩

頁岩互層を形成する．砂岩頁岩互層は破断相を示すこと

がある．甲府花崗閃緑岩体との接触部では，接触変成作

用によってホルンフェルス化している．

地質構造　走向は N40～70 W゚ で，北ないし南へ50～

80 傾゚斜する．詳しい地質構造は不明である．

対比　渡部ほか（1958）及び藤本・鈴木（1969）の古礼

山層に対比される．藤本ほか（1950）の古礼層と釣橋小

屋層の一部，高橋・石井（1992）の古礼山ユニットの一

部に相当する．また奥多摩地方の久田（1984）の鴨沢層，

酒井（1987）の鴨沢層の一部，Iyota et al.（1994）の倉

掛層に相当する．

地質年代　本ユニットに対比される奥多摩地方の倉掛

層の頁岩からは，カンパニアン期を示す放散虫化石が

Iyota et al.（1994）によって報告されている．本ユニッ

トの地質年代も，カンパニアン期とする．

5. 3. 6　小河内層群の岩相

　小河内層群は砂岩・頁岩・混在岩からなり，淡緑色珪

質頁岩ないし淡緑色な凝灰質頁岩・玄武岩類・チャート・

石灰岩の岩体及び岩塊を伴う．

　砂岩は，細粒-粗粒で，一般に淘汰が悪い成層ないし

塊状砂岩である（第5.15図 a, b）．砂岩は頁岩を挟在し，

砂岩優勢な砂岩頁岩互層となり，しばしば破断相を示す

（第5.15図 c）．また細粒の砂岩層がシルト岩ないし頁

岩と互層し，平行葉理や級化構造が認められることがあ

る（第5.15図 d, e）．鏡下では，片理が発達し，基質に

は粘土鉱物の定向配列が認められるとともに，岩片と基

質部の境界は不明瞭であることが多い（第5.15図 f, g）．
片理の発達は，一般に南へ向かい連続的に弱くなる（第

5.15図 h）．和名倉沢ユニット・市ノ沢ユニットは，中

山層に対比され，長石質アレナイトないしワッケ（Iyota 
et al., 1994）で，カリ長石に富むことで特徴づけられる．

その他のユニットの砂岩は，細粒〜粗粒で，一般に淘汰

が悪く石質である．

　頁岩は，黒色を呈し，片理が発達する（第5.16図 a）．
また層理面ないし片理面に斜交するスレート劈開が発達

する．鏡下では，定向配列をなす粘土鉱物（主にイライ

ト・緑泥石）とシルトサイズ（径50μm 以下）の石英と

長石粒子が含まれ，黒色不透明なシームからなる圧力溶

解劈開が認められる（第5.16図 b）．
　淡緑色珪質頁岩は，凝灰質で淡緑色を呈する珪質頁岩

である（第5.17図 a）．しばしば頁岩と互層し，スレー

ト劈開が発達する．玄武岩類やチャートに付随すること

も多い．また淡緑色ないし赤色な多色頁岩，凝灰質頁岩

を伴う．鏡下において淡緑色珪質頁岩は，大部分は隠微

晶質-微晶質な再結晶した石英が，わずかに粘土鉱物の

定向配列が認められる（第5.17図 b）．
　チャートは，緑色ないし赤色，灰色を呈する層状チャ

ートである（第5.18図 a, b）．隠微晶質-微晶質な石英

と不透明鉱物からなり．扁平化した放散虫化石を多数含

む（第5.18図 c）．一部のチャートはやや粘土質であり，

鏡下で粘土鉱物の定向配列が認められる（第5.18図 d）．
雲取山ユニット及び八百谷ユニットに，厚さ数10～50m
の岩体ないし岩塊として分布する．

　石灰岩は，バイオミクライトないしミクライト質石灰

岩及び鳥ノ巣石灰岩である（第5.19図 a-e）．灰色-黒

色のミクライト質石灰岩は，方解石の結晶成長が進み，

初生的な構造を保持していないことが多い（第5.19図

b）．鳥ノ巣石灰岩は，黒色-暗灰色な泥質な石灰岩であ

る．サンゴ・層孔虫などの化石を多数含むことがある（第

5.19図 c-e）．八百谷ユニットに厚さ約50m の岩体とし

て分布するほか，雲取山ユニットにも玄武岩類・チャー

トに付随し厚さ数 m～数10m で分布する．

　玄武岩類は，玄武岩溶岩（第5.20図 a）・ドレライト・

玄武岩火山砕屑岩・玄武岩凝灰岩からなる．曲沢に分布

する雲取山ユニットでは，変形を受け扁平化した枕状溶

岩が認められる（第5.20図 b）．ドレライトは惣小屋谷

に分布する雲取山ユニットに認められる．ドレライトは，

鏡下において，柱状の自形斜長石結晶の間を単斜輝石結

晶が埋めるオフィティック組織を示す（第5.20図 c）．
玄武岩溶岩は，無斑晶質で石基部分は主に斜長石と輝石

からなる（第5.20図 d）．また一般に，剪断変形を受け
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第5. 15図　小河内層群の砂岩
　　　　　 a ：成層した砂岩（和名倉沢ユニット）．大洞川下流の河床．
　　　　　 b ：成層した砂岩（雲取山ユニット）．大洞川上流の河床．
　　　　　 c ：砂岩粘板岩互層の破断相（八百谷ユニット）．滝川上流の河床．
　　　　　 d ： 細粒砂岩粘板岩互層（和名倉沢ユニット）．矢印は級化構造から認められた地層の上位方向を示す．

大洞川下流の河床．
　　　　　 e ： 細粒砂岩シルト質岩粘板岩互層におけるシルト質粘板岩の薄片写真（和名倉沢ユニット）．基質

と粒子の割合変化によって，葉理が確認できる．オープンニコル．大洞川下流の河床．
　　　　　 f ： やや片状構造の発達した砂岩の薄片写真（和名倉沢ユニット）．オープンニコル．大洞川下流の河床．
　　　　　 g ：やや片状構造の発達した砂岩の薄片写真（雲取山ユニット）．オープンニコル．滝川の河床．
　　　　　 h ： 片状構造の発達がない砂岩の薄片写真（古礼山ユニット）．オープンニコル．雁坂峠東方の尾根（黒

岩）．
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ていることが多い．雲取山ユニット及び八百谷ユニット

に，厚さ数10～50m の岩体として分布する．

　混在岩は，頁岩を基質とし，破断してレンズ化した

砂岩とともに，淡緑色珪質頁岩をレンズとして伴う（第

5.21図 a, b）．しばしば剪断変形を受け，S-C ファブリ

ックなどの非対称構造が認められる．また砂岩レンズが

未固結変形を残すこともある（第5.21図 c）．

a b

1 mm1 mm

第5. 16図　小河内層群の頁岩

　　　　　  a：頁岩（雲取山ユニット）．スレート劈開に沿って割れ目が発達する．惣小屋谷の林道．

　　　　　 b：頁岩の薄片写真（雲取山ユニット）．オープンニコル．惣小屋谷と荒沢谷出合い付近の林道．

a b

1 mm1 mm

第5. 17図　小河内層群の淡緑色珪質頁岩

　　　　　 a： 砂岩粘板岩互層中に認められる淡緑色珪質頁岩（八百谷ユニット）．矢印は級化構造から認

められた地層の上位方向を示す．滝川上流の河床．

　　　　　 b：淡緑色珪質頁岩の薄片写真（八百谷ユニット）．オープンニコル．惣小屋谷の林道．
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a b

c d

1 mm1 mm 1 mm1 mm

第5. 18図　小河内層群のチャート
　　　　　  a：淡緑色チャート（八百谷ユニット）．惣小屋谷の林道．写真の底辺は約2m．
　　　　　 b：赤色チャート（雲取山ユニット）．曲沢の河床．
　　　　　 c：淡緑色チャートの薄片写真（八百谷ユニット）．オープンニコル．惣小屋谷の林道．
　　　　　 d：粘土質な赤色チャートの薄片写真（雲取山ユニット）．オープンニコル．滝川の河床．

a

c d

b

1 mm1 mm

e

1 mm1 mm
2 cm2 cm

第5. 19図　小河内層群の石灰岩
　　　　　  a：ミクライト質石灰岩（八百谷ユニット）．滝川上流の河床．
　　　　　 b：ミクライト質石灰岩の薄片写真（八百谷ユニット）．オープンニコル．豆焼沢の河床．
　　　　　 c：鳥ノ巣石灰岩（八百谷ユニット）．矢印はサンゴ化石．金山沢の河床．
　　　　　 d：鳥ノ巣石灰岩（八百谷ユニット）．矢印は厚歯二枚貝化石の断面．金山沢の河床の転石．
　　　　　 e：鳥ノ巣石灰岩の薄片写真（市ノ沢ユニット）．オープンニコル．市ノ沢の河床．
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a b

c d

1 mm1 mm1 mm1 mm

第5. 20図　小河内層群の玄武岩類
　　　　　  a：塊状溶岩（八百谷ユニット）．白い部分は方解石脈．槙の沢の河床．写真の底辺は約1m．
　　　　 　b：枕状溶岩（雲取山ユニット）．曲沢の河床．
　　　　 　c：ドレライトの薄片写真（八百谷ユニット）．オープンニコル．惣小屋谷の林道．
　　　　　 d：枕状溶岩の薄片写真（雲取山ユニット）．オープンニコル．曲沢の河床．

a b

c

2 cm2 cm

Ss

Ss

Ss

Ss

ShSh

Ps

Ps

Ps

Ps

Ps

Ps

第5. 21図　小河内層群の混在岩
　　　　　 a： 砂岩レンズ及び淡緑色珪質頁岩を伴う混在岩（市ノ沢ユニット）．大洞川上流の河床．Ss :

砂岩，Ps : 淡緑色珪質頁岩．
　　　　　 b： 片理が発達した淡緑色珪質頁岩を伴う混在岩（雲取山ユニット）．滝川上流の河床．Sh : 頁

岩，Ps : 淡緑色珪質頁岩．
　　　　　 c： 砂岩レンズを伴う混在岩（雲取山ユニット）．未固結時の変形を残し，砂岩レンズは泥イン

ジェクションにより不規則に割れる（矢印）．荒沢谷下流の河床．
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5. 3. 7　小河内層群からの産出化石

　三峰地域の小河内層群は変成作用を受けているため，

化石の産出は乏しくまた保存も悪い．各ユニットからの

化石産出地点を第5.22図に，奥多摩地域の小河内層群

から得られている海洋プレート層序を第5.23図に示す．

またジュラ紀放散虫化石リストを第5.2表に，白亜紀放

散虫化石リストを第5.3表に示す．なお高橋ほか（1989）

及び高橋・石井（1992）で報告された大滝層群の放散虫

化石は，本報告では小河内層群に属する．

和名倉沢ユニット

　Takahashi and Ishii（1995）は，長沢谷周辺にて，頁岩

からアルビニアン期-セノマニアン期を示す放散虫化石

を報告している．奥多摩地域でも，アルビアン期後期

-セノマニアン期の頁岩が報告されている（Iyota et al., 
1994）．したがって本ユニットは，アルビアン期後期-セ

ノマニアン期の地質年代を示す（第5.23図）．

市ノ沢ユニット

　久田（1984）によって，長沢谷の頁岩よりジュラ紀放

散虫化石の報告がある．また市ノ沢の上流にて，転石の

鳥ノ巣石灰岩から，六射サンゴ・層孔虫・石灰藻の化石

が産する（藤本・鈴木，1969）．しかしこの転石は，雲

取山ユニットないし八百谷ユニットからもたらされた可

能性が高い．奥多摩地域では，Iyota et al.（1994）は本

ユニット相当層を中山層に含めた．本報告においても

Iyota et al.（1994）にしたがって，本ユニットの地質年

代をアルビアン期後期-セノマニアン期とする（第5.23

図）．
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　F: 藤本・鈴木（1969）
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放散虫化石
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放散虫化石
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　高橋・石井（1992）による
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第5. 22図　小河内層群の化石産出地点

第5. 2表　小河内層群から産するジュラ紀放散虫化石

　　　　　 Km：雲取山ユニット．sh：頁岩．ch：チャート．J：
ジュラ紀，MJ：中期ジュラ紀．LJ：後期ジュラ紀．

産出地点は，第5.22図に示す．
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雲取山ユニット

　久田（1984）により，雲取山の南尾根の頁岩から，ジ

ュラ紀放散虫化石の報告がある．高橋・石井（1992）は，

雲取山の北尾根の赤色チャートから，オーテリビアン期

-アプチアン期前期を示す前期白亜紀放散虫化石を報告

した．Iyota et al.（1994）は，奥多摩地方で，チャート

からセノマニアン期，頁岩からチューロニアン期後期-

カンパニアン期中期を示す放散虫化石を報告した．また

鳥ノ巣石灰岩も報告した．

　以上のことから本ユニットは，後期ジュラ紀-最前期

白亜紀の鳥ノ巣石灰岩，前期と後期白亜紀のチャート，

チューロニアン期-カンパニアン期の頁岩からなる海洋

プレート層序が復元される（第5.23図）

八百谷ユニット

　滝川流域の鳥ノ巣石灰岩から，渡部ほか（1958）

に よ っ て，Chaetetoposis crinita な ど の 床 板 サ ン ゴ，

Spongiomorpha asiatica などのサンゴ，ストロマトラ

イト，苔虫，有孔虫，巻貝，クリノイド，ウミユリの

破片などの化石が産すると報告された．また惣小屋谷

周辺の鳥ノ巣石灰岩から，藤本・鈴木（1969）によっ

て，Chaetetoposis crinita の サ ン ゴ 化 石，Stromatopora 
japonica,，Tosastroma tokunagai な ど の 層 孔 虫，

Pycnoporidium lobatum などの石灰藻の化石を報告した．

　青岩谷の鳥ノ巣石灰岩から，西宮・山際（1971）及び

Nishimiya and Yamagiwa（1973）によって，Actinastrea 
(?) sp., Calamophyllia sp., Dimorphoseries tabayamensis，
Enallhelia sp., Isastrea (?) sp., Stylina kantoensis，Stylina 
(?) sp., Thamnasteria huzimotoi，T. sp. aff. huzimotoi，T. 
sp. A., T. sp. B., Trocharea sp., Hexacoral gen. et sp. indet. の
新種を含むサンゴ化石が報告されている．

第5. 3表　小河内層群から産する白亜紀放散虫化石

　　　　　 Wn：和名倉沢ユニット．sh: 頁岩．sil.sh：珪質頁

岩．ch：チャート．A-C：アルビアン後期-セノマ

ニアン期．Hau-Apt：オーテリビアン期-アプチアン

期．Con-San：コニアシアン期-サントニアン期．文

献 *6：Takahashi and Ishii（1995）．産出地点は，第

5.22図に示す．

ベリアシアン期

バランギニアン期

オーテリビアン期

バレミアン期

アプチアン期

アルビアン期
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チューロニアン期
コニアシアン期

サントニアン期

カンパニアン期

マーストリヒチアン期

前
期

後
期

白
亜
紀

ジュラ紀

三畳紀

和名倉沢 市ノ沢 雲取山 八百谷 古礼山

小河内層群大滝
層群

ユニット名

地質年代

？

ペルム紀

頁岩 チャート 鳥ノ巣石灰岩

第5. 23図　四万十帯付加コンプレックスの海洋プレート層序

　　　　　  珪質頁岩・凝灰岩の年代は除く．なお大滝層群に

関しては，化石が産出しないため，その地質年代

は不明である．
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　惣小屋谷のチャートからは，小池ほか（1980）によ

って，Neogondolella sp., Anchignathodus sp. のペルム紀

コノドント化石，Crypridodella mediocris, Epigondolella 
cf. primittia, Neohindeodella multihamata, N. spp., 
Neospathodus dieneri, Neogondolella bulgarica, N. excelsa, 
N. polygnathiformis, N. spp. の三畳紀コノドント化石が報

告された．

　また高橋・石井（1992）が報告した放散虫化石産出地

点は，雲取山の産出地点を除き，そのほとんどが本ユニ

ットに含まれる．高橋・石井（1992）によれば，チャー

トから三畳紀，中期-後期ジュラ紀の放散虫化石が，珪

質頁岩から白亜紀のアルビアン期前期-セノマニアン期

の放散虫化石が，頁岩から後期白亜紀のコニアシアン期

-サントニアン期の放散虫化石が産出する．奥多摩地域

では，Iyota et al.(1994) は本ユニットに対比される小袖

層の頁岩よりカンパニアン期の放散虫化石を報告した．

　以上のことより本ユニットは，ペルム紀-三畳紀と中

期-後期ジュラ紀のチャート，後期ジュラ紀-最前期白亜

紀の鳥ノ巣石灰岩，後期白亜紀のコニアシアン期-カン

パニアン期の頁岩からなる（第5.23図）．

古礼山ユニット

　本ユニットから産出化石の報告はない．Iyota et 
al.（1994）は，本ユニットに対比される倉掛層の頁岩か

ら，カンパニアン期を示す放散虫化石を報告した．した

がって本ユニットの地質年代は，カンパニアン期である

（第5.23図）．

5. 4　小仏層群（Px）

　広瀬ダム周辺には，後期中新世の甲府花崗閃緑岩体中

に，直径1～1.5km の楕円形状に，泥質及び砂質ホルン

フェルス-ミグマタイトが露出する（第5.24図）．これ

らは，砂岩泥岩互層を特徴とする小仏層群の小菅層に対

比され（山梨県地質図編纂委員会，1970），後期中新世

の接触変成作用によってホルンフェルス化している．本

地域では分布範囲が狭く，かつ接触変成作用を受けてい

るため，原岩の情報が限られる．本報告では，小菅層を

小菅ユニットと改称し，既存の研究を報告するに留める．

　小菅ユニットは，砂岩・頁岩・砂岩頁岩互層からなり，

礫岩を伴う（Yagi，2000）．本ユニットの下部では頁岩

と砂岩頁岩互層が，上部では礫質砂岩が優勢となる．南

隣の丹波地域では，Takahashi and Ishii（1995）によって，

頁岩からカンパニアン期後期の放散虫化石が報告されて

いる．また Yagi（2000）によって，頁岩よりチューロ

ニアン期中期-コニアシアン期後期の放散虫化石が，淡

緑色頁岩よりサントニアン期-カンパニアン期中期の放

散虫化石が報告されている．したがって小菅層の地質年

代は，チューロニアン期中期-カンパニアン期とされた

（Yagi，2000）．

第5. 24図　小仏層群の泥質及び砂質ホルンフェルス．

　　　　　  層理面が保存されている．広瀬ダム湖畔．
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　荒川流域の秩父帯付加コンプレックスの浦山層群と，

四万十帯付加コンプレックスの大滝層群は，玄武岩類か

らアクチノ閃石・緑れん石・緑泥石などの変成鉱物が報

告され，緑色片岩相の広域変成作用を受けていることが

指摘されている（藤本ほか，1950）．本地域の付加コン

プレックスが受けた変成作用について，藤本ほか（1950）

以降では，Liyanage et al.（1989）による予察的な検討が

あるのみである．Liyanage et al.（1989）は，玄武岩類よ

り，緑れん石・アクチノ閃石・普通輝石・Na-Ca 角閃石・

Na 輝石・パンペリー石を報告した．その他，Ogawa et 
al.（1988）によって，本報告の大滝層群よりマグネシオ

リーベック閃石の産出が報告されている．原ほか（1998）

は，イライト結晶度による古地温度構造解析を行い，本

地域の変成作用は荒川流域流域の浦山層群・大滝層群で

最も高く，その変成温度は少なくとも300℃以上である

とした．またこの変成作用は，南東へ向かい連続的に低

下することを指摘した．そしてこの変成作用の時期につ

いては，イライトの K-Ar 年代より，約76～65Ma であ

るとした（原・久田，2005）．

　本地域の変成した玄武岩より産出する変成鉱物を，第

6.1図に示す．また主要な変成鉱物の薄片写真を第6.2

図に示す．浦山層群と大滝層群とでは，変成鉱物組み合

わせに明らかな違いは認められない．両層群ともに，ア

クチノ閃石 +緑れん石 +緑泥石が認められ，スフェンを

伴う．またまれにパンペリー石 +緑泥石 +緑れん石の鉱

物組み合わせも認められる．しかしアクチノ閃石とパン

ペリー石との共存は認められなかった．それぞれの鉱物

組み合わせは，緑泥石を欠くことがあり，また変成鉱物

として緑泥石のみしか認められないことも多い．これら

の鉱物組み合わせは，両層群の受けた広域変成作用が，

緑色片岩相（Fettes and Desmons，2007）であることを示す．

また小河内層群の玄武岩類でも同様の鉱物組み合わせが

認められ，小河内層群も緑色片岩相相当の広域変成作用

を受けている．

第 6章　付加コンプレックスの広域変成作用

（原　英俊）
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第6. 1図　玄武岩類における変成鉱物組みあわせ
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第6. 2図　玄武岩類における変成鉱物の薄片写真

　　　　　 a：凝灰岩（御前山ユニット）．大血川の河床．

　　　　　b：凝灰岩（御前山ユニット）．大輪の荒川河床．

　　　　　c：玄武岩溶岩（二瀬ユニット）．二瀬の荒川河床．

　　　　　d：凝灰岩（二瀬ユニット）．大除沢の河床．

　　　　　e：ドレライト（雲取山ユニット）．惣小屋谷の林道．

　　　　　f： 玄武岩溶岩（雲取山ユニット）．曲沢の河床．パンパリー石脈が緑泥石脈によって切られる．

　　　　　すべてオープンニコルで撮影．Act：アクチノ閃石．Chl：緑泥石，Epi：緑れん石．Pmp：パンペリー石．
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7. 1　概要及び研究史

概要

　秩父盆地層群（早川，1930）は，下位より白
しら

沙
す

層・富

田層・子
ね

ノ
の

神
かみ

層・小鹿野町層・秩父町層に区分される（牧

本・竹内，1992：第7.1表）．これらのうち白沙層・富

田層・子ノ神層は層厚が薄く，層厚の厚い小鹿野町層・

秩父町層が大部分を占める（牧本・竹内，1992：第7.1

図）．小鹿野町層・秩父町層はそれぞれ下部・上部に細

分される．秩父盆地層群は最大積算層厚5,500m に達し，

秩父盆地層群のとくに下半部は中新統としてはかなり固

結度が高い．秩父盆地層群は基底部を除きすべて海成層

で，富田層・子ノ神層・秩父町層からは脊椎動物化石や

貝化石が多産する．

　三峰地域の北東部には，秩父盆地層群のうち下半部の

白沙層・富田層・小鹿野町層が分布する．白沙層・富田

層は，秩父盆地の北縁・西縁に沿って北東隣「寄居」地

域から北隣「万場」地域を経て本地域に狭長に分布する．

子ノ神層は秩父盆地北縁部から北西部にのみ分布するた

め本地域内には分布しない．小鹿野町層は本地域にも広

く分布する．荒川流域でのルートマップを第7.2図に示

す．

研究史

　秩父盆地層群については古くから多くの地質学的・古

生物学的研究がなされてきた．秩父盆地全体の層序を扱

い地質図を示した研究として，早川（1930），井尻ほか

（1950），渡部ほか（1950），Arai（1960），埼玉県農林部

林務課（1968），兵頭（1986），牧本・竹内（1992）があ

る（第7.1表）．地方地質誌として菅野（1980），山内・

上村（1986），足立ほか（1986），高橋（2008）がある．

これらのほか，地質・層序全般を扱った研究として吉原

（1902），東京科學博物館地學部（1942）がある．矢部（1920）

は秩父盆地の四周の不整合・断層について記述した．秩

父盆地団体研究グループ（2004）は三峰地域の秩父盆地

層群基底の不整合について詳細な地質調査をしている．

また，富田層・秩父町層などからはパレオパラドキシア

はじめ脊椎動物化石や貝化石が多産し，非常に多くの研

究報告がある．以下本地域内及び主要な研究を紹介する．

産出化石に関する研究

　脊椎動物化石：秩父盆地層群はパレオパラドキシア

（Paleoparadoxia）をはじめとする多様な大型脊椎動物化

石を産することで有名である．パレオパラドキシアは白

第 7章　中部中新統秩父盆地層群

（竹内圭史）

第7. 1表　秩父盆地の中新統の層序区分

　　　　　 兵頭（1986）は従来の小鹿野町層群と秩父町層群の境界をタービダイト相の上限で再定義し，牧本・竹内（1992）もそれ

を踏襲した．本報告の層序区分は牧本・竹内（1992）に従う．
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沙層（坂本，1988），富田層（角田・小鹿野団体研究会，

1978），秩父町層から産出しており，坂本（1987）は秩

父盆地産の海生哺乳類化石について総括している．

　貝化石：早川（1930）は富田層・子ノ神層から貝化石 

62 種とサメの歯などを報告した．渡部ほか（1950）は

白沙層・富田層・子ノ神層・秩父町層から230種の貝化

石を報告した．Kanno（1958）は秩父盆地層群下部の貝

化石を検討し，白沙層・富田層・子ノ神層に3化石帯を

認め57新種を記載した．Kanno（1960）は秩父盆地層群

から貝化石約150種を記載した．Majima et al. （1996）は

本地域北方の子ノ神層・小鹿野町層最下部より貝化石を

報告した．

　その他の化石：Arai（1967）は小鹿野町層下部などか

ら大型有孔虫レピドシクリナ（Lepidocyclina）を報告し

ており，Matsumaru et al.（1982）は底生有孔虫化石によ

り堆積環境を研究した．また，Arai（1955）は富田層な

いし白沙層から生痕化石のサンドパイプを，大森ほか

（1992）は小鹿野町層の生痕化石をそれぞれ報告してい

第7. 1図　秩父盆地層群の地質概略図

　　　　　 牧本・竹内（1992）を一部修正．
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第7. 2図　荒川沿いのルートマップ
　　　　　a：ルートマップ．地質調査は1985年に「寄居」図幅の一環として実施したもので，現在では露頭状況が一部変わっている．
　　　　　 b： 白沙層基底の不整合露頭．切り立った露頭面を真横から撮影した写真．古くより「白久の不整合」と呼ばれた露頭で，秩父帯のチャートを白沙層の礫岩が不整合に覆う．写真

左下の礫岩下底の境界が不整合面で，走向傾斜は N30°W,60°E．礫種は主に15cm 大の砂岩からなりチャート・石灰岩・緑色岩も含む．礫岩の厚さは約2m である．ただしこの
5m 下位のチャート中に円礫が観察されることから，この写真での“基盤岩”は巨大な岩塊であるか，あるいは不整合面が平面的でなく複雑に入り組んだ形状をしている可能
性がある．白川橋上流の荒川左岸．

　　　　　 c： 小鹿野町層上部の最下部をなす礫岩．この礫岩から上位は，砂岩優勢互層中に厚さ数 m の礫岩がしばしば挟在するようになる．礫岩の走向傾斜は N35°W,60°E．写真左側（左岸）
に見えているのは礫岩の下底面であるが，底痕ははっきりしない．写真右側に右岸の礫岩露頭が見えている．白久駅北の荒川．
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る．

堆積学・構造地質学的研究

　秩父盆地の最下部層準の白沙層には領家帯起源と考

えられる花崗岩・片麻岩礫が含まれている（井尻ほか，

1950；渡部ほか，1950；武井・岡野，2007）．佐藤（1955）

は白沙層の重鉱物組成を検討し，後背地として近接し

た花崗岩類及び苦鉄質火山岩の存在を結論した．柴田

（1967）は白沙層の片麻状花崗岩礫の化学組成を報告し

た． 

　Arai（1957）は秩父盆地層群各層の堆積構造を，Arai
（1958）は主に小鹿野町層のタービダイトに見られる各

種の堆積構造をそれぞれ報告した．山内・後藤（1971）

は小鹿野町層・秩父町層のタービダイトの底痕（フルー

トマーク・グルーブマーク）から古流向について検討

した．山内（1977，1979）は小鹿野町層のタービダイト

のスランプ構造について研究し古海底地形を復元した．

Latt（1990）は秩父盆地層群の堆積相を詳しく解析し古

地理を復元した．高橋ほか（1993）は秩父盆地層群中の

礫岩とそれらの古流向について検討した．長沼・菅野

（1995）は白沙層の古流向を検討した．秩父盆地団体研

究グループ（1999）は白沙層を詳しく調査し，盆地発生

期の古地理について検討した．平社ほか（2002）は本地

域東縁の小鹿野町層上部のタービダイトのリップルマー

クについて報告した．また小林・生沼（1961）は秩父盆

地層群の粘土鉱物組成を検討し，上半部でモンモリロナ

イトの割合が増加することを報告した．

　Latt and Sato（1987）は秩父盆地層群の小断層を解析

した．武井（1990）は関東山地の断層系について考察し，

秩父盆地の堆積時・堆積後の断層運動にも言及した．兵

頭（1986）及び Hyodo and Niitsuma（1986）は秩父盆地

層群の地質を研究した中で，古地磁気の偏角が94 で゚あ

ることを報告し，関東山地が秩父盆地層群堆積後の日本

海の拡大により47 時゚計回りに回転し，更に伊豆弧の衝

突により47 時゚計回りに回転したと結論づけた．Yamaji 
and Takahashi（1988）はビトリナイト（輝炭）反射率から，

秩父盆地層群堆積時の基盤の南への傾動と西端部の隆起

が生じたとした．また高橋（1992）は秩父盆地のテクト

ニクスを論じた．

地質時代に関する研究

　秩父盆地層群の地質時代については微化石層序の研

究がある．富田層・小鹿野町層下部は石灰質ナンノ化

石層序の CN3-4（高橋ほか，1989），秩父町層下部は浮

遊性有孔虫層序（Blow，1969）の N.8上部（Matsumaru 
et al., 1982；八木・石垣，1993），秩父町層上部は N.10

（Matsumaru，1980；松丸，1981；Matsumaru et al., 1982）
である．また，凝灰岩中のジルコンのフィッショント

ラック年代として白沙層16.7±1.1Ma，子ノ神層16.0±

0.7Ma（大平・秩父盆地団体研究グループ，2006），子

ノ神層（本報告の小鹿野町層）15.6±0.8Ma（足立ほか，

1998）が報告されている．これらから秩父盆地層群の地

質時代は中期中新世の初頭から中期である．本地域に分

布する白沙層-小鹿野町層はすべて浮遊性有孔虫層序の

N.8の範囲であると考えられるが，白沙層が N.8より前

の N.7からである可能性は否定されない．なお，Ujiie 
and Iijima（1959）は盆地北東隅の子ノ神層から N.6（前

期中新世の後期）を示す浮遊性有孔虫化石を報告してい

るが，関東山地周辺の中新統からはこれを支持する資料

がまだ知られていないので，本報告では牧本・竹内（1992）

と同じく秩父盆地層群基底の地質時代を N.8とみなし

ておく．

7. 2　白
しら

沙
す

層（Sc, Ss）

命名　早川（1930）の白沙砂岩層を牧本・竹内（1992）

が白沙層に改称した．

模式地　秩父市元郷（渡部ほか，1950：北東隣「寄居」

地域内）．

分布　秩父盆地北東部から北西部・南西部にかけて細長

く分布しており，本地域内には北東隅に南北に狭長に分

布する．

層厚　三峰口駅周辺の荒川沿いで140m，小鹿野町押
お

留
とも

の小森川沿いで200m である．

層序関係　秩父盆地層群のうち最下位の地層で，本地域

内では秩父帯付加コンプレックスの中津川層群と下部

白亜系海成-汽水成堆積物（山中白亜系）を不整合に覆

う．三峰口駅西の荒川に露出する不整合露頭は，「白
しろ

久
く

の不整合」と呼ばれ古くから知られている（第7.2図 b）．
小鹿野町原の小森川沿いでは山中白亜系の砂岩を白沙層

の礫岩が不整合に覆う露頭が観察される（秩父盆地団体

研究グループ，2004）．

岩相　礫岩相（Sc）は三峰口駅周辺に認められる．主に

巨礫岩からなり塊状砂岩を伴う．荒川では基底部の礫岩 

25m の上位に厚さ40m の極細粒砂岩層が重なるほか，

その上位の礫岩中の白川橋の真下では，平行層理をもつ

泥岩層がスランプ褶曲した数 m 大の岩塊群が挟在する．

　砂岩相（Ss）は小鹿野町押留の小森川流域に分布す

る．下部は礫岩からなり秩父帯付加コンプレックスの礫

の他に最大径50cm の山中白亜系の砂岩・礫岩の礫を含

む．上部は塊状細粒-極細粒砂岩からなる．礫岩相と砂

岩相の間は断層で白沙層が欠けているため両者の層位関

係は不明であるが，上位の富田層がほぼ一定の層厚で連

続することからみてほぼ同層準の同時異相であると思わ

れる．

化石　主に秩父盆地北縁地域から渡部ほか（1950）及び

Kanno（1958，1960）により多種の貝化石，及び植物化

石4種が報告されている．本地域からは，小鹿野町原周

辺から Nuculana 属，Dosinia 属，Mercenaria 属，Callista
属など，中平周辺から Chlamys 属，Ostrea 属などの貝化
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石が産している（渡部ほか，1950；Kanno，1960）．

地質時代　浮遊性有孔虫層序の N.8すなわち中期中新

世の最前期である．

対比　中新統の最下部に位置すること，秩父盆地北縁部

では領家花崗岩礫が含まれること（井尻ほか，1950；渡

部ほか，1950）から，寄居地域の松山層群小園層（牧本・

竹内，1992），富岡層群牛伏層（松丸，1977）に対比される．

7. 3　富田層（To，Tt）

命名　Arai（1960）の富田泥岩部層を牧本・竹内（1992）

が富田層とした．

模式地　秩父市富田の赤平川（渡部ほか，1950：北東隣

「寄居」地域内）．

分布　秩父盆地北東部から北西部・南西部にかけて細長

く分布しており，本地域内には北東隅に南北に狭長に分

布する．

層厚　秩父市白久の荒川沿いで50m，小鹿野町押留の小

森川沿いで約40m である．

層序関係　白沙層に整合に重なる．

岩相　主に成層した青灰色泥岩からなり，まれに厚さ 

10～50cm の細礫岩や葉理のある極細粒砂岩層を挟む

（To）．秩父盆地北縁では径1m に達する石灰質団塊を含

むことが知られているが（牧本・竹内，1992；千代田，

1994），薄
すすき

川
がわ

以南の本地域内では見られない．

　三峰駅周辺の荒川沿いでは，厚さ20m の泥岩の上位

に厚さ約30m の流紋岩質凝灰岩（Tt）が見られる．こ

れは秩父盆地団体研究グループ（2004）が富田層下部に

挟在する上
かみ

野
の

沢
ざわ

凝灰岩部層としたものである．本凝灰岩

はほぼ子ノ神層の層準にあたるが，北方へ尖滅し子ノ神

層とは直接には連続しないこと，子ノ神層の典型的岩相

とは異なることから，本報告では子ノ神層とはせず富田

層の一部として扱う．この凝灰岩層は塊状無層理な淡緑

灰色極細粒凝灰岩である．荒川から南方の沢へ連続する

一方，北方へは古池南方の沢で厚さ15～20m，古池では

厚さ1m に薄化し，より北方では確認されなくなる．

化石　秩父盆地北縁地域の富田層からは貝化石が多産

す る（ 早 川，1930； 渡 部 ほ か，1950；Kanno，1958，

1960）．本地域内では，秩父市白久から Turritella 属の貝

化石が報告されている（Kanno，1960）．

地質時代　浮遊性有孔虫層序の N.8すなわち中期中新

世の最前期である．

対比　中新統の最下部を占める海成層で上位にタービダ

イト相が重なる層位と地質時代から，寄居地域の小園層

（牧本・竹内，1992），富岡層群牛伏層（松丸，1977；高

橋，2008）の上部に対比される．

7. 4　小
お

鹿
が

野
の

町
まち

層（Ol，Ob，Ou）

命名　Arai（1960）の小鹿野町層群を牧本・竹内（1992）

が小鹿野町層とした．

模式地　秩父市富田から小鹿野町奈倉までの赤平川（渡

部ほか，1950：北東隣「寄居」地域内）．

分布　秩父盆地北東部から北西部・南西部にかけて広く

分布し，本地域内にはその南西部分が分布する．なお石

井・高橋（1991）は，渡部ほか（1950）・Arai（1960）・

兵頭（1986）で秩父帯付加コンプレックスとされた秩父

市橋場の南方地域に中新統の礫岩が広く分布するとし

た．しかしこれらは，今回の調査では破砕されたチャー

トなど秩父帯付加コンプレックスの構成岩類であり，本

報告では渡部ほか（1950）など従来の研究に従う．

層厚　本地域から東隣「秩父」地域にかけての荒川沿い

で2,000m である．

層序関係　秩父盆地北縁部では子ノ神層を整合に覆う

が，本地域では子ノ神層を欠き富田層の凝灰岩ないし泥

岩を整合に覆う．上位は東隣「秩父」地域内で秩父町層

に整合に覆われる．秩父盆地団体研究グループ（2004）

は贄川の西側に分布する凝灰岩を子ノ神層としたが，本

報告ではこの凝灰岩を小鹿野町層下部中に挟在するもの

とした．

岩相　小鹿野町層はタービダイトからなる．小鹿野町層

は下部と上部に区分され，本地域では下部は泥岩砂岩互

層相（Ol），上部は礫岩相（Ob）・砂岩泥岩互層相（Ou）
からなる（牧本・竹内，1992）．全体として，泥岩が極

めて優勢な岩相から次第に上位へ砂岩がちとなり，急激

に礫岩を交えるようになる上方粗粒化の層序を示す．

　下部の泥岩砂岩互層相（Ol）は泥岩極優勢-優勢の泥

岩砂岩互層で（第7.3図），荒川沿いで良く観察できる．

第7. 3図　小鹿野町層下部の泥岩砂岩互層

　　　　　 川岸の露頭を斜め上から俯瞰した写真．タービダイ

トの泥岩優勢な互層で，単層の厚さは5～10cm前後．

白く見えるのは平行葉理・斜交葉理をもつ砂岩薄層

である．地層の走向傾斜は N15°W，60°E．秩父市

大指南方の贄川．
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細粒砂岩から泥岩に級化成層するタービダイト単層の厚

さは5～20cm 程度であるが，ほとんど泥岩のみからな

る層準も多く，その場合は単層の厚さが判定できない．

泥岩極優勢互層中にもまれに厚さ30cm～2m の砂岩が

挟在する．泥岩砂岩互層中にはしばしば厚い淡緑灰色の

塊状極細粒凝灰岩が挟在する．秩父市下郷の荒川左岸で

層厚30m 以上の凝灰岩が2層準に挟在する（第7.2図）

ほか，贄川沿いに厚さ1.5m の凝灰岩が連続する．秩父

盆地団体研究グループ（2004）はこのうち秩父市大
おお

指
ざす

に

挟在するものを大指凝灰岩部層と呼んだ．

　上部の礫岩相（Ob）は白久駅周辺から北方へ小鹿野

町伊豆沢にかけて分布し，礫岩・砂岩・砂岩泥岩互層か

らなる．本岩相は，砂岩泥岩互層に，礫岩及び砂岩が多

く挟在することで特徴づけられる．北方へ砂岩泥岩互層

相（Ou）に漸移する．礫岩単層の厚さは3～10m で，粗

粒タービダイトの典型的な堆積構造が観察される．基

底部には逆級化成層が見られ，上位は級化成層して砂

岩となる．砂岩泥岩互層は単層の厚さ30cm 程度の極砂

岩優勢互層である．砂岩泥岩互層相（Ou）は小鹿野町

伊豆沢周辺に分布し北東方へと連続する．タービダイト

砂岩泥岩互層からなり泥岩優勢-等量-砂岩優勢まで変化

に富む．互層中にはしばしば厚さ1～4m の礫岩や厚さ

1m 程度の砂岩が挟在する．タービダイト単層の厚さは

5～30cm 程度で，厚い礫岩・砂岩のほか互層の砂岩に

はしばしばフルートマーク・グルーブマークなどの底痕

が見られる．これら小鹿野町層上部の礫岩・砂岩は S→
N の古流向を示すことから（山内・後藤，1971；兵頭，

1986；平社ほか，2002），礫岩相から砂岩泥岩互層相へ

の漸移は粗粒タービダイトの上流-下流縦断面の岩相変

化を見ていることになる．

　本地域北縁の小鹿野町伊豆沢周辺で，小鹿野町層上部

の礫岩相・砂岩泥岩互層相は小鹿野町層下部の泥岩砂岩

互層相と指交関係にある．

化石　タービダイトからなる小鹿野町層からは化石の産

出はごく少ない．Arai（1967）は贄川沿いなどの小鹿野

町層下部から大型有孔虫 Lepidocyclina sp. を報告した．

礫岩中に砕屑粒子として貝化石の破片がまれに認められ

るほか，しばしば砂岩の葉理に沿って植物破片が散在し

ている．大森ほか（1992）は秩父市下郷の小鹿野町層の

タービダイト（本報告の礫岩相 Ob）に見られる生痕化

石について報告した．

地質時代　浮遊性有孔虫層序の N.8すなわち中期中新

世の最前期である．

対比　中新統下部の浅海相に重なるタービダイト相であ

る層位と地質時代から，松山層群荒川層（牧本・竹内，

1992），富岡層群小幡層（松丸，1977）に対比される．

7. 5　地 質 構 造

　本地域の秩父盆地層群は全体として東へ急傾斜してお

り，これは秩父盆地全体の南東に開いた半盆状構造の南

西翼部にあたる．井尻ほか（1950）はこの半盆状構造

が，地層の堆積中に既に西方地域で隆起が始まっていた

ことに起因するとした．また Yamaji and Takahashi（1988）

はビトリナイト（輝炭）反射率から，秩父盆地層群堆積

後に盆地西端部の隆起が生じたとした．更に高橋（1992）

は小断層解析・ビトリナイト反射率などの研究結果を総

合し，秩父盆地がハーフグラーベンとして形成されたこ

とを明らかにした．
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　三峰地域内には，甲府花崗閃緑岩体北東部及び秩父ト

ーナル岩南部が分布する．甲府花崗閃緑岩体は本地域南

西部に，秩父トーナル岩は甲府花崗閃緑岩体の北方約 

20km に位置する．両岩体の周辺には，小規模な衛星岩

体が分布する．深成岩類による接触変成作用については，

本章中で記述する．岩脈については，各深成岩体の中で

記述する．

8. 1　甲府花崗閃緑岩体（Kgm, Kgi, Ga）

8. 1. 1　命名・分布

　本報告では，従来の甲府深成岩体（たとえば，Kato，
1968；日本の地質「中部地方 I」編集委員会，1988など）

を甲府花崗閃緑岩体と呼ぶ．甲府花崗閃緑岩体は，本地

域南西部を占める（第8.1図）．

8. 1. 2　研究史・概要

　第8.1表に甲府花崗閃緑岩体及びその周辺地域の花崗

岩類に関する主要な文献をまとめる．甲府花崗閃緑岩体

は，一般に，御岳昇仙峡型，徳和型，芦川型，小烏型な

どに区分される（第8.1図，第8.1表）．甲府花崗閃緑

岩体についての研究は，Kato（1968），Shimizu （1986），

Sato（1991），Saito et al.（2006，2007），角田ほか（2009)

などが代表的である．本地域内に分布する甲府花崗閃

緑岩体は，Kato（1968）による広瀬型，Shimizu（1986）

による徳和型と同一である．なお，甲府花崗閃緑岩体中

（南隣の山梨市川浦周辺）には，三の橋斑れい岩とも呼

ばれる川浦型（三の橋型）が分布する（角田，1971; 三

村ほか，1984）．これとほぼ同様の岩質が，本地域内で

も笛吹川支流のナレイ沢に認められる．

　本地域に分布する甲府花崗閃緑岩体は，大部分が中粒

から粗粒（粒径は漸移的に変化）の，角閃石黒雲母花崗

閃緑岩から黒雲母角閃石トーナル岩からなる．これらを

地質図上で区分することは一般的に困難であるため，本

報告では一括して示した．また，岩体周縁部には，チタ

ン鉄鉱系花崗岩類が分布することが特徴である．更に，

岩体一部に粗粒部が存在すること，2箇所に角閃石斑れ

い岩及び角閃石閃緑岩からなる比較的規模の大きな苦鉄

質部が存在することが特徴として挙げられる．なお，小

規模な暗色包有物も含め，苦鉄質部は，粗粒花崗閃緑岩

中に分布する傾向がある．また，石英脈（本地域に西隣

する三富珪石鉱床の東側延長と考えられる）と少なくと

も8本の安山岩脈が本岩体中に認められる．甲府花崗閃

緑岩体の周辺に衛星岩体としてトーナル岩が分布する．

8. 1. 3　岩石記載・造岩鉱物の特徴

　本地域内の甲府花崗閃緑岩体は，主に，中粒（平均

粒径約2mm）の角閃石黒雲母花崗閃緑岩，黒雲母角閃

石花崗閃緑岩及び黒雲母角閃石トーナル岩から構成され

る（第8.2図 a, b, c, d）．これらは，完晶質，等粒状，

色指数15～35で，主な構成鉱物は，斜長石，石英，カ

リ長石（正長石），黒雲母，角閃石，不透明鉱物である．

丸みを帯びた暗色包有物をしばしば含む．主要な構成鉱

物の特徴を以下に示す．

　斜長石：平均粒径2mm，自形-半自形，短冊状，累帯

構造や集片双晶を示す．中心部付近が汚濁し，ソー

シュライト化していることが多い．

　石英：平均粒径1～2mm，他形，填間状．

　カリ長石（正長石）：平均粒径2mm，他形，填間状，

一般に，中心部付近が汚濁している．

　黒雲母：平均粒径2mm，半自形-他形，板状-薄片状，

角閃石と隣接し，集合体を作る．不透明鉱物（磁鉄

鉱，チタン鉄鉱，まれに，赤鉄鉱，黄銅鉱など）を

第 8章　新第三紀深成岩類及び岩脈

（角田謙朗・清水正明）

5 km

三峰地域

甲府盆地

四万十帯付加

コンプレックス

四万十帯付加

コンプレックス

秩父帯付加コンプレックス

鮮新世
火山岩

更新世
火山岩

鮮新世
火山岩

更新世
火山岩

木楢山

火山岩
小烏型

御岳昇仙峡型

徳和型

芦川型

小烏型

甲府花崗閃緑岩体甲府花崗閃緑岩体

木楢山

火山岩

御岳昇仙峡型

徳和型

芦川型

御岳昇仙峡型

徳和型

芦川型

東山梨火山
深成複合岩体
東山梨火山
深成複合岩体

第8. 1図　甲府花崗閃緑岩体の地質概略図

　　　　　 20万分の1甲府図幅（尾崎ほか，2002），角田（1989）

による．
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包有する．緑泥石化していることが多い．

　角閃石：平均粒径2～3mm，自形-半自形，黒雲母と

隣接し，集合体を作る．弱い累帯構造を示すことが

多い．不透明鉱物を包有することが多い．緑泥石化

していることが多い．中心部付近にカミングトン閃

石が観察されることがある．

　粗粒の角閃石黒雲母花崗閃緑岩は，本地域西部の一部

（ヌク沢，ナレイ沢など）で認められ，径1cm 程度の石

英を特徴的に含む．中粒部と粗粒部が直接接する露頭は

観察されていないが，暗色包有物が境界付近に多く観察

される．中粒部と粗粒部はどちらもモード分析の結果，

花崗閃緑岩である．

　暗色包有物は，一般に長径が数 cm～50cm 程度の楕

円形で，斜長石，石英，角閃石，黒雲母，緑泥石，不透

明鉱物などから構成される．暗色包有物というよりもむ

しろ比較的規模の大きな苦鉄質部と呼べるものが笛吹川

上流域ナレイ沢合流地点付近の川底や谷壁に連続して認

められる（ナレイ沢と交差する林道沿いにも約30m に

渡って露頭がある）．これは角閃石斑れい岩から角閃石

閃緑岩であり，主な構成鉱物は，角閃石，黒雲母，斜長

石，磁鉄鉱，チタン鉄鉱で，斜長石が斑晶状に大きく発

達し，層状構造やキュムレート状をなす場合がある（第

8.2図 e）．花崗閃緑岩の粗粒部内には，数多くの暗色包

有物が認められる．

　甲府花崗閃緑岩体を取りまくホルンフェルスとの境界

部のうち，雁坂峠に至る峠沢では，色指数や帯磁率の低

下とともに，中粒花崗閃緑岩が細粒花崗岩質になること

が観察される．また，幅数 mm から1cm の多くのアプ

ライト脈を含む箇所もある．一方，広瀬ダム付近にはル

ーフペンダント様あるいは捕獲岩としてホルンフェルス

第8. 1表　甲府花崗閃緑岩体に関する主要文献一覧
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ないしミグマタイトが分布する（第5.24図）．このホル

ンフェルスの周りにもチタン鉄鉱系花崗岩類の分布が認

められる．なお，広瀬ダム付近のホルンフェルスの原岩

は，四万十帯付加コンプレックスの小仏層群小菅ユニッ

トの砂岩泥岩互層に対比される（山梨県地質図編纂委員

会，1970）．

　以下に代表的岩石を簡単に記載する．試料採取位置は

第8.3図に示す．

試料番号：204052602

角閃石黒雲母花崗閃緑岩（笛吹川支流久渡沢林道沿い露

頭）

磁鉄鉱系，完晶質，等粒状

主成分鉱物：石英（他形，径1.0mm 程度，一部斑晶状

で長径1.5mm 程度），斜長石（自形，径0.8mm 以下，

一部斑晶状で長径2.0mm，累帯構造，セリサイト化），

カリ長石（他形，粒間充填状，径3.0mm 程度，汚れ），

黒雲母（自形，X= 淡緑褐色，Y=Z= 暗褐色-暗緑褐色，

長径0.5mm 以下，屈曲），角閃石（自形-半自形，X= 淡

黄緑色，Y=Z= 黄緑色-褐緑色，長径1.2mm 程度）

副成分鉱物：緑泥石，褐簾石，アパタイト，磁鉄鉱，チ

タン鉄鉱

試料番号：204112901

角閃石黒雲母花崗閃緑岩（笛吹川沿い露頭，南隣「丹波」

地域内）

磁鉄鉱系，完晶質，等粒状

主成分鉱物：石英（他形，径1.5mm 程度），斜長石（自

形，長径1.5mm 以下， 一部斑晶状，長径3.0mm 程度），

カリ長石（他形，粒間充填状，径0.5mm 程度），黒雲母

（自形，X= 淡褐黄色，Y=Z= 暗褐色，長径0.5mm 程度），

角閃石（自形-半自形，X= 淡黄緑色，Y=Z= 緑褐色，長

径1.0mm 程度，黒雲母による交代）

副成分鉱物：緑泥石，ジルコン，磁鉄鉱，チタン鉄鉱

50 cm50 cm

a b

c d

第8. 2図　甲府花崗閃緑岩体の産状

　　　　　 a：花崗閃緑岩．広瀬ダムの放流口付近の露頭．

　　　　　b：花崗閃緑岩．広瀬ダム東方，広川下流．

　　　　　c：b の接写．本地域で見られる一般的な花崗閃緑岩の岩質で，やや粗粒の黒雲母と角閃石が発達する．

　　　　　d：角閃石斑れい岩．層状構造が認められる．ナレイ沢と笛吹川出合い付近の転石．
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第8. 3図　甲府花崗閃緑岩体の試料・写真位置図

　　　　　 地形図は国土地理院発行の数値地図50000（地図画像）を用いた．
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試料番号：206082301

角閃石黒雲母花崗閃緑岩（一ノ瀬川沿い露頭，南隣「丹

波」地域内）

磁鉄鉱系，完晶質，等粒状

主成分鉱物：石英（他形，径1.5mm 程度），斜長石（自

形，長径1.5mm 以下，一部斑晶状，長径3.0mm 程度，

一部セリサイト化），カリ長石（他形，粒間充填状，径

1.0mm 程度），黒雲母（自形，X= 淡黄褐色，Y=Z= 暗緑

褐色，長径1.2～2.0mm 程度，屈曲），角閃石（自形-半

自形，X= 淡青緑色-淡褐色，Y=Z= 黄緑色-緑色，長径 

0.2～2.0mm 程度）

副成分鉱物：緑泥石，楔石，褐簾石，磁鉄鉱，チタン鉄

鉱

試料番号：205112802

角閃石黒雲母花崗閃緑岩（谷渡沢）．採取地点の南250m
には，幅約1m の断層がある．断層の通過する周辺では，

岩石に破砕が認められるため，断層から離れた新鮮な箇

所から採取した．

チタン鉄鉱系，完晶質，等粒状

主成分鉱物：石英（他形，径2.0mm 以下，弱い破砕），

斜長石（自形，長径1.2mm 以下），カリ長石（他形，

粒間充填状，径1.0mm 以下），黒雲母（自形-半自形，

X= 淡緑褐色-淡灰黄色，Y=Z= 暗褐色-暗緑褐色，長径

1.2mm 以下，弱い破砕，一部湾曲），角閃石（半自形，

X= 黄緑色-淡緑色，Y=Z= 青緑色-黄緑色，長径1.5mm
以下）

副成分鉱物：緑泥石，アパタイト，ジルコン，チタン鉄

鉱

試料番号：205112803

角閃石斑れい岩（笛吹川とナレイ川との出合い付近の露

頭）

磁鉄鉱系花崗閃緑岩に取り囲まれた角閃石斑れい岩（花

崗閃緑岩に向かい閃緑岩質に移化），磁鉄鉱系，完晶質，

等粒状

主成分鉱物：斜長石（長柱状，自形，長径1.2mm 以

下），角閃石（自形，X= 淡緑色，Y=Z= 黄緑色-緑褐色，

長径1.5mm 以下），黒雲母（自形，X= 淡黄褐色，Y=Z=
暗褐色-暗緑褐色，長径1.0mm 程度），石英（他形，径

1.2mm 以下），斜長石と角閃石の一部の斑晶では，ポイ

キリチック組織

副成分鉱物：緑泥石，方解石，アパタイト，ジルコン，

磁鉄鉱，チタン鉄鉱

8. 1. 4　モード組成

　本地域に分布する甲府花崗閃緑岩体の代表的40試料

（磁鉄鉱系29試料，チタン鉄鉱系11試料）のモード組成

について第8.2表と第8.4図に示す．なお4試料につい

ては，Shimizu（1986）及び Kato（1968）によるモード

組成も採用した．モード組成を測定した試料の採取位置

を第8.3図に示す．

　IUGS Subcommission（1973）による分類・命名に従うと，

本地域に分布する甲府花崗閃緑岩体は，大部分が花崗閃

緑岩及びトーナル岩の領域に入る（第8.4図）．後述す

る全岩化学分析の結果を合わせると，SiO2 (wt.%) の増

加に伴い，トーナル岩領域から花崗閃緑岩領域へ漸移す

る傾向が見られる．

8. 1. 5　全岩化学組成の特徴

　本地域に分布する甲府花崗閃緑岩体の代表的26試料

（磁鉄鉱系16試料，チタン鉄鉱系6試料，暗色包有物4

試料）の全岩化学組成を分析した結果を第8.3表，第

8.5図（主成分），第8.6図（微量成分）に示す．なお5

試料については，柴田（1967），Shimizu（1986）及び清

水・山名（1983）による分析値も採用した．全岩化学組

成を分析した試料の採取位置は第8.3図に示す．使用し

た装置は，富山大学機器分析センターに設置されている

波長分散型蛍光 X 線装置（Philips-PW2404R）及び東京

大学海洋研究所に設置されている波長分散型蛍光 X 線

装置（Rigaku-3270）である．

　主成分化学組成について，Na2O，K2O で分散が大き

いことなど，Shimizu（1986）や角田ほか（2009）とほ

ぼ同様な結果が得られた．SiO2は，甲府花崗閃緑岩では 

57～73%，暗色包有物では47～53% である．

　微量成分化学組成について，Th, Zr, Rb, Ba の挙動が 

K2O と似た傾向がある（第8.6図）．

8. 1. 6　鉱物化学組成の特徴

　東京大学海洋研究所に設置されている波長分散型 X
線マイクロプローブ装置（JEOL-733）を用い，全岩化

学組成を測定した試料から7試料について，以下の主要

構成鉱物の化学組成を測定した．

斜長石：分析結果を An（灰長石）成分の頻度図とし

て第8.7図に示す．累帯構造が著しく，An 成分の広

い変化幅（An10 ～ An75）が認められ，An30付近と

An50付近が卓越する傾向がある．甲府花崗閃緑岩と

暗色包有物とでは，ほぼ同様な An 成分変化幅を持つ．

角閃石：分析結果を Leake et al.（1997）による図を用

いて，第8.8図に示す．本地域の甲府花崗閃緑岩体

に含まれる角閃石は，組成から，苦土普通角閃石

（magnesiohornblende），鉄普通角閃石（ferrohornblende）
であり，Shimizu（1986）による結果とほぼ同様である．

暗色包有物中に含まれる角閃石は，甲府花崗閃緑岩中

のものよりも Si に乏しい傾向が認められる．

黒雲母：分析結果を第8.9図に示す．本地域の甲府花

崗閃緑岩体に含まれる黒雲母は，組成から鉄雲母
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第8. 2表　甲府花崗閃緑岩体のモード組成測定結果

　　　　　 gd：花崗閃緑岩，tn：ト−ナル岩，ga：斑れい岩，mt：磁鉄鉱系，il：チタン鉄鉱系．*37-39：

Shimizu（1986），**40：Kato（1968）による分析値．

60
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9065
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A

磁鉄鉱系

チタン鉄鉱系

第8. 4図　甲府花崗閃緑岩体のモード組成

　　　　　 Kato（1968）及び Shimizu（1986）のデータも加え

作成した．Q：石英，A：アルカリ長石，P：斜長

石，Gr：花崗岩，Gd：花崗閃緑岩，Tn：トーナル岩，

Qmd：石英モンゾ閃緑岩，Qd：石英閃緑岩．
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第8. 3表　甲府花崗閃緑岩体の全岩化学組成

　　　　　 *KG22：柴田（1967），**KG23-25：Shimizu（1986），#KG26：清水・山名（1983）による分析値．

mt：磁鉄鉱系，il：チタン鉄鉱系，de：暗色包有物．なお KG18-KG21は，第8.3図の範囲外

のため位置を示していない．
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（annite）及びシデロフィライト（siderophyllite）であり，

Shimizu（1986）による結果とほぼ同様である．

8. 1. 7　放射年代

　本報告で実施した，本地域及び周辺の花崗岩類（甲府

花崗閃緑岩体及び秩父トーナル岩）と秩父トーナル岩の

衛星岩体を貫く岩脈の年代測定値を第8.4表に示す．本

地域に分布する甲府花崗閃緑岩体の年代測定値の結果

は，約9.7～8.9Ma である．

　第8.5表に甲府花崗閃緑岩体の代表的な年代測定値を

まとめる．すなわち，甲府花崗閃緑岩体を構成する御岳

昇仙峡型，徳和型，芦川型，小烏型では，以下のように

まとめることができる．

御岳昇仙峡型17～11Ma
（河野・植田，1966；山梨県地質図編纂委員会，

1970；柴田ほか，1984；Saito and Kato，1996；Saito et 
al., 2007）

徳和型15～8Ma
（河野・植田，1966；Morita，1970；山梨県地質図

編纂委員会，1970；清水・山名，1983；柴田ほか，

1984；中央開発株式会社，1992；角田ほか，1992；

Saito and Kato，1996；Saito et al., 1997；Ito et al., 
1999； 角 田，2003； 松 本 ほ か，2007；Saito et al., 
2007；本報告）

芦川型14～10Ma
（Morita，1970；Sato，1991；Saito et al., 1997；Ito et 
al., 1999；Saito et al., 2007）

小烏型7～4Ma
　（河野・植田，1966；柴田ほか，1984)

　また，川浦型（三の橋型）閃緑岩は7Ma（柴田ほ

か，1984），徳和型中のペグマタイトは7Ma（角田ほか，

1992）である．

8. 1. 8　帯磁率

　帯磁率の測定は，Geofyzika Brno 社製 kappameter KT −

5型帯磁率計を用い，フィールドでほぼすべての露頭で

実施した．Ishihara（1979）は，kappameter KT-3型帯磁

率計による帯磁率値と Bison Model 3101による帯磁率値

との間に良い相関性があることを報告した．本報告にお

いても，富山大学大学院理工学研究部において，Agico
社製 KLY-3S Kappabridge 帯磁率計及び Bartington 社製

MS2K 帯磁率計を用い，kappameter KT-5型の測定結果
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第8. 5図　甲府花崗閃緑岩体の全岩化学組成（主成分）

　　　　　 Shimizu（1986）及び清水・山名（1983）のデータも加え作成した．第8.3表参照．
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第8. 6図　甲府花崗閃緑岩体の全岩化学組成（微量成分）

　　　　　 清水・山名（1983）のデータも加え作成した．第8.3表参照．
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第8. 7図　甲府花崗閃緑岩体の鉱物化学組成（斜長石）

　　　　　 An：灰長石．
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を点検し，後者の測定値に問題がないことを確認した．

フィールドでは，帯磁率計の測定面が露頭面に密着する

ように当て，各露頭で10回測定し，その平均値を帯磁

率値とした．帯磁率を測定した標本から研磨片を作成し，

鉱石顕微鏡を用いて，磁鉄鉱の有無を調べた．本地域に

おいて，磁鉄鉱が観察された甲府花崗閃緑岩体標本（磁

鉄鉱系花崗岩類）の帯磁率値の最小値は，22.0 x 10-3 

SI である．

　本地域の甲府花崗閃緑岩体において，磁鉄鉱系花崗岩

類とチタン鉄鉱系花崗岩類の分布を地質図に示した．一

般に，岩体周縁部にチタン鉄鉱系花崗岩類が分布する．

また，広瀬ダム付近のホルンフェルスの周りにもチタン

鉄鉱系が分布する．このことは，すでに Shimizu（1986）

によって指摘されている．しかし，本地域では，笠取山

と唐松尾山の中間付近に位置する黒
くろえんじゅ

槐山付近において，

この周縁部に分布するチタン鉄鉱系花崗岩類が認められ

ず，磁鉄鉱系花崗岩類と8.1.9節に示されるように，磁

鉄鉱を含む高い帯磁率を持つホルンフェルスやミグマタ

イトが直接接することが判明した．

8. 1. 9　接触変成作用

　橋本ほか（1954）は，ミグマタイト様岩石の存在とと

もに，甲府花崗閃緑岩体との接触部から数100m にわた

って，ホルンフェルス中に黒雲母ができていることを述

べた．石井（1961）は，入川支流の大荒川沢の岩株状ト

ーナル岩周辺のホルンフェルスを調査し，トーナル岩と
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第8. 8図　甲府花崗閃緑岩体の鉱物化学組成（角閃石）

　　　　　 tremolite：透角閃石，actinolite：アクチノ閃石，

　　　　　ferroactinolite：鉄アクチノ閃石，

　　　　　magnesiohornblende：苦土普通角閃石，

　　　　　 ferrohornblende：鉄普通角閃石．Fe*：全鉄を Fe2+ と

して計算．

0

0.5

1
6 5.5 5

M
g/
M
g+
Fe
*

phlogopite
Si

eastonite

annite siderophyllite

第8. 9図　甲府花崗閃緑岩体の鉱物化学組成（黒雲母）

　　　　　 annite：鉄雲母，phlogopite：金雲母，siderophyllite：
シデロフィライト，eastonite：イーストナイト．

Fe*：全鉄を Fe2+ として計算．

第8. 4表　K-Ar 年代測定結果

　　　　　 壊変定数は，Steiger and Jäger(1977) の λe=0.581×10-10 /year，λβ=4.962×10-10 /year，40K/K=1.167×10-4を使用している．
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第8. 5表　甲府花崗閃緑岩体の放射年代一覧
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の接触部側から，紫蘇輝石帯，菫青石帯，黒雲母帯とい

う累帯配列があることを報告した．また，それぞれにつ

いて，以下のことを報告した．紫蘇輝石帯のホルンフェ

ルスは，斜長石，石英，黒雲母，紫蘇輝石，角閃石のほ

か，少量のジルコン，アパタイト，磁鉄鉱などから構成

される．トーナル岩との接触部から20～30cm 以内では，

斜長石は短柱状で，細粒閃緑岩様組織を示す．トーナル

岩との接触部から2～3m の範囲では，斜長石は斑状で，

モザイク組織と細粒閃緑岩様組織が混在する．菫青石帯

のホルンフェルスは，斜長石，石英，カリ長石，黒雲母，

菫青石のほか，少量のアパタイト，ジルコン，磁鉄鉱な

どから構成され，モザイク組織を示す．黒雲母帯のホル

ンフェルスは，石英，斜長石，黒雲母，緑れん石，方解

石のほか，少量の磁鉄鉱，アパタイト，ジルコンなどか

ら構成され，砂岩の組織を残している．Kato（1968）は，

甲府花崗閃緑岩体周辺では，角閃岩相の紅柱石を生ずる

亜相（都城，1965）相当のホルンフェルスが甲府花崗閃

緑岩体との接触部から1km 程度にわたって分布するこ

とを示した．Saito et al.（2006）は，接触部にホルンフ

ェルス及びミグマタイト（メタテクサイト，ディアテク

サイト，含菫青石トーナル岩）が産出することを報告し

た．本地域の雁坂峠に至る峠沢では，黒雲母ホルンフェ

ルスとともに Saito et al.（2006）の記載によく似たミグ

マタイトが観察される．唐松尾山付近では，少なくと

も約500m にわたって黒雲母ホルンフェルスが観察され

る．黒雲母ホルンフェルスは，0.02mm 以下の石英，カ

リ長石，斜長石，黒雲母，緑泥石，白雲母，セリサイト，

不透明鉱物などの集合体で，モザイク組織を持つ．しば

しば菫青石斑状変晶が観察される．菫青石は，自形-半

自形，径0.2～0.6mm で，一般にピナイト化している．

さくろ石が観察されることもある．

　ホルンフェルスの帯磁率は，一般に低いが，例外的に，

笠取山付近の砂質ホルンフェルス（一部は，ミグマタイ

ト）では，磁鉄鉱，赤鉄鉱，チタン鉄鉱などからなる縞

模様が観察され，高い帯磁率が測定された．

8. 1. 10　岩脈

　久渡沢とナレイ沢で，中粒花崗閃緑岩体中に8本の北

西-南東方向の安山岩岩脈（Ad）が認められる．脈幅1

～8m で，1～3m のものが多い．茶灰色無斑晶質，鏡下

では，斜長石斑晶と石基は多数の針状斜長石と磁鉄鉱な

どからなる．化学分析の結果，SiO2含有量は57.7%，ソ

レアイト系列に属する．久渡沢沿いの林道などにも同様

な岩脈が認められる．

　ほぼ東西走向，幅10～30cm の石英脈が，ナレイ沢中

腹に数本認められる．すぐ西側には，三富珪石鉱山とし

て採掘された石英脈が薄板状で東西の走向に発達するた

め，この東側延長線上の割れ目に形成されたものと考え

られる．

8. 2　秩父トーナル岩（Ctm，Cti）

8. 2. 1　命名・分布

　本報告では，従来の秩父石英閃緑岩体（たとえば，通

産省資源エネルギー庁，1975など）を秩父トーナル岩

と呼ぶ．秩父トーナル岩は，本地域北西部に分布する．

秩父トーナル岩は，南部岩体と北部岩体に細分され，本

地域には，南部岩体が分布する（第8.10図）．周辺に小

規模な衛星岩体が分布する．

8. 2. 2　研究史・概要

　本地域に分布する秩父トーナル岩は，一般に，細粒の

黒雲母角閃石トーナル岩及び角閃石黒雲母トーナル岩で

ある．本岩体では，岩体中央部に磁鉄鉱系花崗岩類が，

岩体周縁部にはチタン鉄鉱系花崗岩類が分布する傾向が

認められる．第8.6表に秩父トーナル岩に関する主要な

文献を示す．

8. 2. 3　岩石記載・造岩鉱物の特徴

　本地域の秩父トーナル岩は，主に，細粒の黒雲母角

閃石トーナル岩から構成される（第8.11図 a, b）．完晶

質，等粒状，色指数15～35で，主要構成鉱物は，斜長石，

黒雲母，角閃石，石英，カリ長石（正長石），斜方輝石，

不透明鉱物（磁鉄鉱，チタン鉄鉱，黄鉄鉱，黄銅鉱）で

ある．秩父トーナル岩は，一般に，変質が強いが，南部

岩体は北部岩体に比べ，変質の程度は弱い．しばしば径

1cm～2m 程度の比較的丸味を帯びた暗色包有物を含む．

中津峡の衛星岩体の産状を第8.11図 c, d に示す．主要

構成鉱物の特徴を以下に示す．

� �
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第8. 10図　秩父トーナル岩の地質概略図
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斜長石：粒径0.2～1.5mm，自形-半自形，短冊状，集

片双晶を示す．中心部付近が汚濁し，ソーシュライ

ト化していることが多い．

黒雲母：粒径0.1～1.5mm，半自形-他形，板状-薄片状，

角閃石や不透明鉱物と隣接し，0.6～3mm 程度の集

合体を作る．不透明鉱物や短柱状斜長石などを包有

する．変質して，緑泥石化していることが多い．屈

曲を示すことがある．ホルンフェルスとの接触部付

近では，虫食い状を呈する．

角閃石：粒径0.1～0.5mm，半自形-他形，黒雲母と隣

接し，集合体を作る．緑泥石化や緑れん石化してい

ることが多い．不透明鉱物を包有する．

石英：粒径0.05～1mm，他形，填間状．比較的大き

なものは，斜長石を包有することがある．ホルンフ

ェルスとの接触部付近では，多くの斜長石を包有し，

それらが石英の外形に沿うように配列することがあ

る．

カリ長石：粒径0.4～0.7mm，他形，填間状，汚濁

斜方輝石：粒径0.1～0.6mm，半自形-他形

　以下に代表的岩石を簡単に記載する．試料採取位置は

第8.12図に示す．

試料番号：205112606

角閃石黒雲母トーナル岩（中津川と鎌倉沢の出合い東方

約300m）

磁鉄鉱系，完晶質，等粒状

主成分鉱物：石英（他形，径1.5mm 以下），斜長石（自形，

長径1.5mm 程度，一部斑晶状，長径3.0mm 程度），カ

リ長石（他形，粒間充填状，径0.5mm 程度），黒雲母（自形，

X= 淡褐黄色，Y=Z= 暗赤褐色-暗黄褐色，長径0.5mm 程

度），一部黒雲母は角閃石に交代，角閃石（自形-半自形，

X= 淡黄緑色，Y=Z= 黄緑色-緑色，長径1.0mm 程度）

副成分鉱物：緑泥石，ジルコン，磁鉄鉱，チタン鉄鉱

試料番号：203111805

角閃石黒雲母トーナル岩（中津川集落，南部岩体）

磁鉄鉱系，完晶質，等粒状

主成分鉱物：石英（他形，径1.0mm 以下，一部斑晶

状，径2.0mm 程度），斜長石（自形，長径1.5mm 以

下，顕著な累帯構造），カリ長石（他形，粒間充填状，

径0.4mm 程度，変質），黒雲母（自形，X= 淡褐黄色，

Y=Z= 暗黄褐色，長径1.0mm 以下，屈曲），一部黒雲母

は角閃石を交代，角閃石（自形-半自形，X= 淡褐色，

Y=Z= 黄褐色-褐色，長径0.5mm 程度，強変質）

副成分鉱物：緑泥石，アパタイト，磁鉄鉱，チタン鉄鉱

試料番号：205112607

普通角閃石黒雲母トーナル岩（秩父鉱山大黒鉱床近く，

北隣「万場」地域）

磁鉄鉱系，完晶質，等粒状

主成分鉱物：石英（他形，径1.0mm 程度），斜長石（自

形，長径1.5mm 以下），カリ長石（他形，径0.4mm 以

下），黒雲母（自形-半自形，X= 淡褐黄色，Y=Z= 暗褐色，

長径0.3mm 程度），角閃石（自形-半自形，X= 淡緑色，

Y=Z= 黄緑色-黄褐色，長径1.5mm 以下），単斜輝石（角

閃石に交代，斑晶の中央部，長径0.5mm 程度）．斜方輝

石（自形，長径1.0mm 程度）

副成分鉱物：緑泥石，磁鉄鉱（やや鉱化作用を受け，磁

鉄鉱が点在），チタン鉄鉱

　以下に中津峡の衛星岩体を記載する．

試料番号：203111801

角閃石黒雲母トーナル岩（中津峡） 

磁鉄鉱系，完晶質，等粒状（岩体周縁部は，中粒で，石

英，角閃石，黒雲母が斑晶様）

主成分鉱物：石英（他形，長径0.6mm 以下），斜長石（自

形，長径1.1mm 以下，一部斑晶様（長径3.5mm 程度），

顕著な累帯構造），カリ長石（他形，粒間充填状，長径 

第8. 6表　秩父トーナル岩に関する主要文献一覧
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a b

c

d e

Pd

Tn

Pd

Tn

1 m1 m

1 m1 m

1 cm1 cm 2 cm2 cm

第8. 11図　秩父トーナル岩の産状

　　　　　  a：トーナル岩．ほぼ垂直な節理が発達し，節理は10m 以上続く．鎌倉沢と中津川出合い付近の林道沿い．

　　　　　 b：a の接写．本地域で見られる一般的なトーナル岩の岩質で，灰白色で各鉱物が等粒状に発達する．

　　　　　 c： 中津峡の衛星岩体．トーナル岩（Tn）中に斑状安山岩脈（Pd）が貫入する．なおトーナル岩と斑状安山岩の境

界は不明瞭である．

　　　　　 d：中津峡の衛星岩体（トーナル岩）の接写．やや優白色で有色鉱物の自形斑晶が目立つ． 

　　　　　 e：斑状安山岩の接写．粗粒な有色鉱物の斑晶が発達する．
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0.2mm 程度，よごれ）黒雲母（自形，半自形，X= 淡褐色，

Y=Z= 暗褐色，長径0.5mm 以下，一部に斑晶様（長径

1.0mm 程度），一部角閃石を交代），角閃石（自形，半自形，

X= 淡緑色，Y=Z= 黄緑色，長径0.5mm 以下）

副成分鉱物：緑泥石，磁鉄鉱，チタン鉄鉱

試料番号：203111802

角閃石-黒雲母トーナル岩（中津峡）

磁鉄鉱系，完晶質，等粒状

主成分鉱物：石英（他形，径0.2mm 程度，一部斑晶状，

長径1.0mm 程度），斜長石（自形，長径1.0mm 以下，

顕著な累帯構造），カリ長石（他形，粒間充填状，径

0.1mm 程度），黒雲母（自形，長径0.6mm 以下，X=淡褐色，

Y=Z= 暗褐色，一部角閃石を交代，強い変質），角閃石（自

形-半自形，X= 淡緑色，Y=Z= 黄緑色，長径0.5mm 以下）

副成分鉱物：緑泥石，アパタイト，磁鉄鉱，チタン鉄鉱

8. 2. 4　モード組成

　秩父トーナル岩の代表的14試料（磁鉄鉱系10試料，

チタン鉄鉱系4試料）のモード組成を測定した結果を第
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第8. 12図　秩父トーナル岩の試料・写真位置図

　　　　　  地形図は国土地理院発行の数値地図50000（地図画像）を用いた．
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8.7表と第8.13図に示す．モード組成を測定した試料

の採取位置を第8.11図に示す．14試料のうち，7試料

は本地域から，7試料は北隣万場地域から採取した（第

8.7表）．

　IUGS Subcommission（1973）による分類・命名に従う

と，秩父トーナル岩は，大部分がトーナル岩の領域に入

る（第8.13図）．

8. 2. 5　全岩化学組成の特徴

　秩父トーナル岩の代表的22試料（磁鉄鉱系10試料，

チタン鉄鉱系4試料，中津峡の衛星岩体8試料）の全岩

化学組成を分析した結果を第8.8表，第8.14図（主成

分），第8.15図（微量成分）に示す．22試料のうち，8

試料は本地域から，10試料は北隣万場地域から採取し

た．なお中津峡の衛星岩体のうち，4試料については柴

田・北村（1944）の分析値も採用した．全岩化学組成を

分析した試料の採取位置を第8.12図に示す．使用した

装置は，富山大学機器分析センターに設置されている波

長分散型蛍光 X 線装置（Philips-PW2404R）及び東京大

学海洋研究所に設置されている波長分散型蛍光 X 線装

置（Rigaku-3270）である．

　今回は，データ数が少ないため，データを示すことに

とどめるが，SiO2は，秩父トーナル岩では55～67%，中

津峡に露出する衛星岩体のトーナル岩では47～58% で，

秩父トーナル岩の方が衛星岩体（中津峡）のトーナル岩

より分化が進んでいる傾向が認められる．

8. 2. 6　鉱物化学組成の特徴

　東京大学海洋研究所に設置されている波長分散型 X
線マイクロプローブ装置（JEOL-783）を用い，全岩化

学組成を測定した試料から7試料について，以下の主要

構成鉱物の化学組成を測定した．

斜長石：分析結果を An（灰長石）成分の頻度図として

第8.16図に示す．累帯構造が著しく，An 成分の広い

変化幅が認められる．An25～An80に集中する傾向が

あるが，秩父鉱山大黒鉱床付近（北隣万場地域）の秩

父トーナル岩と中津峡の衛星岩体では，An60～An80
の範囲が卓越する．

輝石：秩父鉱山大黒鉱床付近（北隣万場地域）の秩父ト

ーナル岩と中津峡の衛星岩体中に見出される．化学組

成を Wo（珪灰石）-Di（透輝石）-Hd（灰鉄輝石）-Fs（鉄

珪輝石）-En（頑火輝石）図に示す（第8.17図）．単

斜輝石は，主に，透輝石-灰鉄輝石と普通輝石の範囲

に入る．斜方輝石は，Wo 成分5% 以内で，Fs36En62

第8. 7表　秩父トーナル岩のモード組成測定結果

　　　　　gd：花崗閃緑岩，tn：ト−ナル岩，mt：磁鉄鉱系，il：チタン鉄鉱系．
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9065 P

Gd Tn
Qd

Q
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磁鉄鉱系

チタン鉄鉱系

第8. 13図　秩父トーナル岩のモード組成

　　　　　  Q：石英，A：アルカリ長石，P：斜長石，Gd：花

崗閃緑岩，Tn：トーナル岩，Qd：石英閃緑岩．
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～Fs42En55の範囲に集中する．

角閃石：角閃石は，一般に，変質しており，特に，秩

父鉱山大黒鉱床付近などでは，変質が顕著である．

角閃石の化学組成を Leake et al.（1997）による図を

用いて，第8.18図に示す．Mg 値は0.5～0.7，Si 値
はほぼ6.7～7.7を示し，組成から，苦土普通角閃石

（magnesiohornblende）及びアクチノ閃石（actinolite）

である．秩父トーナル岩中の角閃石と中津峡の衛星岩

体中の角閃石の化学組成とでは，明瞭な違いは見出せ

ない．

黒雲母：黒雲母の組成変化を Mg/（Mg＋Fe*）-Si 図に示

す（第8.19図）．mg 値は0.3～0.7と広い範囲にあり，

組成から，鉄雲母 (annite)，金雲母 (phlogopite)，シ

デロフィライト (siderophyllite) である．秩父トーナル

第8. 8表　秩父トーナル岩の全岩化学組成

　　　　　 *CT19-22：柴田・北村（1944）による分析値．中津峡は，中津峡に分布する衛星岩

体からの試料を指す．mt：磁鉄鉱系，il：チタン鉄鉱系．
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岩中，秩父鉱山大黒鉱床付近（北隣万場地域）の黒雲

母では，一般に，Mg/(Mg＋Fe*）が0.6～0.7である．

また，秩父トーナル岩中の黒雲母のほうが中津峡の衛

星岩体中の黒雲母よりも，Mg/(Mg＋Fe*）の変動が

大きい傾向が認められる．

8. 2. 7　放射年代

　秩父トーナル岩は，一般に，変質しているため，比較

的新鮮な岩石を入手しがたい．そのため，信頼できるデ

ータが限られており，正確なデータを求めることが急

務であった．既報告及び今回得られた放射年代結果を

第8.9表に示す．年代測定結果は，6.8～5.3Ma である．

本地域に分布する秩父トーナル岩の年代測定結果は，2

データだけであるが，5.9Ma と6.0Ma である．

　中津峡に位置する衛星岩体の年代測定結果は，2デー

タだけであるが，5.9Ma と6.5Ma，岩脈では，1データ

だけであるが，6.4Ma である．

8. 2. 8　帯磁率

　フィールドでは，帯磁率計の測定面が露頭面に密着す

るように当て，各露頭で10回測定し，その平均値を帯

磁率値とした．帯磁率を測定した標本から研磨片を作成

し，鉱石顕微鏡を用いて，磁鉄鉱の有無を調べた．本地

域において，磁鉄鉱が観察された秩父トーナル岩標本（磁

鉄鉱系）の帯磁率値の最小値は，39.8 x 10-3 SI である．

　秩父トーナル岩において，磁鉄鉱系花崗岩類とチタン

鉄鉱系花崗岩類の分布は地質図に示した．秩父トーナル

岩周縁部において，チタン鉄鉱系花崗岩類が分布する傾

向が認められる．なお中津峡の衛星岩体については，地

質図上では磁鉄鉱系とチタン鉄鉱系の区別がはっきりし

ないため，両鉄鉱系の区分は行わなかった．

8. 2. 9　接触変成作用

　柴田・北村（1944）は，中津川中流域の中津峡の衛星

岩体周辺のチャート，粘板岩，砂岩起源のホルンフェル

スを報告した．一部にミグマタイトも存在する．

　中津川沿いでは，秩父トーナル岩との接触部から，東

側で300～400m，西側で100m 程度でホルンフェルスし

た岩石が認められる．ホルンフェルスは，主に，0.3mm
以下の黒雲母，白雲母，斜長石，カリ長石，石英などか

ら構成される．

8. 2. 10　岩脈

　中津川流域には，斑状安山岩岩脈（Pd）が認められる．

磁鉄鉱系 中津峡の衛星岩体チタン鉄鉱系
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第8. 14図　秩父トーナル岩の全岩化学組成（主成分）

　　　　　  柴田・北村（1944）のデータも加え作成した．第8.8表参照．
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第8. 15図　秩父トーナル岩の全岩化学組成（微量成分）
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第8. 16図　秩父トーナル岩の鉱物化学組成（斜長石）

　　　　　  An：灰長石．

Di Hd

En Fs
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秩父トーナル岩 中津峡の衛星岩体

Wo

第8. 17図　 秩父トーナル岩の鉱物化学組成（斜方輝石・単斜

輝石）

　　　　　  Wo：珪灰石，Di：透輝石，Hd：灰鉄輝石，Fs：鉄

珪輝石，En：頑火輝石，Au：普通輝石．
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本報告では，脈幅10m 以上の比較的規模の大きい王冠

西方と中津峡の岩脈について地質図上で示した．中津峡

では，細粒から中粒のトーナル岩を切る脈幅約数10m
の輝石角閃石斑状安山岩が観察される（第8.11図 e）．
以下に簡単に岩石記載を示す．

試料番号：203111803

輝石角閃石斑状安山岩（中津峡）

主成分鉱物：斜長石（自形-半自形，斑状，長径0.1

～1.0mm 程度，顕著な累帯構造），角閃石（自形，斑

状，X= 淡黄褐色-淡褐色，Y=Z= 緑褐色-黄褐色，長径

0.2～2.5mm 程度），単斜輝石（自形-半自形，長径0.1

～0.2mm 程度），斜方輝石（自形-半自形，長径0.3～

1.8mm 程度）石英（粒状，径0.5mm 程度，稀れ）

副成分鉱物：緑泥石，磁鉄鉱，チタン鉄鉱

　この岩脈は，トーナル岩よりやや優黒色，SiO2組成 

63% で，K-Ar 年代測定値（6.4Ma）から，トーナル岩

とほぼ同時期に形成されたと考えられる．
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第8. 18図　秩父トーナル岩の鉱物化学組成（角閃石）

　　　　　  tremolite：透角閃石，actinolite：アクチノ閃石， 

ferroactinolite：鉄アクチノ閃石， 

magnesiohornblende：苦土普通角閃石， 

ferrohornblende：鉄普通角閃石．Fe*：全鉄を Fe2+

として計算．
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第8. 19図　秩父トーナル岩の鉱物化学組成（黒雲母）

　　　　　  annite：鉄雲母，phlogopite：金雲母， 

siderophyllite：シデロフィライト，eastonite：イー

ストナイト．Fe*：全鉄を Fe2+ として計算．

第8. 9表　秩父トーナル岩の放射年代一覧
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9. 1　概要及び研究史

　三峰地域北西部，中津川流域の王冠には，約500m 四

方の狭い範囲に，上部中新統の王冠層が分布する．王冠

層は，主に安山岩質な凝灰質礫岩・礫岩・溶結凝灰岩か

らなる．王冠層は，藤本ほか（1957）により大カブリ礫

岩層と命名され，石井（1962）により定義された．これ

らの研究では，基盤の秩父帯付加コンプレックスの中津

川層群を不整合で覆う中新世以降の堆積物とされた．一

方，秩父団体研究グループ（1963）では，石英安山岩脈

に伴う迸入角礫岩として解釈されている．その後，石井・

荒木（1989）によって，大カブリ礫岩層は王
おおかむり

冠層として

再定義された．石井・荒木（1989）は，溶結凝灰岩とこ

れを貫くデイサイト中のジルコンから6.22Ma と6.82Ma
のフィッション・トラック年代を求め，王冠層の堆積年

代を後期中新世とした．また王冠層は不整合面に近づく

につれ傾斜角度が増すとし，堆積後の地盤陥没によって，

王冠層の地質構造が規制されているとした．足立ほか

（1999）は，王
おおかむり

冠層を王
おおかぶり

冠層と読み方を改称した．そし

て王冠層の高角な不整合面付近には，淘汰不良の崖錐性

礫岩が分布することを認め，王冠層の主な堆積物は基盤

に対しアバットした関係にあると解釈した．また王冠層

は，火山性陥没盆地を埋める火砕岩の堆積物であるとし

た．更に同様の特徴を持つ堆積物からなる甲府盆地北方

の三富層（足立ほか，1989）や，小楢山火山岩（三村ほか，

1984）に対比された（足立，1991；足立ほか，1999；尾

崎ほか，2002）．

9． 2　王冠層（Ok）

命名　大カブリ礫岩層（藤本ほか，1957；石井，1962）

を王
おおかむり

冠層（石井・荒木，1989）ないし王
おおかぶり

冠層（足立ほか，

1999）と改称された．本報告では，足立ほか（1999）に

従い，王
おおかぶり

冠層の地層名を用いる．

分布　中津川中流域の王冠周辺，中津川とムジナ沢及び

小品沢出合付近に分布する．

岩相　下位より，礫岩・安山岩質な凝灰質礫岩からな

り，安山岩溶結凝灰岩を挟む．礫岩は，基盤である秩父

帯付加コンプレックス中津川層群を不整合で覆う．不整

合面直上では，淘汰の悪い角礫岩が顕著に見られる（第

9.1図 a）．一般に礫は角-亜円礫で，礫種は砂岩・頁岩・

チャート・花崗閃緑岩からなる（第9.1図 b）．礫径は，

10cm 以下の礫が多いが，まれに数 m に及ぶこともある．

礫岩の上位には，凝灰質礫岩が認められる（第9.1図 c）．
凝灰質礫岩は，凝灰質な基質中に，砂岩・頁岩・チャー

ト・ホルンフェルス・花崗閃緑岩ないしトーナル岩礫

を含む（第9.1図 d）．一般に礫は角-亜円礫で，礫径は 

10cm 以下の礫が多い．安山岩溶結凝灰岩は，灰白色な

いし黒色のガラス質の基質からなり，1cm 以下の黒色

ないし白色な火山岩片を含む（第9.1図 e, f）．まれに

非溶結な安山岩凝灰岩を挟む．鏡下では，溶結したガラ

ス片からなる基質と結晶片が観察される（第9.1図 g）．
結晶片としては，斜長石が多く，他に石英・黒雲母から

なり，角閃石・不透明鉱物・岩片も認められる．石井・

荒木（1989）では，本層に貫入するデイサイト岩脈の報

告がある．本報告では，その分布規模が小さいため地質

図上には示していない．

地質構造　走向は N40～60 E゚ で，南東へ20～30 傾゚斜す

る．走向は北西-南東方向を示すこともあり，詳細は不

明である．

地質年代　溶結凝灰岩とこれを貫くデイサイト中のジル

コンのフィッション・トラック年代から，後期中新世と

された（石井・荒木，1989）．

第 9章　上部中新統王冠層

（原　英俊）
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第9. 1図　王冠層の岩相
　　　　　a： 王冠層と中津川層群との不整合面．河床に露出するほぼ水平面を撮影．中津川層群のチャートに，王冠層の角礫岩が

重なる．角礫岩は，非常に淘汰が悪く，角礫-亜円礫からなり，礫種は主に砂岩・チャート・花崗閃緑岩からなる．
　　　　　b：礫岩．亜角-亜円礫からなり，礫種は砂岩・頁岩・チャート・花崗閃緑岩からなる．
　　　　　c：凝灰質礫岩．南に傾斜した層理面が認められる．　d：凝灰質礫岩のスラブ写真．
　　　　　e：溶結凝灰岩のスラブ写真．　f：溶結凝灰岩．　g：溶結凝灰岩の薄片写真．オープンニコル．
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　三峰地域の第四系は，段丘堆積物，テフラ層（ロー

ム層），地すべり堆積物，谷底平野及び現河床堆積物か

らなる（第10.1図）．なお，地すべり堆積物について

は，第13章で記述する．ローム層中の鍵層となるテフ

ラ名は，個々の引用文献で使用された名称ではなく，町

田・新井（2003）の呼称に統一させた．また，それらテ

フラの推定噴出年代も町田・新井（2003）に従った（第

10.1図）．この他に，本地域の標高2,000m 前後の山頂

-稜線沿いには，最終氷期の周氷河堆積物である岩塊層

が分布するとされる（清水，1983）．しかし本報告では，

従来の研究報告の内容と本調査で明らかとなった問題点

を述べるに留め，地質図上での表示は行わなかった（第

10.4節）．

10. 1　段丘堆積物

　本地域の段丘堆積物は，中位段丘堆積物，低位段丘堆

積物，最低位段丘堆積物に区分される（第10.1図）．そ

れぞれ中期更新世末あるいは後期更新世の前半，後期更

新世の後半，完新世の前半に形成された河成段丘堆積物

である．段丘堆積物は，秩父盆地南西端に位置する本地

域北東端では比較的広く分布するが，他の地域では山間

のため分布は限られる．なお，段丘堆積物はテフラ層（ロ

ーム層）に広く覆われる．

10. 1. 1　中位段丘堆積物（tm）

　本地域の中位段丘堆積物は，秩父市橋場の秩父鉄道白
しろ

久
く

駅の南にのみ分布する．本段丘堆積物は，秩父市街

地（東隣「秩父」地域内）における町田・磯田（1983）

の羊山礫層，吉永・宮寺（1986）の羊山面の構成層，牧

本・竹内（1992）の中位Ｉ段丘堆積物に対比される（第

10.1表）．

　橋場での中位段丘面と現河床面との比高は140～

145m，厚さは約20m を示す．本堆積物は，主に巨礫-

大礫からなる礫層で，特に基底部には最大径約2m のチ

ャートの亜円礫を含む．大-中礫は円礫，巨礫は亜円礫

が多い．礫種は主に砂岩，チャート，千枚岩，花崗閃緑

岩からなる．また厚さ約8～9m の羊山ローム層及びそ

第 10 章　第　四　系

（尾崎正紀・竹内圭史）
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第10. 1図　第四系の層序
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れ以降のローム層に覆われ，ローム層の最下部には御
おん

岳
たけ

第一テフラ（On-Pm1），中位付近には箱根東京軽石

（Hk-TP）が挟まれている（渋谷，1983）．

　御岳第一テフラ（On-Pm1）の年代から，本段丘堆積

物は酸素同位体ステージ5c より古い下末吉段丘堆積物

に対比されると考えられている（町田・磯田，1983；吉

永・宮寺，1986；牧本・竹内，1992）．一方，根拠は示

されていないが，貝塚ほか（2000）は，秩父盆地の中位

段丘堆積物（面）の形成時期を酸素同位体ステージ6に

位置づけている．

10. 1. 2　低位段丘堆積物（tl）
　低位段丘堆積物は，後期更新世後半の河成段丘堆積物

で，本地域では秩父市白久・贄
にえ

川
かわ

などの荒川沿いや小
お

鹿
が

野
の

町原・大久保など小森川沿いに分布する．また甲府花

崗閃緑岩体の分布域である山梨市の笛吹川・広川と甲州

市の中川上流域にも狭小に分布する．なお山麓沿いには，

低位段丘堆積物（面）を覆うように崖錐-沖積錐堆積物

が分布していることが多い．なお崖錐-沖積錐堆積物は，

狭小な分布のため地質図では本堆積物に含めている．

　本段丘堆積物に対比される段丘堆積物は秩父盆地

（秩父市街地）に広く分布し，影森礫層（吉永・宮寺，

1986）や低位Ｉ段丘堆積物（牧本・竹内，1992）と呼ば

れる（第10.1表）．また，秩父市街地の本段丘面は町田・

磯田（1983）では6段に，吉永・宮寺（1986）では影森

面と大野原面（6段）に細分される．なお本地域内では，

低位段丘堆積物は秩父市白久周辺では3面，小鹿野町原

周辺では2面に細分されている（町田・磯田，1983；吉永・

宮寺，1986）．しかし三峰地域全体を考えると秩父市街

地の段丘堆積物（面）との対比は困難なため，本報告で

はこれらを低位段丘堆積物と一括した．低位段丘面と現

河床面の比高は，荒川沿いの秩父市白久で約30～40m，

小森川沿いの小鹿野町原で20～25m，笛吹川，中川，広

川で30～40m である．

　本堆積物は，巨-大礫の亜角礫-円礫からなる礫層を主

体として，中-細礫層及び砂層を挟む．一部，角礫を多

く含む淘汰の悪いシルト-砂層も挟まれる．礫層の厚さ

は，白久・贄川付近で5～15m（最上位面を有する段丘

堆積物が最も厚い），小鹿野町原付近で数 m～15m，中川・

広川上流域では5～10m である．荒川や小森川沿いの本

堆積物では，礫種はチャートと砂岩を主体として，頁岩，

千枚岩，片状砂岩，花崗岩類を含む．一方，笛吹川，中

川，広川沿いの本堆積物は，基盤岩を反映して花崗閃緑

岩・トーナル岩の礫種からなり，亜角礫-円礫の巨礫（最

大径2～3m）-中礫が全体の70～80%（露頭での面積比）

を占める．この他に，小河内層群古礼山ユニット起源と

推定されるホルンフェルス（砂岩・砂岩頁岩互層）の亜

角礫主体の巨礫-大礫を含む．基質は花崗岩質の粗粒砂

で，部分的に鉄の酸化によって褐色を呈する部分もある．

　低位段丘堆積物のうち最上位の段丘面上の一部には後

述の大里ローム層が載り，秩父市街地では浅間板鼻褐色

軽石層（群）（As-BP）などの挟在が確認されている（町

田・磯田，1983）．しかし，本地域の低位段丘堆積物で

は大里ローム層は確認できなかった．

第10. 1表　三峰地域及び秩父盆地に分布する段丘堆積物の対比

　　　　　 段丘面は段丘面構成堆積物として対比．
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10. 1. 3　最低位段丘堆積物（ts）
　最低位段丘堆積物は完新世の段丘堆積物で，町田・磯

田（1983）の上位金室礫層・下位金室礫層・巴礫層，牧本・

竹内（1992）の低位Ⅱ段丘堆積物，段丘面は吉永・宮寺

（1986）の柳田面に対比される（第10.1表）．

　本地域では，秩父市大滝の中津川・荒川沿い，甲府花

崗閃緑岩体分布地域の笛吹川及び中川，一之瀬川沿いに

小規模に分布する．多くは浸食段丘堆積物で，現河床面

からの基底面の比高は10～15m，層厚は1～5m である．

　中津川や荒川沿いの本堆積物は，主に巨礫を多く含む

礫層からなり，砂層を挟む．礫は砂岩が主体で，チャー

ト，片岩，ホルンフェルスを含む．笛吹川，中川，一之

瀬川沿いでは，花崗閃緑岩，トーナル岩の亜円礫 -円礫

と小河内層群古礼山ユニット起源のホルンフェルスの亜

角礫からなる巨礫-大礫層からなり，薄い砂層を挟む．

10. 2　テフラ層（ローム層）

　地質図には示していないが，中期更新世以降のテフラ

（降下火山灰層及び軽石層）が，山頂部の平坦面-緩斜面，

山麓緩斜面，段丘面を覆っている．

　本地域内では，秩父市の三峰（三峰神社付近）の山頂

及び山腹（秩父地質研究グループ，1966；埼玉第四紀研

究グループ，1968；渋谷，1983），栃本の南側山腹（秩

父地質研究グループ，1966；埼玉第四紀研究グループ，

1968；埼玉県地質図編纂委員会，1999），川又の南西方

の山腹の緩斜面（秩父地質研究グループ，1966；埼玉第

四紀研究グループ，1968），秩父湖北の山頂部の大滝げ

んきプラザ（旧大滝グリーンスクール）及びその南側山

腹（埼玉県地質図編纂委員会，1999），豆焼沢の豆焼橋

南の川沿い斜面（町田，1985,1996），秩父鉄道白久駅

南方の中位段丘面上（渋谷，1983）において，テフラ層（ロ

ーム層）の報告がある（第10.2図）．テフラ層は，三峰

の山頂部，白久駅南方の中位段丘堆積物上，豆焼橋の南

の崖錐堆積物中以外は，地すべり地塊及び崩積堆積物を

覆っており，それらの一部は地すべり堆積物となってい

る．上記で認められるテフラ層の厚さは4～6m 程度で

あるが，大滝げんきプラザでは厚さ12m のローム層が

確認されている（埼玉県地質図編纂委員会，1999）．

　奥秩父山地及び周辺地域のローム層は，下位より狭山

ローム層，羊山ローム層，新期ローム層，大里ローム層

に区分されている（第10.1図；埼玉県地質図編纂委員会，

1999）．

　狭山ローム層（清水・堀口，1994）は，多摩ローム層

に対比され，秩父盆地の高位段丘堆積物を覆う中期更新

世に堆積したテフラ層である．秩父盆地の尾
お

田
だ

蒔
まき

礫層を

覆う厚さ15m ほどの本ローム層からは多くのテフラ層

が同定されている（鈴木，2000；関東火山灰グループ，

2001など）．本地域内では，秩父湖北の尾根沿いの大滝

げんきプラザ（旧大滝グリーンスクール）において狭山

ローム層の報告がある（第10.2図；埼玉県地質図編纂

委員会，1999）．

　羊山ローム層は，秩父盆地の羊山丘陵を模式地とする

ローム層で，酸素同位体ステージ5e～5b 頃に降下した

テフラ層などで構成される下末吉ローム層に対比され

る．羊山ローム層の中で，重要な鍵層としては御
おん

岳
たけ

第一

テフラ（On-Pm1）が挙げられる．On-Pm1は，木曾御
おん

嶽
たけ

火山を給源とする降下軽石で，噴出年代は約10万年

頃（酸素同位体ステージ5c のピーク頃）と推定されて

いる（町田・新井，2003）．また，On-Pm1の下位には

八ヶ岳川上テフラ（Yt-Kw：中谷，1972）も認められる．

On-Pm1は，本地域内でテフラ層（ローム層）が記載さ

れている全ての地点で確認され，Yt-Kw は豆焼橋南の

川沿い斜面で報告されている（町田，1985,1996）．

　新期ローム層は，酸素同位体ステージ5a～3の時代に

堆積した武蔵野ローム層及び立川ローム層下部に対比さ

れるローム層で，上限は姶良 Tn テフラ（AT）である．

AT は南九州姶良カルデラを給源とする火山灰で，噴出

年代は約2.6～2 .9万年前と推定されている（町田・新

井，2003）．新期ローム層下部には，重要な鍵層として

箱根東京テフラ (Hk-TP)（6.0～6.5万年前；町田・新井，

2003）が挟まれ，本地域では秩父鉄道白久駅南方の中位

段丘堆積物に載るローム層の中位付近で確認されている

（渋谷，1983）．

　大里ローム層は AT より上位のローム層で，立川ロ

ーム層上部に対比される．本ローム層は，浅間火山体

西部の黒
くろ

斑
ふ

火山を給源とする浅間板鼻褐色軽石層（群）

（As-BP）（20～25万年前）や浅間板鼻黄色軽石層（As-YP）
（1.5～1.65万年前）を挟む．本ローム層は本地域内にも

広く分布するが，鍵層となるテフラ層の報告はない．

10. 3　谷底平野及び現河床堆積物（a）

　谷底平野及び現河床堆積物は，完新世（特に後半）に

形成された山間の谷沿いに分布する河川堆積物で，本地

域北東部の荒川や小森川沿いなどに小規模に分布する．

5万分の1縮尺では谷底平野と現河床堆積物を厳密に区

別することは困難なため，地質図では一括して示した．

また，地質図では示していないが，本地域北東部以外の

河川沿いにも狭小に分布する．

　本地域北東部に分布する谷底平野堆積物及び現河床堆

積物は，巨-大礫サイズの礫層を主体として，一部砂層

を含む．それ以外の山間部では厚さは数 m 以下で，径

数 m の岩塊も多く含まれる．礫種は流域の基盤岩を反

映し，全体としてはチャートと砂岩を主体し，玄武岩類，

石灰岩，花崗岩類を含むが，荒川上流では大滝層群の千

枚岩・片状砂岩や小河内層群のホルンフェルスが多くな

る．
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　現河床堆積物については，本地域を含む埼玉県の荒川

の詳細な河道状況図の作成（昼間ほか，1985）や，地域

内の6箇所を含む荒川本流の現河床堆積物調査（武井ほ

か，1987）が行われている．

10. 4　周氷河堆積物

　本地域の南部には，西隣の5万分の1「金
きん

峰
ぷ

山
さん

」地

域内の金峰山から，雲取山，笠取山，破風山など標高 

2,000m 級の山々がほぼ東西に連なっており，山梨県と

埼玉県，東京都と埼玉県の県境にもなっている．清水

（1983）は，この山頂部や稜線付近に分布する岩塊層（岩

塊斜面を構成する堆積物）を，最終氷期（後期更新世後

半）に形成された周氷河堆積物に位置づけ，主に亜高山

針葉樹林に覆われた標高1,800～2,000m 以上に分布する

ものを旧期岩塊層，ハイマツに覆われ末端が舌状形状を

示す標高約2,450m 以上に分布するものを新期岩塊層と

した．本地域には旧期岩塊層のみが，西方の金峰山（標

高2,599m）付近（金峰山地域内）には新期岩塊層と旧

期岩塊層が分布するとした．

　清水（1983）が示した本地域内の旧期岩塊層は，付加

コンプレックスが基盤となるところでは主に大礫-中礫

サイズの角礫からなり，花崗閃緑岩では巨礫サイズの角

礫-亜角礫を主体とする．基質として主に褐色-黄褐色の

Yt-Kw

Yt-Kw

  大滝げんきプラザから
 標高約 100ｍほど下った
南側斜面の道路脇の露頭

M1

栃本川又南西の
山腹緩斜面 三峰神社南    秩父鉄道白久駅南

 旧月ヶ峰キャンプ場
    三峰観光
　道路沿い

新期ローム層 　新期
ローム層

羊山ローム層

羊山ローム層

羊山ローム層

狭山ローム層

   大里
ローム層

表土 黒色帯 ローム層 軽石 風化帯 基盤

On-Pm1

 大滝げんき
    プラザ
（旧大滝グリ
ーンスクール）

0

5

ｍ

N4 T1 M5 Loc. 5

On-Pm1

On-Pm1

On-Pm1

Hk-TP

?
?

22 23

28

クラック帯   粘土質
ローム層

角礫 軽石 風化帯 基盤

第 10.2 図

第10. 2図　主なテフラ層の地質柱状図

　　　　　  地質柱状図に記した記号は引用文献中の番号で，N4,T1,M1,M5は埼玉第四紀研究グループ（1968），Loc. 5は渋谷（1983），

23,28は埼玉県地質図編纂委員会（1999）より引用．本図はそれらに基づき，模様・スケール等を統一して作成．
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風化土壌からなる細粒物質を多く含む（第10.3図）．多

くは植生に覆われており，黒色土壌を表層部に伴う．清

水（1983）は，旧期の岩塊斜面の発達は高度によって

決定されるとした．しかし，標高2,000m 以下の1,000m
級の山頂-稜線地域においても同様な岩塊斜面（岩塊層）

は広域的に分布しており，また，清水（1983）の示す本

地域の旧期岩塊層の一部には地すべり堆積物も含まれて

いる．

　一方，清水（1983）は，金峰山地域の標高1,850m 付

近に分布する旧期岩塊層の下位に御岳第一テフラ（On-
Pm1；小林ほか，1967）の存在を明らかにし，当時 On-

Pm1の噴出年代は約8万年前（町田・鈴木，1971）と考

えられていたことから，旧期岩塊層の形成は最終氷期

であるとした．しかし，現在 On-Pm1の年代は最終間

氷期中頃の10万年前頃と推定されており（町田・新井，

2003），すべての旧期岩塊層が最終氷期に形成されたと

は必ずしもいえない．

　以上のように，清水（1983）の示した本地域の標高 

2,000m 級の山頂-稜線地域に分布する岩塊層は，すべて

化石周氷河堆積物である確かな証拠はなく，異なる成因

のものが混在している可能性が高い．このため，本地質

図には表示しなかった．

� �

� ��

第10. 3図　雲取山付近の岩塊層

　　　　　  A：雲取山頂上の北斜面，B：雲取山荘南の登山道（スケールは1m），C：雲取山避難小屋の東斜面及び尾根沿い，D：雲

取山避難小屋東側尾根．いずれの地域も清水（1983）によって最終氷期の化石周氷河斜面（旧岩塊層）とされている．
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11. 1　 付加コンプレックスのユニット境界をなす

スラスト

　付加コンプレックスのユニットは，主に南西方へ衝上

するスラストによって境される．また複数のユニットが

累重・累積して，全体として覆瓦構造を形成する．各ユ

ニット内部では，南西方へ衝上する多数のスラストによ

って地層の繰り返しが頻繁に起き，様々なスケールの構

造ユニット（スライス）を形成する．また各スラストは，

地層の走向傾斜と同様の姿勢を持つ．このことはスラス

トの発達が，付加コンプレックスの内部構造を規制して

いることを示している．また向斜・背斜，アンチフォー

ム・シンフォームの軸跡も，地層やスラストの走向にほ

ぼ一致する．なお多数のスラストの発達により，ユニッ

ト境界をなすスラストの認定は難しいが，ユニット間に

おける岩相の相違により，スラストの位置を特定するの

は可能である．中津川層群の両神ユニットと大ガマタユ

ニットの境界をなす三国山スラストの例を示す．

三国山スラスト

　三国山スラストは，Ueno and Hisada（2006）によっ

て命名された．両
りょう

神
かみ

ユニットと大ガマタユニットの境

界をなす（第3.9図）．なお従来の見解では両ユニット

の境界は，大若沢下流や中津川流域の中双里周辺に分

布するメランジュの基底部に設定されていた（Hisada et 
al., 1992）．しかし三国山スラストを挟んだ岩相の相違

などから，三国山スラストが両ユニットの境界とされた

（Ueno and Hisada，2006）．

　三国山スラストの上盤は両神ユニットのチャート及び

砂岩からなり，下盤は大ガマタユニットの砂岩からなる．

この三国山スラストを境にして，両ユニットの地層の走

向は，10 ～ 20 斜゚交する．三国山スラストは直接観察で

きないが，チャートの分布から推定すると走向はほぼ東

西であり，約60 程゚度北に傾斜する．中津川上流域大ガ

マタ沢や大山沢において，三国山スラスト近傍では，走

向が EW～50 W゚ で傾斜が30～60 N゚ を示すスラストが

発達する（第3.9図）．またイライト結晶度の予察的検

討では，三国山スラストを境にして，約0.1～0.2Δ2 θ゚ 

のギャップが認められた（上野ほか，2001）．

11. 2　層序単元の境界をなす断層

11. 2. 1　諏訪山断層

　神流川上流域では，山中白亜系及び蛇紋岩と秩父帯付

加コンプレックス（乙父沢層）は，多数の高角度な断層

によってスライス化し，これらは断層に境され複雑な分

布を示す（第3.1図）．Ueno and Hisada（2006）は，こ

れらの地質体と秩父帯付加コンプレックス（野栗沢ユニ

ット）との境界断層を諏訪山断層と命名した．諏訪山断

層の東延長は，山中白亜系と秩父帯付加コンプレック

ス（野栗沢ユニット及び両神ユニット）との境界断層に

なる．断層は，明瞭な地質境界として，群馬県多野郡上

野村の天望山付近から本地域に含まれる小鹿野町押
お

留
とも

付

近まで東西に30km 以上も追跡される．本地域では，断

層を確認することはできなかったが，Ueno and Hisada
（2006）に従い，山中白亜系と秩父帯付加コンプレック

ス（両神ユニット）との境界を諏訪山断層とする．なお

諏訪山断層の東端は，中新統秩父盆地層群に覆われる．

11. 2. 2　仏像線

　仏像線は，秩父帯付加コンプレックスを四万十帯付加

コンプレックスの上に衝上させるスラストであり，南西

諸島や九州から関東地方まで追跡できる．仏像構造線と

も呼ばれる．本地域では，上盤は浦山層群御前山ユニッ

ト，下盤は小河内層群中山ユニットからなり，妙法ヶ

岳・霧藻ヶ峰・白岩山・天祖山の尾根周辺に追跡できる．

一般に本地域の仏像線は，走向は N10～50 W゚ で，傾斜

は北に約40～60 で゚ある．北東部ほど走向は南北方向に

近くなり，傾斜が緩くなる傾向がある．東隣の秩父地

域，孫
まご

惣
そ

谷
だに

と日
にっ

原
ぱら

川
がわ

の出合い付近で，仏像線の断層露頭

が観察される（第11.1図 a）．この露頭では，御前山ユ

ニットの石灰岩と中山ユニットの砂岩が直接接する（第

11.1図 b）．御前山ユニットの石灰岩は，脆性破壊を伴い，

仏像線に平行な小断層面は鏡肌となる．また仏像線によ

る御前山ユニットの衝上により，中山ユニットは大洞川

流域と長沢谷上流と，2地域に露出する．石井・高橋（1989）

では，仏像線は低角な姿勢のまま白泰断層に切られると

した．しかし本報告では，仏像線の北西端は次項に後述

する大洞川—大除沢断層によって切られる．

11. 2. 3　大
おお

洞
ぼら

川
がわ

-大
おお

除
よけ

沢
さわ

断層

　大洞川-大除沢断層は，Hara and Hisada（1998）によ

って記載された四万十帯付加コンプレックスの大滝層群

第 11 章　地　質　構　造

（原　英俊・上野　光・竹内圭史）
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と小河内層群を境する断層である．本報告で，新たに大

洞川-大除沢断層と命名し，仏像線を切り白泰断層まで

達する断層と再定義する．両層群の岩相の相違により，

大洞川・大除沢を始め，西は滝川・金山沢・真の沢で，

東は荒川流域の神岡西方に追跡できる．なお大除沢で

の本断層の位置は，Hara and Hisada（1998）が示した位

置より南に位置し，標高約1,300m 付近とした．走向は

N80 W゚～85 E゚ を示し，断層の東部ではやや北東に，西

部では北西に振れる．傾斜は50～60 N゚ であるが，大洞

川より東方では垂直から70 S゚ を示す．本断層の東端は

白泰断層によって絶たれ，西端については不明である．

本断層により大滝層群は，小河内層群の各ユニットによ

る覆瓦構造と大きく斜交し接する．

　断層露頭は，大洞川と和名倉沢出合い付近で認められ

る（第11.2図 a）．この露頭では，断層面は N40 W゚70 S゚
を示し，約1m の剪断帯を伴う．また神岡西方において

も，本断層に平行な小断層が認められる（第3.3図）．

剪断帯は，鱗片状劈開の発達した泥質岩・砂岩岩片・石

英脈（方解石脈も伴う）からなり，これらが複雑に重複

した剪断変形を被っている（第11.2図 b）．一般に，剪

断帯の中央部では重複変形が強いが，右横ずれ成分を示

す剪断変形が認められることがある（第11.2図 c）．た

だし産出頻度はまれであり，剪断方向などの定方位性が

認められない．一方，剪断帯と両層群の接触部周辺では，

比較的重複変形が弱く，左横ずれ成分を示す剪断変形が

認められる（第11.2図 d, e）．この剪断変形は，断層面

をすべり面とし，見かけ上盤側の小河内層群が傾斜方向

に落ちる正断層としての特徴を示す．本露頭では，大洞

川-大除沢断層の破砕帯は南傾斜を示している．しかし

本地域全体では，大洞川-大除沢断層は基本的に北傾斜

であり，大滝層群が上盤側を構成する．そのため現在の

見かけは正断層であるが，実際には大滝層群が小河内層

群に衝上する逆断層であった可能性がある．本断層の活

動時期は，仏像線を切るため，仏像線の活動以後である．

また後述する白泰断層によって切られるため，後期中新

世以前の活動である．

11. 2. 4　白
はく

泰
たい

断層

　ほぼ東西の走向を持つ高角な断層で，秩父地質研究グ

ループ（1966）によって命名された．石井・高橋（1989）

により，白泰断層は秩父帯付加コンプレックスの中津川

層群を切る断層として再定義された．本報告では，中津

川層群と浦山層群・大滝層群との境界断層をなす．東

延長は，後述する白川断層によって切られるが，秩父

盆地南縁を形成する日野断層（井尻ほか，1950；兵頭，

1986；武井，1990）に連続すると考えられる．西延長

は，後期中新世の甲府花崗閃緑岩体により貫入されてい

る（通産省資源エネルギー庁，1975）．そのため，主な

活動時期は後期中新世以前とされる．また白泰断層は，

尾根の鞍部を形成し河川の方向を規制することがあり，

崖錐堆積物との関係から第四紀に再活動した活断層の可

能性も指摘されている（堀口・松岡，1994；埼玉県地質

図編纂委員会，1999）．白泰断層の南北で，付加コンプ

レックスの変成度が異なる（石井・高橋，1989；原ほか，

1998；第3.3図）．断層の南側は，緑色片岩相の変成を

受けた大滝層群・浦山層群からなるため，断層の垂直変

位は北側下降・南側上昇である．

　断層露頭は，蛹沢・芋
いもだいらさわ

平沢・入
にっ

波
ぱ

沢
ざわ

で観察される（堀

口・松岡，1994）．一般に数 m の破砕帯を伴うことが多く，

その周辺には小断層が発達する．破砕帯や小断層は，黒

色な断層粘土と破砕された千枚岩ないし頁岩・砂岩から

なる（第11.3図）．なお小断層の発達は，一般に中津川

層群側で顕著である． 

　なお堀口・松岡（1994）及び埼玉県地質図編纂委員

会（1999）は，白泰断層について崖錐堆積物との関係か

ら活断層の可能性を指摘した．しかしその詳細は不明で

ある．また白泰断層の東方延長で，秩父盆地を形成し

た南縁の断層である日野断層（井尻ほか，1950；兵頭，

1986；武井，1990）は，活断層の可能性が指摘されている．

活断層研究会（1991）は，この断層を浦山口断層と呼び，

確実度Ⅲ，活動度 C の活断層とした．しかし活断層の

小河内層群

中山ユニット

浦山層群

御前山ユニット
小河内層群
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仏
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仏
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仏像線仏像線

第11. 1図　 仏像線露頭（秩父帯・四万十帯付加コンプレック

スの境界断層）

　　　　　  a： 断層露頭．東隣の秩父地域，孫
まご

惣
そ

谷
だに

と日
にっ

原
ぱら

川
がわ

の

出合い付近．上盤は浦山層群御前山ユニットの

石灰岩，下盤は小河内層群中山ユニットの破断

した砂岩頁岩互層からなる．

　　　　　 b：脆性破壊した石灰岩．
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剪断帯　　小河内層群
（和名倉沢ユニット）

剪断帯　　小河内層群
（和名倉沢ユニット）

　  大滝層群
（二瀬ユニット）
　  大滝層群
（二瀬ユニット）

NNSS NNSS
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小河内層群側小河内層群側

小河内層群側小河内層群側

小河内層群側小河内層群側

大滝層群側大滝層群側

小河内層群小河内層群

第11. 2図　 大洞川—大除沢断層露頭（大滝層群と小河内層群の境界断層）

　　　　　  a：大洞川と和名倉沢出合い付近の断層露頭．約1m の剪断帯を持つ．

　　　　　 b：剪断帯中央部の重複変形の激しい断層岩．

　　　　　 c：剪断帯中央部の右横ずれ成分を示す剪断変形．

　　　　　 d：左横ずれ成分を示す石英脈の S 字褶曲（小河内層群との境界付近）．

　　　　　 e：左横ずれ成分を示す石英脈の σ タイプ非対称流動組織（大滝層群との境界付近）．
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根拠として挙げた断層地形は，秩父帯付加コンプレック

スと秩父盆地層群の岩質の違いによる組織地形である可

能性も合わせて指摘している．なお井尻ほか（1950）や

兵頭（1986）による浦山口断層は，日野断層を切る南北

系の断層であるため，その名称使用に関しては注意が必

要である．

11. 2. 5　白川断層

　兵頭（1986）によって命名された小鹿野町層の南縁を

限る NW-SE 系の高角断層である．断層面は観察されて

いないものの，谷津川では沢の左岸に秩父帯付加コンプ

レックスの破砕されたチャート，右岸に小鹿野町層の泥

岩が露出し，断層が沢の流路となっている．その南西側

は秩父帯の基盤岩類が急峻な地形をなして分布してお

り，断層の南西側が隆起している．白川断層は橋場南方

で折れ曲がっているが，一連の断層なのか2つの別個の

断層なのかは不明である．

11. 2. 6　大平断層

　井尻ほか（1950）によって命名された，小鹿野町押

留から三峰口駅にかけての N-S 系の断層である．白沙

層及び富田層と秩父帯付加コンプレックスとを境してい

る．断層面は観察されていないが，秩父市古池では白沙

層を欠いて秩父帯付加コンプレックスと富田層の泥岩が

近接している．

白泰断層白泰断層白泰断層大滝層群大滝層群大滝層群 中津川層群中津川層群中津川層群

第11. 3図　 白泰断層露頭

　　　　　  入波沢沿いの林道．
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12． 1　金 属 資 源

12. 1. 1　秩父鉱山中津鉱床

　秩父帯付加コンプレックスの中津川層群両神ユニット

の石灰岩下盤とトーナル岩間に発達したスカルン鉱床

である．スカルンの規模は，トーナル岩の貫入面から

数10m 以内，石灰岩の層理面に沿う塊状磁鉄鉱鉱体で，

その規模は幅38m，延長150m，深さ115m 程度である．

中津川の支流（ベッドの沢上流）標高950m 付近などに

露頭や採掘跡が残っている．

　採掘対象となった主な鉱種は鉄で，鉱石鉱物は磁鉄鉱

及び黄鉄鉱である．構成鉱物は，このほかに，針鉄鉱（“褐

鉄鉱”），灰鉄ざくろ石-灰礬ざくろ石，緑れん石，ベス

ブ石，灰鉄輝石-透輝石のほか，少量の黄銅鉱，方鉛鉱，

硫砒鉄鉱，毛鉱，ホセ鉱 A，石英，玉随，“酸化マンガ

ン鉱”，方解石，藍銅鉱，孔雀石，石膏，炭酸青針銅鉱

（carbonate-cyanotrichite），灰重石，水酸アパタイト-塩

素アパタイト，硅蒼鉛石（eulytite；清田・松山，2001），

チタン石，異極鉱，珪灰石，アロフェン，珪孔雀石，正

長石，輝沸石，菱沸石などを伴う．

　日本鉱業協会 (1965) によれば，秩父鉱山の歴史は，

1610年（慶長13年）にこの鉱床付近での金の採鉱及び

砂金の採取に始まると言われている．1766年（明和3年）

に平賀源内が金，銀，鉄などの採掘のため入山し，1783

年（天明2年）にふいごによる製錬法で，中津鉱床が開

発された．なお，秩父鉱山の大部分の鉱床（大黒鉱床，

六助鉱床，赤岩鉱床，道伸窪鉱床，白岩鉱床，和那波鉱

床）は，北隣万場地域に位置する．また，1970年代には，

すべての鉱床で稼行は休止され，現在は北隣万場地域内

で結晶質石灰岩の採掘のみが行われている．

12. 1. 2　妙法鉱山（荒川鉱山）

　今井ほか (1973) によれば，慶長年間（1596～1615年）

に開山されたといわれるが，詳細は不明である．付近の

地質は，小河内層群八百谷ユニットの砂岩，粘板岩，チ

ャート，石灰岩とこれらに貫入する130m x 30m 程度の

トーナル岩からなる．鉱床は，石灰岩中に形成された

スカルン鉱床で，東部と西部の2鉱体がある．東部鉱体

は，延長40m，深さ30m 以上，幅平均10m，西部鉱体

は，延長40m，深さ30m 以上，幅平均5m 程度で，磁

鉄鉱と少量の磁硫鉄鉱，黄鉄鉱，黄銅鉱などが灰鉄輝石

-透輝石や灰鉄ざくろ石-灰礬ざくろ石などともに産出す

る．トーナル岩よりでは，黄銅鉱に富み，石灰岩寄りで

は，磁鉄鉱に富む傾向があった（通産省資源エネルギー

庁，1975）．

12． 2　非金属資源

　本地域における採石は，主に4箇所で行われている．

小森川沿いの川
かわしょう

塩では，中津川層群両神ユニットの砂岩

が採石されている．滝沢ダムの建設にともなう原石山が

芋平沢上流の東方にあり，同じく両神ユニットの砂岩が

採石されている．荒川と大血川の出合い付近の大
おお

達
だ

原
はら

で

は，浦山層群御前山ユニットの石灰岩が採石されている．

また贄
にえ

川
かわ

では，中新統秩父盆地層群の砂岩が採石されて

いる．

12． 3　温　泉

　落合の南にある大滝温泉は，大滝村役場（現：秩父市

大滝総合支所）裏手に源泉を持つ水温33度，pH8.4のナ

トリウム・塩化物泉である．谷津川沿いにある温泉は，

水温14.5度，pH8の弱アルカリ性単純温泉である（金

原，2005）．また，塩沢にもかつてアンモニアに富む温

泉が湧出していた（埼玉県衛生部，1970；森川，1971）．

また，谷津川沿いの中新統秩父盆地層群が分布する白久

にも水温20度，pH7.8の弱アルカリ性単純泉がある（金

原，2005）．これらは，白泰断層に沿ってもしくはその

近傍で温泉が湧水している．この他にも，中新統秩父盆

地層群分布域の大
おお

指
ざす

や上野沢にも弱アルカリ性単純泉及

び単純硫黄泉の湧水地が知られている（埼玉県衛生部，

1970；森川，1971）．その他，大洞川中流，小森川流域

の川塩で湧水が知られている（森川，1971）．地質図には，

現在も湧出している落合と白久の温泉を示した．

第 12 章　資　源　地　質

（清水正明・原　英俊）
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13. 1　地 す べ り

　本地域は，崖崩れと共に地すべりが多く発生している

地域である（第13.1図）．地質図では，空中写真による

地形判読と若干の野外調査を行い，下記の研究報告を

参考にして，主な地すべりを，地すべり地塊（移動体），

崩積堆積物，及び滑落崖によって示した．なお，地質図

では，基盤岩の情報を損なわないよう，地すべり地塊と

崩積堆積物は輪郭のみを示した．また，下方に地すべり

地塊や崩積堆積物を欠いている滑落崖のうち，規模の大

きなものについては地質図に示した．

　本地域及び周辺地域の地すべりに関しては，詳細な分

布図については清水ほか（2001），滝沢ダム周辺地域の

地すべり調査については堀口・松岡（1994），地すべり

と地質の岩質・地質構造との関係については石井ほか

（1991）や埼玉県地質図編纂委員会（1999），浦山層群の

石灰岩岩体の地すべりについては小俣（2002）の研究報

告がある．

　地すべり地塊　本地域の地すべり地塊の多くは，付加

コンプレックスの層理面・片理面をすべり面として，滑

落崖を伴って稜線から山腹にかけて分布する．これら地

すべり地塊の多くは，大きく変形・破壊されずに規模の

大きな移動地塊となることが多く，その上方には緩斜面

を有する崩積堆積物を伴っている．大滝-白泰山間では，

厚いテフラ層からなる小規模な地すべり地塊も認められ

る．

　崩積堆積物　崩積堆積物は，地すべりの滑落崖下に形

成された崩積土からなる堆積物で，小規模な地塊を含み，

厚いテフラ層に覆われていることが多い．崩積堆積物は，

山腹や山麓において相対的な緩斜面を狭小に形成してお

第 13 章　環　境　地　質

（尾崎正紀・原　英俊）
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第13. 1図　 地すべり分布と地質

　　　　　  地すべり堆積物以外の第四系は省略．
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り，しばしば畑や宅地に利用されている．

　崩積堆積物は，滑落崖からの崩落した角礫や砂，その

風化物である粘土からなる．一般に，数 m～10数 m の

層厚を持つ．これらが堆積する緩斜面では，テフラ層の

ほか，地すべり凹地に薄い粘土層や泥炭層が堆積し，全

体として褐色に風化した厚い崩積土が形成されている．

例えば，白泰山から大滝に至る地域及び周辺では厚い降

下テフラに覆われており，既存地すべり地塊や崩積堆積

物を覆ってテフラ層起源の地すべりも多発し，崩積堆積

物が厚くなっている．滝ノ沢では，その層厚は最大20m
に達する（第13.2図；堀口・松岡，1994）．一方，主な

河川上流の山腹には，後期更新世末～完新世に形成され

たと推定される基質をほとんど欠く角礫のみの崩積堆積

物も認められる．

　形成時代　崩積堆積物に挟まれた，あるいは上位を覆

うテフラ層には，多くの地点で御岳第1テフラ（On-Pm1）

の分布が認められる（秩父地質研究グループ，1966；埼

玉第四紀研究グループ，1968；渋谷，1983；埼玉県地質

図編纂委員会，1999）．そのため本地域の地すべりは少

なくとも10万年前以前から発生していたと推定される．

　地質と地すべりとの関係　地すべりの分布と地質との

関係から判断すると，地すべりの発生は基盤岩の岩相に

依存している（第13.1図）．地質構造との関係では，地

すべりは受け盤，流れ盤といった基盤岩の地質構造に規

制されていることが多い．

　地すべりが最も多く発生している地域は，四万十帯付

加コンプレックス大滝層群の分布域である．特に，大滝

から白泰山の間，荒川と中津川の間とその周辺で，地

すべりの発達が顕著である（第13.1図）．この地域は周

辺地域より，約300～400m ほど標高が低くなっている．

第5.2.3節で述べたように，大滝層群の岩相は，主に片

理の発達した千枚岩，片状砂岩などから構成されてお

り，他の付加コンプレックスの地層と比較し片理面が発

達し，浸食されやすかったと考えられる．また，地層の

傾斜も30～60 程゚度と比較的緩く，地すべりの発生を促

したと推定される．大滝層群分布域は，地すべりの発生

により多くの緩斜面が形成され，また山頂から山腹にか

けてテフラ層（ローム層）が層厚数 m～10数 m と厚く

堆積している（第10.2節参照）．更にテフラ層の基底面

を起源とする地すべりも加わり，基盤岩とテフラ層から

なる厚い崩積堆積物に覆われた地域となっている．なお

大滝層群は，東西に延びる白泰断層と大洞川-大除沢断

層に挟まれた地域にあるが，地すべりの発達状況からみ

ると，これらの断層の最近の活動及び断層破砕帯を起因

とした地すべりの発生は多くないと判断される．

　その他，中津川層群分布域では小森川及び中津川の本

流が作る谷沿い，浦山層群分布域では大血川の谷沿いに，

小河内層群分布域では荒川支流の大洞川沿いで地すべり

が多発している．岩相との関係でみると中津川層群両神

ユニットの混在岩，浦山層群の御前山ユニット，小河内

層群の古礼山・市ノ沢・八百谷ユニットで多発しており，

いずれも混在岩や砂岩頁岩互層，及びそれらの破断相か

第13. 2図　 奥秩父もみじ湖北岸の地すべり

　　　　　  位置は秩父市（旧大滝村）滝之沢．ケバのある白線は主な滑落崖を，滑落崖

下の囲んだ白線は崩積堆積物が厚く分布する位置を示す．崩積堆積物の層厚

は，ボーリングデータから数 m～20m を示す（堀口・松岡，1994）．
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らなる地層の分布域である．また，山中白亜系の分布域

では，瀬林層と石堂層との境界付近で地すべりが発生し

ている．

　甲府花崗閃緑岩体の分布域では，笠取山南方の笠取小

屋の東斜面において地すべり地塊がいくつか認められる

程度であり，地すべりはほとんど発達していない．

　秩父盆地層群分布域では，荒川の支流や小森川沿いに

分布する小鹿野町層下部の泥岩砂岩互層中で，規模の小

さい地すべりがいくつか認められる．渡部・田中（1976）

は，秩父盆地層群の地すべりに関して，風化帯の発達の

程度が斜面崩壊の発生に関係していることを報告してい

る．

13. 2　地　震

　本地域内に震源を持つ大きな地震は知られていない．

1979年5月5日に，東経139 1゚1´ 北緯35 4゚8´（秩父地域

内），震源の深さ20km で M=4.7の地震が起きた（宇佐見，

2003）．この地震について，角田・「奥多摩地震」調査グ

ループ（1979）はその体感震動調査を行い，その結果と

地質構造との関係を考察した．なお秩父盆地周辺では，

M=4～5で震源の深さ40km 以浅の浅発地震がしばしば

起きている（埼玉県地質図編纂委員会，1999）．

　1985年3月～5月にかけて，雁坂嶺-古礼山付近の埼玉

県西部と山梨県北部で，最大 M=3.5，震源の深さ10km
程度の小規模な群発地震が発生した（国立防災科学技

術センター，1985；東京大学地震研究所，1988）．こ

の群発地震は，南北方向に圧縮軸を持つ逆断層型であ

る（国立防災科学技術センター，1985）．1987年8月に

も，M=3.1の地震が発生した（気象庁地震予知情報課，

1988）．この領域は，M=2以下，30km 未満の浅発地震

が頻繁に起こる地域として指摘されている（防災科学技

術研究所，1996）．
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Geology of the Mitsumine District
By

Hidetoshi HARA*, Hikaru UENO**, Kenro TSUNODA***, Ken-ichiro HISADA+,
Masaaki SHIMIZU++, Keiji TAKEUCHI* and Masanori OZAKI*

(Written in 2009)

(ABSTRACT)

The Mitsumine Distract is located in the central part of the Kanto Mountains (Oku-chichibu Mountains), central Japan.  The 
geology of the Mitsumine district is summarized in Figs. 1 and 2, containing the Jurassic Chichibu accretionary complex and 
Cretaceous marine-brackish water sediments (Sanchu Cretaceous System), Cretaceous Shimanto accretionary complex, Neogene 
plutonic rocks, and Miocene and Quaternary sediments.  The Chichibu accretionary complex is composed of the Nakatsugawa 
and Urayama groups.  The Shimanto accretionary complex comprises the Otaki, Ogochi and Kobotoke groups.  The plutonic 
rocks composed of the Kofu Granodioritic Complex and Chichibu Tonalite intruded into the Shimanto and Chichibu accretionary 
complexes, respectively.  The Chichibu accretionary complex is covered by the Middle Miocene sediments (Chichibu Bonchi 
Group) in the northeastern part of the district and Late Miocene sediments (Okaburi Formation) in the northwestern part of the 
district.  The Quaternary comprises river terrace deposits, landslide deposits, tephras, valley bottom plain and present river bed 
deposits.

Chichibu accretionary complex

The Jurassic Chichibu accretionary complex is divided into the Nakatsugawa and Urayama groups based on lithology, geological 
structure and low-grade metamorphic conditions and bounded by the Hakutai Fault. The Nakatsugawa Group is composed of 
sandstone, shale and mixed rock (mélange), with blocks of chert, limestone and basaltic rocks.  The Nakatsugawa Group is 
subdivided into the Early to Middle Jurassic Ryokami Unit and Middle Jurassic Ogamata Unit.  The Ryokami Unit is characterized 
by the repetition of mélange and sandstone subunits, while the Ogamata Unit is sandstone dominant unit with chert blocks.  The 
Mikuniyama Thrust is developed between both units.

  The Urayama Group is subdivided into the Kawanori, Unazawa, and Gozenyama units.  The Kawanori Unit consists mainly 
of mélange with basalt and chert blocks.  The Unazawa Unit is a sandstone dominant unit of the chert-clastic sequence.  The 
Gozenyama Unit is characterized by mélange with huge limestone blocks.  The geological age of the Kawanori and Unazawa units 
indicate Middle to Late Jurassic, while the age of the Gozenyama Unit is latest Jurassic to Early Cretaceous.  The Urayama Group 
has been subjected to the greenschist facies metamorphism during 76–65 Ma (Hara and Hisada, 2005).  The Urayama Group is in 
fault contact with the Shimanto accretionary complex along the Butsuzo Line.

Cretaceous marine-brackish water sediments (Sanchu Cretaceous System)

Cretaceous marine-brackish water sediments called the Sanchu Cretaceous System are distributed narrowly in the northeastern 
part of the district.  In the district, the Ishido Formation is composed of conglomerate and sandstone, indicating marine sediments 
during late Huterivian to early Barremian.  The Sebayashi Formation consists of sandstone and mudstone, characterized by brackish 
water sediments during Barremian to early Albian.

Shimanto accretionary complex

The Shimanto accretionary complex comprises the Otaki, Ogochi and Kobotoke groups.  The Otaki Group outcrops within 
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a narrow area along the Arakawa River and is in fault contact with the Ogochi Group south along the Oboragawa-Oyokesawa 
Fault.  The Otaki Group is composed mainly of phyllite, sandstone and argillaceous melange-type rocks with blocks of chert, 
limestone, tuff, and basalt and is characterized by intensive deformation and metamorphism.  The Otaki Group is subdivided into 
the Kawamata and Futase units.  The Kawamata Unit is a phyllite and sandstone dominant unit.  The Futase Unit is characterized by 
sandstone and mélange with chert, limestone, pale green siliceous phyllite, pale green tuff and basaltic rocks.  

The Ogochi Group comprises five units from northeast to southwest, all of which are characterized by either a coherent turbidite 
unit (Wanakurasawa, Ichinosawa and Koreisan units) or an argillaceous mélange unit with blocks of chert, limestone and basaltic 
rocks (Kumotoriyama and Happyakudani units).  All five formations are bounded by high-angle reverse faults and imbricated.  The 
depositional ages of the Ogochi Group range from late Albian to Campanian, with ages younging oceanward.

Mineral assemblages of metabasalt from the Otaki and Ogochi groups indicate the greenschist facies metamorphism.  On the 
basis of analyses of micro-thermometry of water-rich fluid inclusions, illite crystallinity and K–Ar ages of illite (Hara and Hisada, 
2005, 2007), the metamorphism occurs at temperatures in excess of 300˚C and fluid pressures greater than 270 MPa during 76–65 
Ma subsequent to thrusting of the Butsuzo Line.

The Kobotoke Group is found in a small area around Lake Hirose.  The group is composed of pelitic and psammitic hornfels or 
migmatite, subjected to contact metamorphism associated with the Kofu Granodioritic Complex during Late Miocene time.

Middle Miocene sediments

The Chichibu Bonchi Group is exposed in the northeastern margin of the district, and unconformably overlies the Chichibu 
accretionary complex and Sanchu Cretaceous System along the western margin of the Miocene basin.  The Chichibu Bonchi Group 
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Fig. 1   Geological map of the Mitsumine district
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was deposited during the early Middle Miocene transgression.  The group is divided into the Shirasu, Tomita and Oganomachi 
Formations in ascending order.  The total thickness of the Chichibu Bonchi Group reaches 5,500m.  The Shirasu Formation consists 
of conglomerate and sandstone.  The Tomita Formation consists of mudstone and yields molluscan fossils.  The Oganomachi 
Formation consists of an alternation of mudstone and sandstone or alternation of sandstone and conglomerate, characterized by a 
turbidite sequence.

Miocene Plutonic rocks

The plutonic rocks in the Mitsumine district are mostly Middle to Late Miocene granitoids with a small amount of gabbroic 
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to dioritic rocks.  These rocks are the Kofu Granodioritic Complex, Chichibu Tonalite and their satellitic stocks.  The K-Ar age 
determination by Matsumoto et al. (2007) and this study indicate 9.7 to 8.9 Ma for the Kofu Granodioritic Complex and 6.5 to 5.3 
for the Chichibu Tonalite including the satellitic stocks.

The Kofu Granodioritic Complex is characterized by mostly medium- to coarse-grained hornblende-biotite granodiorite to biotite-
hornblende tonalite; marginal distribution of ilmenite-series granitoids; and two mafic parts within coarse-grained granodiorite.

The Chichibu Tonalite is characterized by mostly fine-grained biotite-hornblende tonalite; and marginal distribution of ilmenite-
series granitoids.  The ilmenite-series granitoids tend to be less differentiated compared with the Kofu Granodioritic Complex.

Late Miocene sediments

The Okaburi Formation is distributed at Okaburi along the Nakatugawa River, overlying unconformably on the Chichibu 
accretionary complex.  The formation is composed of tuffaceous conglomerate, conglomerate and welded tuff, interpreted as burial 
sediments of volcanic collapsed basins (Adachi et al., 1999).  The depositional age is estimated Late Miocene (6.8－6.2 Ma) from 
fission-track age of zircon of welded tuff and dacite dyke (Ishii and Araki, 1989).

Quaternary sediments

The Quaternary comprises river terrace deposits, landslide deposits, tephras, valley bottom plain and present river bed deposits.  
The river terrace deposits are narrowly distributed along the major rivers.  They are divided into the Middle (latest Middle to 

early Late Pleistocene), Lower (late Late Pleistocene) and Lowermost (Holocene) Terrace Deposits.  They mainly consist of boulder 
to cobble gravel beds. 

Tephras overlying the Pleistocene terrace and landslide deposits, are distributed all over the area.  Tephras comprise the Middle 
to Late Pleistocene Sayama, Hitsujiyama, Younger and Osato Loam Formations in ascending order and correlated with the 
Tama, Shimosueyoshi, Musashino and lower Tachikawa, middle to upper Tachikawa Loams, respectively.  The Middle Terrace 
Deposits are overlain by the Hitsujiyama to Osato Loam Formations.  The Lower Terrace Deposits are overlain by the Osato Loam 
Formation.  Distributions of tephras are omitted in the geological map.

Valley bottom plain and present river bed deposits are narrowly distributed along the major rivers.  They mainly consist of 
boulder to cobble gravels.

Economic and environmental geology

Two skarn deposits were known in the Mitsumine district since the 18th century, however both of them have been already 
exhausted.  The Chichibu mine (Nakatsu deposits) produced magnetite and pyrite as main ore minerals, located at a branch of the 
Nakatsugawa River.  The Myoho mine produced magnetite, pyrrhotite, pyrite and chalcopyrite, located at the Koarakawasawa 
Valley.  The mineralization processes of the Chichibu and Myoho mines were caused by the intrusion of Chichibu Tonalite and 
satellitic stocks within a accretionary complex, respectively.  Sandstones of the Chichibu accretionary complex and the Chichibu 
Bonchi Group are quarried at three sites in the district.  Limestone quarries are operating around the Ochigawa River from the 
Chichibu accretionary complex (Gozenyama Unit).  Two hot springs gush up along the Hakutai Fault.

Landslide deposits are composed of landslide blocks and colluvial deposits.  They have mainly occurred on mountainsides along 
the Arakawa River and its many branches during Pleistocene to Holocene.  Colluvial deposits are mainly distributed over the area 
underlain by the Otaki Group of the Shimanto accretionary complex. 
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